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　１月18日㈮、カルルス温泉サンライバスキー場
では、福岡県から修学旅行で訪れた多くの高校生
がスキーを楽しんでいました。初心者も楽しめる
サンライバスキー場では、毎年、全国津々浦々の
学生が、登別の冬を満喫しています（写真は、福
岡県立東

とう

鷹
よう

高等学校の生徒）。

初めてのスキーで悪戦苦闘

※�今号は、議会だより でぃすかす95号
との合冊版として発行しています。
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平成30年度の主な事業

特
集

子育て
（３ページ）

安全・安心
（３～６ページ）

観光・経済
（６・７ページ）

担い合う
まちづくり
（９ページ）

学び
（８ページ）

都市基盤
（７・８ページ）

平成30年度市の仕事

歩み続けるまち

・地域子育て支援拠点の運営
・子どものむし歯予防
・子ども医療費助成

・災害応急対策
・防災対策の強化
・消防支署新庁舎の建設
・�水槽付消防ポンプ自動車
の更新

・共同墓の整備
・交通安全の推進
・道路排水対策

・�ＪＲ登別駅のエレベーター
などの設置に向けた調査
・登別地獄谷の木道の改修
・創業支援事業

・ホストタウンの取り組み
・�市役所本庁舎の建て替え
に向けた取り組み
・市民憲章の推進

・�小学校校舎などの耐震化・
改修
・�２０２０東京オリパラで夢
を育むスポーツ推進事業

・市道の舗装排水整備
・除雪機械の更新
・�市営住宅（千代の台団地）
の建て替え

　市は、将来にわたって市民が夢を描くことができる魅
力にあふれ、住み良いまちとなるよう、さまざまな事業
に取り組んでいます。
　今号では、平成30年度に行っている主な事業について、
いくつかの項目ごとに紹介します。
※各事業費は、平成31年１月１日時点の予算額です。

　
市
は
、
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
と
と

も
に
議
論
を
重
ね
、
つ
く
り
上
げ
た
将

来
の
ま
ち
の
あ
る
べ
き
理
想
像
・
夢
の

ま
ち
の
姿
を
描
い
た
『
登
別
市
総
合
計

画
基
本
構
想
』
に
基
づ
き
、
10
年
間
を

単
位
と
し
て
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
な

ど
を
示
す
『
基
本
計
画
』
を
策
定
し
、

毎
年
度
、
事
業
の
検
証
を
行
う
と
と
も

に
社
会
情
勢
な
ど
の
変
化
に
対
応
し
な

が
ら
、
市
民
の
皆
さ
ん
と
協
働
の
も
と
、

ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

※�

基
本
計
画
な
ど
は
、

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
で
公
開
し
て

い
ま
す
。
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『子育て』

『安全・安心』

子どものむし歯予防 地域子育て支援拠点の運営

子ども医療費助成

事業費　50万円 事業費　209万７千円

事業費　6,190万８千円

　幼児期のむし歯を予防し、生涯
にわたって健康な歯を保てるよう、
これまでの保育所での実施に加え、
新たに４歳
児・５歳児を
対象として幼
稚園や認定こ
ども園が行う
フッ化物洗口
に対して費用
の一部または
全部を補助し
ています。

▶�問い合わせ　子育てグループ
� （☎�５６３４）

　中央子育て支援センター（富士町）など、
市内３カ所の地域子育て支援拠点に加え、新
たに、平成30年４月、鷲別子育て支援セン
ターを鷲別児童館内（鷲別町）に開設しまし
た。子育て支援拠点では、親子の交流の場を
提供するとともに、地域全体での子育てを支
援しており、育児に不安などを感じている保
護者などには、育児相談や助言を行っている
ほか、子育て情報誌の発行、子育て講座など
を行っています。

　平成30年８月診療分から対象者
などを拡大し、子育て世帯の医療
費負担の軽減と、子どものさらな
る健康増進を図っています。
　子ども医療費助成は、市内に住
む０歳から15歳まで（中学校卒業
まで）の子どもについて、年齢や
世帯における住民税の課税状況に
応じて、入院や通院、指定訪問看
護の費用に対する助成をしていま
す。
※�平成30年８月より、
『乳幼児等医療費
助成』から『子ど
も医療費助成』へ
改称しました。

○平成30年12月末現在の一般開放利用者数
　（鷲別子育て支援センター）
　…5,402人（延べ人数）

▶問い合わせ　子育てグループ
� （☎�５６３４）

▶�問い合わせ　年金・長寿医
療グループ（☎�２１３７）

安
心
し
て
子
ど
も
を
生
み
育
て
ら
れ
る
よ

う
環
境
を
整
備
し
、
次
代
を
担
う
子
ど
も

た
ち
が
健
や
か
に
成
長
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
を
進
め
て
い
ま
す
。

関
係
団
体
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
、
自
然
災
害
に
備
え
る
と
と

も
に
、
交
通
事
故
や
犯
罪
の
な
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

災害応急対策

　平成30年９月６日に発生した北海道胆振
東部地震をはじめ、台風第20・21号、局地
的・記録的な大雨など、災害が相次いで発
生した平成30年度。市民の皆さんが安心し
て生活できるよう、災害により発生した生
活道路の土砂崩れや倒木、水道施設の停電、
公共施設の破損などに対して、補修などに
より対応しました。

▶�問い合わせ　総務部総務グループ
� （☎�１１３０）

▲�子育て中の親子の交流や育児相談も
することができる鷲別子育て支援セ
ンター

子ども医療費受給者証▶

▲�屋根の一部が破損した
老人憩の家『光和園』

▼�北海道胆振東部地
震によって生じた
倒木（片倉町２丁
目の望洋線）

▲�洗口液を口に含んで
ぶくぶくうがいをす
る子ども
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○平成30年度の購入予定　
・アルファ米　　3,090食
・備蓄用パン　　1,510食
・育児用ミルク　　420個
・乾電池　　　　　200本
・備蓄燃料　　　　306㍑

○備蓄場所一覧　
・のぼりべつ文化交流館
� （カント・レラ）
・薬師神社（カルルス町）
・ふぉれすと鉱山　・婦人センター
・鷲別公民館　　　・緑陽中学校
・若草小学校　　　・富岸小学校
・鷲別小学校　　　・市役所本庁舎
・しんた21　　　　・青葉小学校
・幌別中学校　　　・市民会館
・日本工学院北海道専門学校

防災対策の強化

災害への備え

火山防災対策 全国瞬時警報 
システム受信機 
などの更新

事業費　162万１千円

事業費　432万円

　これまでの災害を教訓に、さまざまな災害に対応するため、防災資機材の整備や非常用の食糧
の備蓄に努めています。
　備蓄食糧については、平成25年に定めた登別市備蓄整備方針に基づき、定期的に購入しており、
市内15カ所に約２万食分の分散備蓄を行っています。各家庭でも災害時に備え、３日分程度の食
糧や飲料水などを日頃から準備しておきましょう。

　気象庁の火山監視・警報センターが、24時間体制で活動を
監視する常時観測火山の一つ、『倶

く っ た ら

多楽火山』。活動火山対
策特別措置法に基づき、平成28年に登別市が中心となって、
防災関係機関や学識経験者などと『倶多楽火山防災協議会』
を設置しています。
　平成30年度は、８月に『倶多楽火山避難計画』を策定。関
係機関が連携した総合的な防災対応を可能とし、住民などの
安全を確保するため、噴火の発生が予想される場合に同協議
会や構成機関などがとるべき警戒避難体制や実施すべき対応
を整理しました。
　現在は、この計画をもとに、『観光客等避難誘導マニュア
ル』などの策定に向けて取り組みを進めています。

　緊急地震速報や弾道ミ
サイル情報など、対処に
時間的な余裕がない場合
に国から伝達される『全
国瞬時警報システム（Ｊ
アラート）』の情報を適
切に受信し、多様な防災
情報をより迅速に伝達す
るため、平成30年11月に
Ｊアラート受信機と周辺
機器の更新を行い、さら
なる防災体制の充実を図
りました。

▶�問い合わせ　総務部総務グループ（☎�１１３０）

▲�Ｊアラートの情報を放送する
市内62カ所の防災行政無線

▲鷲別小学校に備蓄されている非常用食糧

▲�平成30年８月に行われた『倶多楽火山防災協議会』
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JR富浦駅

富浦墓地

至白老町

至幌別町

道央
自動
車道

登別市
葬斎場

第二
富浦墓地

国道36
号

登別市共同墓
★

消防支署新庁舎
建設予定地

★

至室蘭 国道 36号

太平洋

倶
多
楽
湖

く
っ
た
ら

登別伊達時代村

登別東
インター

道道洞爺湖
登別線

JR登別駅

登別漁港

登
別
川

登別マリン
パークニクス

登別温泉

道央自動車道

消防支署新庁舎の建設

水槽付消防ポンプ自動車の更新

共同墓の整備

事業費　１億713万７千円

事業費　5,445万６千円

事業費　2,097万７千円

　地域に暮らす市民の皆さんや登別を訪
れる多くの観光客の安全安心を確保する
ため、登別支署と登別温泉支署を統合し
た新支署を中登別町に建設し、さらなる
消防体制の強化を図ります。
　平成30年度から新庁舎の本体工事に着
手しており、2020年10月の供用開始を予
定しています。

　消防力や災害出動体制の充実強化を図るため、消
防本署に配備する水槽付消防ポンプ自動車を平成31
年１月に更新しました。
　最新の積載資器材が搭載されたことなどから、よ
り効果的な消火活動が可能となりました。

　やむを得ない事情でお墓の承継ができない方や身
寄りのない方、経済的にお墓を建

こん

立
りゅう

することができ
ない方が、将来にわたり安心して焼骨を納骨できる
よう、共同墓を設置し、平成30年11月から供用を開
始しました。
　納骨期間は４月から11月までですが、申し込みは
随時受け付けています。

○平成30年12月末日現在の状況　
・生前予約…361件
・埋蔵申請…77件（平成30年度）
・収容数…132体

▶�問い合わせ　消防本部総務グループ
� （☎�９６１１）

▶�問い合わせ　消防本部総務グループ
� （☎�９６１１）

▶�問い合わせ　市民サービスグループ
� （☎�２１３９）

▲3,000体の焼骨が収納可能な『登別市共同墓』

▲�中登別町に建設予定の消防
支署新庁舎のイメージ図

▲�圧縮空気泡消火システムを搭載した新たな水槽付消
防ポンプ自動車
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雨水排水ポンプ施設★
室蘭信用金庫
若草支店 若草中央公園

テニスコート

若草ポンプ場

至室蘭

道道上登別室蘭線

ＪＲ登別駅のエレベーターなどの
設置に向けた調査
事業費　782万３千円

　ＪＲを利用して登別市を訪れる観光客などの
利便性の向上を図るため、市は、ＪＲ登別駅の
バリアフリー化の一つの手法として、エレベー
ターなどの設置についての協議を北海道旅客鉄
道株式会社と進めています。
　エレベーターなどの設置に係る工事費を積算
するため、市が一部費用を負担し、北海道旅客
鉄道株式会社が平成30年10月に地質調査などを
行いました。この調査結果に基づいて、北海道
旅客鉄道株式会社がエレベーターなどを設置し
た場合の費用を算出する予定です。
　市は、引き続き、北海道旅客鉄道株式会社と
エレベーターの設置などに向けた協議を行って
いきます。

▶�問い合わせ　商工労政グループ
� （☎�２１７１）

道路排水対策

交通安全の推進

事業費　１億7,020万円

事業費　174万６千円

　道路冠水が多く発生する地
域の排水路の改良や清掃など
を行い、大雨に伴う浸水など
の被害を防止するため、平成
30年度は、若草町２丁目の若
草中央公園付近のポンプ施設
に雨水を導く導水管の新設と、
雨水ポンプ設置に伴う電気・
機械工事を昨年度に引き続き
行うなど、市内８カ所の工事
を実施しました。

新入学児童に対する交通安全啓発運動
　市内の各小学校の新１年生に交通安全啓発
物品を手渡し、交通安全の啓発を行っていま
す。
　平成30年度は、４月７日㈯に幌別西小学校
で入学式と併せて実施し、47人の児童に啓発
物品を手渡し、登下校時などの交通安全を呼
びかけました。

人と旗の波街頭啓発
　通学児童などの交通事故を防止するため、
市内８カ所において、市民など計556人の参
加のもと、走行する車両の運転手に対し、ス
ピードダウンとシートベルトの着用を呼びか
ける『人と旗の波街頭啓発』を実施しました。

▶�問い合わせ
　土木・公園グループ
� （☎�３２６０）

▶�問い合わせ　市民サービスグループ
� （☎�２１３９）

『観光・経済』
観
光
業
を
は
じ
め
と
し
た
地
域
経
済
の
活
性
化
を
図
り
、

活
力
に
満
ち
た
魅
力
あ
ふ
れ
る
市
内
産
業
の
創
出
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

▲◀�平成30年11月に鷲別
小学校前で実施した
『人と旗の波街頭啓
発』

▶�

登
別
市
交
通
安
全
協
会
会

員
や
札
幌
方
面
室
蘭
警
察

署
職
員
な
ど
か
ら
啓
発
物

品
を
受
け
取
る
新
１
年
生
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創業支援事業 登別地獄谷の木道の改修

除雪機械の更新 市道の舗装排水整備

事業費　839万６千円 事業費　869万９千円

事業費　4,560万３千円 事業費　１億4,500万円

　市内経済の活性化を図るため、市内の空き店舗を利用
して新たに事業を行う方に、空き店舗の賃借料の一部を
補助する『空き店舗活用事業補助金』や市内で新たな事
業所を開設して事業を行う方に、建物の整備や建物と一
体となって機能する設備の設置など、事業所の開設に必
要な経費の一部を補助する『事業所開設費補助金』を交
付しました。
　また、平成30年10月から12月にかけて、創業を考えて
いる方や創業して５年未満の方を対象に、創業に必要な
知識の習得を目指す『創業塾』を登別商工会議所と連携
して開催し、市内における創業を支援しています。

　登別地獄谷内の遊歩道については、
訪れた皆さんがより安全に散策してい
ただけるよう、日々、点検をしつつ、
硫黄や風雨、雪などにより劣化が進ん
でいる部分の順次改修を行っています。
　平成30年度は、鉄泉池に向かう木道
の改修を実施しました。

　市道の除雪を円滑に行うため、平成
30年度は、国の交付金を活用し、『除
雪グレーダ』の更新を行いました。
　除雪グレーダは、車体中央部に設置
されているブレードにより圧雪を削り
取ることができ、主に市街地の幹線道
路の除雪に使用しています。

　市内の幹線道路や生活道路の改良、舗装、
排水路の整備などを行い、歩行者や通行車
両の安全を確保するため、平成30年度は、
Ｊ
ジ ェ イ コ ー

ＣＨＯ登別病院の移転に伴い、昨年度か
ら実施している登別東町３丁目の道路整備
のほか、柏木町１丁目の排水路など、計17

カ所の整備を行いま
した。

▶�問い合わせ　商工労政グループ（☎�２１７１） ▶�問い合わせ　観光振興グループ
� （☎�５３０１）

▶�問い合わせ　土木・公園グループ
� （☎�３２６０）

▶�問い合わせ　土木・公園グループ
� （☎�３２６０）

○平成30年12月末現在の実績　
・空き店舗活用事業補助金の交付…11件
・事業所開設費補助金の交付…７件
・創業塾の受講者数…17人

『都市基盤』
道
路
交
通
網
を
整
え
、
良
好
な
住
環
境
と
都
市

機
能
が
調
和
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま

す
。

◀�『わだち』部分を
削り取り、路面状
態の改善を図る
『除雪グレーダ』

◀�ＪＣＨＯ登別病院の移転
に伴い、整備を進めてい
る道路

〈改修前〉

〈改修後〉
▶�

『
創
業
塾
』
に
参
加
し
、
創

業
に
関
す
る
知
識
を
深
め
る

参
加
者
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千代の台団地
★

登別新生郵便局

ガソリンスタンド

ことぶき公園
くさぶえ公園

至室蘭

至幌別

道道上登別
室蘭線

２０２０東京オリパラで夢を育むスポーツ推進事業

小学校校舎などの耐震化・改修

市営住宅（千代の台団地）の建て替え

事業費　122万円

事業費　２億8,386万４千円

事業費　8,770万３千円

　東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会
に向けて、市民のスポーツに対する興味や関心を高める
とともに、スポーツを通じて、さまざまなことに挑戦し
たいという子どもたちの夢を育むことができるよう、平
成28年度から、オリンピックに出場経験
のある選手を講師として招き、スポーツ
講演会や実技指導などを実施しています。
　平成30年度は、９月30日㈰に総合体育
館で、2016年リオデジャネイロオリン
ピックの卓球日本代表・丹

に

羽
わ

孝
こう

希
き

さんを
招き、トークショーや実技指導、模擬試
合を開催。参加した多くの子どもたちは
世界レベルのテクニックを肌で感じてい
ました。

　学校施設は、児童や生徒などが一日の大半を過ご
す場であるとともに、大規模災害時には地域住民の
避難場所にもなることから、安全安心な教育施設の
整備を進めるため、平成26年度から順次、校舎の耐
震化に着手しています。
　平成30年度は、幌別西小学校校舎と富岸小学校校
舎の耐震補強や外壁・屋上防水の改修などを行って
います。
　また、登別小学校の耐震補強に向けて実施設計を
行い、平成31年度に耐震化・改修工事を進めていき
ます。

　将来のまちの人口を見据えた必要戸数を考えながら、市営住宅を
整備し、安全で安心して快適に暮らすことができる住環境を整える
ため、平成30年度は、老朽化が進んでいる千代の台団地の第１期工
事として32戸の建設工事に着手し、2020年３月の供用開始に向けて
整備を進めています。

▶�問い合わせ　社会教育グループ（☎�１１２９）

▶�問い合わせ　教育委員会総務グループ
� （☎�１１００）

▶�問い合わせ　建築住宅グループ（☎�４３９９）

『学び』
将
来
を
担
う
青
少
年
の
確
か
な
学
力
や
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
、
地
域
の
特
性
を
生
か
し

た
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

▲�約120人の子どもたち全員とラリーを交わ
した丹羽選手

▲�市民など約300人を前に、卓
球への思いや東京オリンピッ
クの目標などについて語った
トークショー

▲��平成30年度から耐震化・改修工事を
始めた幌別西小学校（上）と富岸小
学校（下）
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市民憲章の推進 市役所本庁舎の
建て替えに向け
た取り組み

ホストタウンの取り組み

事業費　57万３千円

　平成30年９月20日㈭で制定から50周年を迎えた登別市
民憲章。９月22日㈯には、市民会館で、『登別市民憲章
制定50周年記念式典』を開催し、市民憲章の普及・啓発
活動に尽力された団体への感謝状贈呈のほか、市民憲章
にまつわる各コンテストなどの表彰や記念講演、市内の
中学校の生徒計70人による合同記念コンサートなどを行
いました。
　式典の結びには、登別市民憲章推進協議会による『市
民憲章のさらなる推進の誓い』を行うなど、参加した約

400人の市民の皆さんと
ともに、市民憲章に込め
られた想いを再確認しま
した。

　『まちづくりの拠点』、そして『防
災の要』ともなる市役所本庁舎。市は、
市民から広く意見を聞きながら検討を
重ね、新庁舎の位置や機能・規模など
の基本的な考え方をまとめた『登別市
本庁舎建設基本構想』を平成30年９月
に策定し、現庁舎の敷地内に新庁舎を
新築することとしました。
　今後は、この基本構想をもとに市民
の皆さんや関係団体と協議を重ね、平
成31年度の基本計画策定を進めていき
ます。

　平成29年12月に、東京２０２０オリンピック・パラリンピック競技大会におけるデン
マーク王国の『ホストタウン』に登録された登別市。デンマーク王国の関係者と多くの
市民が交流することで、デンマーク王国に対する理解を深めるとともに、さらなる国際
交流の推進を図っています。また、スポーツの振興や子どもたちがオリンピアン・パラ
リンピアンから直接、スポーツの素晴らしさを学び、夢や希望をもつきっかけづくりに
つなげることなどを目指しています。
　平成30年度は、駐日デンマーク王国大使を招

しょう

聘
へい

し、市民の皆さんと交流したほか、民
間企業の協力を得ながら、さまざまな取り組みを実施しています。

▶�問い合わせ　市民協働グループ（☎�１０７９）
▶�問い合わせ　総務部総務グループ
� （☎�１１３０）

▶�問い合わせ　企画調整グループ（☎�１１２２）

『担い合うまちづくり』
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
こ
の
ま
ち
を
支
え
合
う
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

◀�市民憲章の普及・啓発活動に寄
与した２団体への感謝状贈呈

▲�駐日デンマーク王国大使を講
師に招き実施した講演会（幌
別中学校）

▲�市民にデンマーク王国の文化
や歴史などを紹介した国際理
解講座

▲�栄養セミナーや軽運動などを行い、
市民がスポーツに親しむ機会の創出
などを図ったアクティブフォースリ
ーププロジェクト

▶�

市
民
が
演
奏
に
聴
き
入

っ
た
幌
別
中
学
校
・
登

別
中
学
校
・
緑
陽
中
学

校
の
生
徒
に
よ
る
合
同

記
念
コ
ン
サ
ー
ト

▶�

老
朽
化
が
進
ん
で
い
る

市
役
所
本
庁
舎
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認知症の症状が見られた場合はすぐに相談を

暴力・暴言

はいかい

妄想

抑うつ

幻覚

不潔行為

物事を覚えられない、
思い出せない

記憶障害
中核症状

行動・心理症状

時間や場所の
判断ができない

見当識障害

作業の段取りを
うまくすること
ができない

実行機能障害
理解や判断を
することが
できない

理解・判断力の障害

認知症と向き合う
▶問い合わせ　高齢・介護グループ（☎�５７２０）

　急速に進む高齢化とともに、認知症の発症者
数も増加し、2025年には、65歳以上の５人に１
人が認知症を発症するとも言われています。
　身近な病気の一つとなっている認知症を現時
点において、完全に治す治療法はありません。
　しかし、早期発見・早期治療により、症状の
進行を抑えることができます。
　自分自身や家族に認知症の予兆があった場合
にいち早く気付くため、そして、認知症を発症
した方が暮らしやすい地域をつくるため、『認
知症』がどのような病気であるか、知ることか
らはじめましょう。

認
知
症
は
、
高
齢
者
だ
け
の
病
気

で
は
あ
り
ま
せ
ん

　
脳
の
細
胞
が
死
ん
で
し
ま
っ
た
り
、
働

き
が
鈍
く
な
る
こ
と
で
、
正
常
だ
っ
た
脳

の
機
能
が
徐
々
に
低
下
し
、
生
活
の
中
で

支
障
が
出
て
い
る
状
態
を
『
認
知
症
』
と

い
い
ま
す
。

　
認
知
症
を
引
き
起
こ
す
原
因
は
さ
ま
ざ

ま
あ
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
や
前
頭
側

頭
葉
変
性
症
、
レ
ビ
ー
小
体
病
の
ほ
か
、

脳
出
血
、
脳
梗
塞
な
ど
に
よ
り
脳
細
胞
に

必
要
な
栄
養
や
酸
素
が
行
き
渡
ら
な
く
な

っ
た
こ
と
で
発
症
す
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

　
歳
を
重
ね
る
ほ
ど
、
認
知
症
が
発
症
す

る
可
能
性
が
高
く
な
り
ま
す
が
、
若
く
て

も
脳
血
管
障
害
や
若
年
性
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
な
ど
に
よ
り
発
症
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
認
知
症
は
、
誰
に
で
も
発
症
す

る
可
能
性
が
あ
る
『
病
気
』
な
の
で
す
。

認
知
症
を
少
し
で
も
疑
っ
た
ら

　
認
知
症
に
は
、
『
記
憶
障
害
』
や
『
理

解
・
判
断
力
の
障
害
』
、
季
節
や
時
間
、

場
所
な
ど
の
把
握
が
難
し
く
な
る
『
見
当

識
障
害
』
、
計
画
を
立
て
て
行
動
す
る
こ

と
が
難
し
く
な
る
『
実
行
機
能
障
害
』
の

『
中
核
症
状
』
と
呼
ば
れ
る
４
つ
の
基
本

的
な
症
状
に
加
え
、
本
人
の
性
格
や
環
境

な
ど
で
表
れ
る
『
行
動
・
心
理
症
状
』
が

あ
り
ま
す
。

　
認
知
症
の
初
期
症
状
と
し
て
、
も
の
忘

れ
に
よ
る
失
敗
な
ど
が
重
な
り
、
何
か
が
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　認知症サポート医の資格を有する医師と専門職
（社会福祉士と看護師）で構成される『認知症初期
集中支援チーム』は、認知症が疑われる人や認知症
の人に加え、その家族への初期の支援を集中的に行
う専門チームです。
　家庭を訪問し、認知症専門医や必要な介護サービ
スなどの紹介、症状に合わせた関わりのアドバイス
などを行っているほか、『登別おれんじふぉーらむ』
を開催するなど、認
知症への理解を深め
ています。
　支援を受けたい方、
認知症への対応に悩
んでいる方など、ま
ずはお住まいの地域
の地域包括支援セン
ターにご相談くださ
い。

◎市内の認知症疾患医療センター
・恵愛病院認知症疾患医療センター（☎�０１００）
・三愛病院認知症疾患医療センター（☎�３２０７）

◎登別市地域包括支援センター
・「けいあい」　（鷲別町２丁目32－１　　☎�５００５）
・ゆのか　　　　（片倉町６丁目９－１　　☎�２１０６）
・あおい（愛桜）（登別東町３丁目１－２　☎�０５１１）

認知症と向き合う
お
か
し
い
と
最
初
に
気
付
く
の
は
、
多
く

が
本
人
で
す
が
、
そ
れ
が
認
知
症
に
よ
る

も
の
と
考
え
る
こ
と
は
難
し
い
も
の
で
す
。

　
し
か
し
、
本
人
や
家
族
、
周
囲
の
人
が

何
か
お
か
し
い
と
異
変
に
気
付
い
た
と
き

に
、
す
ぐ
に
専
門
の
医
療
機
関
に
受
診
す

る
こ
と
が
最
も
大
切
な
認
知
症
へ
の
対
応

に
な
り
ま
す
。

　
早
く
気
付
け
ば
気
付
く
ほ
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
処
置
を
講
じ
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
に
よ
る
認
知
症
の
場

合
で
あ
れ
ば
、
服
薬
に
よ
っ
て
進
行
を
遅

ら
せ
る
こ
と
が
で
き
、
普
段
の
生
活
を
よ

り
長
く
保
つ
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
軽
度
認
知
障
害
と
診
断
さ
れ
た

場
合
に
は
、
適
切
な
対
応
に
よ
り
、
認
知

症
の
発
症
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

す
ぐ
に
相
談
・
受
診
を

　
認
知
症
の
診
断
は
、
初
期
ほ
ど
難
し
く
、

専
門
の
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
不
可
欠
で

す
。

　
市
内
に
は
、
よ
り
専
門
的
な
鑑
別
診
断

や
治
療
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
機
関
と
し

て
北
海
道
か
ら
指
定
を
受
け
た
『
認
知
症

疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
』
が
２
カ
所
あ
り
、

認
知
症
治
療
に
関
し
て
、
と
て
も
恵
ま
れ

た
環
境
に
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
高
齢
の
方
の
総
合
的
な
相
談
窓

口
で
あ
る
『
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
』

に
は
、
認
知
症
地
域
支
援
専
門
員
が
配
置

さ
れ
て
お
り
、
認
知
症
に
関
す
る
相
談
支

援
を
随
時
行
っ
て
い
ま
す
。
「
も
の
忘
れ

が
多
く
な
っ
た
」
、
「
配
偶
者
の
様
子
が

お
か
し
い
」
な
ど
、
生
活
の
中
で
不
安
を

感
じ
た
ら
、
す
ぐ
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

認
知
症
の
人
と
の
接
し
方
を
学
ぶ

　
人
は
誰
に
も
、
豊
か
な
感
情
と
自
尊
心

が
あ
り
、
認
知
症
に
な
っ
た
か
ら
と
い
っ

て
何
も
感
じ
な
く
な
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　
今
ま
で
で
き
て
い
た
こ
と
が
で
き
な
く

な
る
こ
と
は
、
大
き
な
不
安
や
焦
り
と
な

り
、
ま
た
、
失
敗
を
笑
わ
れ
た
り
、
か
ら

か
わ
れ
た
り
す
る
こ
と
は
自
尊
心
を
傷
つ

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
認
知
症
を

発
症
し
た
本
人
が
、
誰
よ
り
も
不
安
で
心

細
く
、
苦
し
く
、
悲
し
ん
で
い
ま
す
。

　
市
は
、
認
知
症
の
人
や
家
族
へ
の
接
し

方
な
ど
に
つ
い
て
学
ぶ
『
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
町
内
会
、
事
業
所
な
ど
へ
講
師
が
出
向

い
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
希
望
す

る
方
は
高
齢
・
介
護
グ
ル
ー
プ
ま
た
は
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

認知症初期集中支援チーム
ご存知ですか

▲�２月９日㈯に開催を予定している
『登別おれんじふぉーらむ』（詳し
くは29ページをご覧ください）
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登別市嘱託員を募集します
 任用期間 　 ４月１日㈪～２０２０年３月31日㈫ 

※更新はありません。

 試 験 日 　 ２月２3日㈯（予定） 
※詳しい日時などは、試験申込者に後日通知します。

 試験場所 　市役所

 試験方法 　面接試験

 申込期間 　２月１日㈮～15日㈮まで（土・日曜日、祝日を除く）

 申し込み 　 人事・行政管理グループや各支所に備え付け、または市公式ウェブサイト 
に掲載の申込書に必要事項を記入の上、人事・行政管理グループへ持参 
※資格を要する職種に申し込みをする場合は、資格証などの写しを持参してください。

◎資格・年齢の基準日は４月１日㈪現在です
◎給料月額のほかに、通勤手当や時間外手当、勤勉手当などの諸手当があります
◎勤務条件などについては、多少の変更が生じる場合があります

夜
警
員
　
１
人

公
務
補
（
施
設
勤
務
）
　
１
人

公
務
補
（
学
校
勤
務
）
　
10
人

調
理
員
（
保
育
所
勤
務
）
　
３
人

調
理
員
（
施
設
勤
務
）
　
１
人

対
象
　
30
歳
～
64
歳
の
方

勤
務
地
　
市
役
所
本
庁
舎

主
な
業
務
内
容
　
庁
舎
警
備
業
務

勤�

務
時
間
　
①
17
時
～
翌
日
９
時
、
②
９

時
～
17
時
（
②
は
２
週
間
に
１
回
程
度
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
勤
務
割
表
に
よ
る

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�

象
　
30
歳
～
64
歳
で
、
小
破
修
繕
が
で

き
る
方

勤
務
地
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

主
な
業
務
内
容
　
施
設
の
維
持
管
理
業
務

勤
務
時
間
　
９
時
～
17
時

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
月
～
水
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�
象
　
30
歳
～
64
歳
で
、
小
破
修
繕
が
で

き
る
方

勤
務
地
　
市
内
小
・
中
学
校

主
な
業
務
内
容
　
学
校
の
維
持
管
理
業
務

勤�

務
時
間
　
①
７
時
30
分
～
13
時
、
②
10

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
調
理
師
免
許
を

有
す
る
方
か
調
理
経
験
の
あ
る
方

勤
務
地
　
市
内
保
育
所

主�

な
業
務
内
容
　
給
食
の
調
理
や
食
器
の

洗
浄
業
務

勤�

務
時
間
　
①
８
時
45
分
～
14
時
40
分

（
土
曜
日
は
９
時
～
12
時
）
、
②
10
時

～
15
時
55
分
（
土
曜
日
は
９
時
30
分
～

12
時
30
分
）

※�

①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
代
。

※
週
28
時
間
50
分
程
度
の
勤
務
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
２
千
900
円

対�

象
　
30
歳
～
59
歳
で
、
重
量
物
の
取
り

扱
い
が
多
い
た
め
、
体
力
の
あ
る
方

勤
務
地
　
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

主�

な
業
務
内
容
　
学
校
給
食
の
調
理
や
食

器
の
洗
浄
、
簡
単
な
機
械
操
作
業
務

勤�

務
時
間
　
①
８
時
30
分
～
15
時
30
分
、

時
30
分
～
16
時

※�

①
と
②
を
１
週
間
ご
と
に
交
代
。

※
週
27
時
間
30
分
勤
務
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
12
万
６
千
700
円
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放
課
後
児
童
支
援
員
　
１
人

児
童
厚
生
員
　
２
人

管
理
人
（
浄
水
場
）
　
５
人

児
童
厚
生
員
兼

放
課
後
児
童
支
援
員
　
１
人

司
書
（
図
書
館
勤
務
）
　
１
人

技
術
員

（
言
語
治
療
教
室
）
　
１
人

司
書
（
分
館
勤
務
）
　
１
人

勤
務
地
　
市
立
図
書
館
ア
ー
ニ
ス
分
館

主�

な
業
務
内
容
　
図
書
の
収
集
、
貸
し
出

し
業
務

勤�

務
時
間
　
14
時
30
分
～
20
時
（
日
曜
日

は
14
時
～
20
時
、
毎
月
最
終
金
曜
日
は

10
時
～
15
時
30
分
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
木
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

▼
問
い
合
わ
せ

　
人
事
・
行
政
管
理
グ
ル
ー
プ

�

（
☎
�
１
１
３
２
）

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
保
育
士
な
ど
の

資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
市
内
児
童
ク
ラ
ブ

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
指
導
す

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
保
育
士
な
ど
の

資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
市
内
児
童
館

主�

な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
指
導
す

る
業
務

勤
務
時
間
　

◎
３
月
～
10
月
…
12
時
～
17
時

◎
11
月
～
２
月
…
12
時
～
16
時
30
分

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

対�

象
　
30
歳
～
64
歳
で
、
自
家
用
車
な
ど

で
通
勤
可
能
な
方

※�

自
家
用
車
で
通
勤
す
る
場
合
は
、
対
人

１
億
円
以
上
、
対
物
200
万
円
以
上
の
任

意
保
険
へ
の
加
入
が
必
要
。

勤
務
地
　
市
内
浄
水
場

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
保
育
士
な
ど
の

資
格
ま
た
は
教
員
免
許
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
市
内
児
童
館
・
児
童
ク
ラ
ブ

主�
な
業
務
内
容
　
遊
具
や
図
書
な
ど
を
用

い
て
、
児
童
に
健
全
な
遊
び
を
指
導
す

る
業
務

勤�

務
時
間
　
８
時
～
18
時
30
分
の
う
ち
、

一
日
４
～
５
時
間
勤
務

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
司
書
資
格
を
有

す
る
方

勤
務
地
　
市
立
図
書
館

主�

な
業
務
内
容
　
図
書
の
収
集
、
貸
し
出

し
業
務

勤�

務
時
間
　
９
時
45
分
～
16
時
15
分
ま
た

は
11
時
45
分
～
18
時
15
分

※�

木
曜
日
は
９
時
45
分
～
16
時
30
分
ま
た

は
11
時
30
分
～
18
時
15
分
、
13
時
～
19

時
45
分
。

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
月
・
金
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
保
育
士
資
格
、

幼
稚
園
教
諭
免
許
、
教
員
免
許
の
い
ず

れ
か
を
有
す
る
方

勤
務
地
　
幌
別
小
学
校
、
鷲
別
小
学
校

主�

な
業
務
内
容
　
幼
児
の
言
語
治
療
の
指

導
な
ど

勤�

務
時
間
　
８
時
45
分
～
15
時
30
分
（
金

曜
日
は
８
時
45
分
～
14
時
30
分
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

対�

象
　
25
歳
～
64
歳
で
、
司
書
資
格
を
有

す
る
方

主�

な
業
務
内
容
　
浄
水
場
の
運
転
操
作
、

維
持
管
理
業
務

勤�

務
時
間
　
①
17
時
30
分
～
翌
日
８
時
30

分
ま
た
は
18
時
～
翌
日
９
時
（
休
憩
時

間
あ
り
）
、
②
９
時
～
17
時
30
分

※�

５
週
の
う
ち
①
が
14
回
、
②
が
２
回
程

度
。

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
勤
務
割
表
に
よ
る

給
料
月
額
　
13
万
３
千
600
円

る
業
務

勤�

務
時
間
　
13
時
30
分
～
18
時
30
分
（
土

曜
日
は
14
時
～
18
時
）

※
週
29
時
間
勤
務
。

休
日
　
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

給
料
月
額
　
13
万
８
千
400
円

②
９
時
～
16
時

※�

４
週
の
う
ち
①
が
２
週
、
②
が
２
週
程

度
。

※
週
27
時
間
勤
務
。

休
日
　
土
・
日
曜
日
、
祝
日
な
ど

※
学
校
長
期
休
業
中
は
勤
務
時
間
を
調
整
。

給
料
月
額
　
12
万
４
千
400
円
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登別市臨時職員登別市臨時職員を募集します

問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎�１１３２）

▶任用期間　４月１日㈪～９月30日㈪（６カ月間）
※勤務時間は職種・業務内容によって異なりますので、詳しくは問い合わせください。
▶試験方法　面接と書類選考
▶申込期間　２月１日㈮～15日㈮（土・日曜日、祝日を除く）
▶�申し込み　電話で申し込みをし、市販の履歴書（写真貼付）に必要事項を記入の上、指定された日
時に本人が人事・行政管理グループへ持参
※�資格を要する職種に申し込みをする場合は、資格証などの写しを持参してください。
◎職種・業務内容など　
職　種 募集人数 勤務地 業務内容 賃��金 資格など

事務補助
15人程度 市役所または教

育委員会 事務一般 日額6,510円 パソコン操作（ワード・
エクセル）が可能な方

１人 登別温泉支所 事務一般 時給840円

徴収員 ２人 市役所 市税などの徴収業務 日額6,890円 特になし

児童厚生員 １人 市内児童館 児童厚生員業務 時給1,040円

保育士資格または教員免
許を有する方

児童厚生員
兼放課後児
童支援員

２人 市内児童館、児
童クラブ

児童厚生員業務・放課後児
童支援員業務 時給1,040円

放課後児童
支援員 ２人 市内児童クラブ 放課後児童支援員業務 時給1,040円

保育士

６人程度 市内保育所 保育業務（フルタイム）
日額8,060円
または
時給1,040円

保育士資格を有する方

１人 市内保育所 保育業務（平日フルタイム）

１人 中央子育て支援
センター 保育業務（フルタイム）

１人 市内保育所 保育業務（短時間） 時給1,040円

６人程度 市内保育所 保育業務（代替保育） 日額8,060円
または
時給1,040円１人程度 市内子育て支援

センター 保育業務（代替保育）

５人 市内保育所 保育業務（延長保育） 時給1,040円

調理員 ２人程度 市内保育所 調理業務（代替要員） 時給860円 調理師免許を有する方ま
たは調理経験のある方

看護師 ３人 市内保育所 保育業務を中心とした看護
業務 日額8,060円 看護師資格を有する方

技術補助
（介助員） ７人程度 市内小・中学校 特別支援学級介助業務 日額6,510円 特になし

技術補助
（支援員） １人程度 市内小・中学校 学校生活・学習支援業務 時給840円 特になし

※資格の基準日は、４月１日㈪現在です。
※募集内容は、多少の変更が生じる場合があります。
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一人で悩まないで

介護のサービスを受けたい

一人暮らしで何かあったら心配

生活環境が急変して生活の維持が大変

詐欺にあっているかも

近所で怒鳴り声や泣き声が聞こえて心配

親同士が交流できる場所はないかな

不登校の子どもの将来が不安

地域での特色ある取り組み
～登別市鷲別地区民生委員児童委員協議会～

地域の身近な●相談相手

このような●困り事は
ありませんか？

民生委員児童委員にご相談ください

各地区の委員は市
公式ウェブサイト
で紹介しています。

別市は、６地区（登別、中央東、中央西、緑
陽、鷲別、美園・若草）に115人の民生委員

児童委員と11人の主任児童委員が、住みよい地域
づくりのために活動しています。
※委員の人数は１月１日㈫現在のものです。

生委員児童委員のうちの『主任児童委員』は、
子どもたちが元気に安心して暮らせるよう見

守りをしているほか、子育ての不安や妊娠中の心
配ごとなどの相談・支援を行い、子どもたちを健
やかに育てる環境づくりのために活動しています。

お住まいの地区の民生委員児童委員にご相談ください。
委員の連絡先がご不明な場合は問い合わせください。
▶問い合わせ　社会福祉グループ（☎�１９１１）

　同協議会は、登別市社会福祉協議会が中心となって
町内会と連携し、災害時に支援の必要な方を日頃から
見守る『小地域ネットワーク活動』へ積極的に参加し、
平常時からの見守り体制や台帳の整備に取り組んでい
ます。
　また、小・中学校との意見交換会や下校時の見守り、
夜間パトロールを行う『鷲別子ども見守りたい』を結
成しているほか、子育て世代が暮らしやすい地域づく
りのために『ふれあい子育てサロン』に取り組むなど、
地域に根ざした多くの
福祉活動に取り組んで
います。
　これらの功績が認め
られ、平成30年９月に
全国民生委員児童委員
連合会から『優良民生
委員児童委員協議会表
彰』を受賞しました。

　『民生委員児童委員』は、地域の皆さんの悩みごとや困りごとな
ど、さまざまな相談に応じるとともに必要に応じて、市町村や社会
福祉協議会などの関係機関で適切な支援やサービスが受けられるよ
う『つなぎ役』となります。また、高齢者や障がいのある方の世帯
の見守りや安否確認なども行っています。

登民

▲�地域の交流やつながりを深める
活動を続ける協議会のメンバー
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

屋外スピーカーの放送を聞き逃したら…確認用ダイヤル（☎�０１９３）

クッキーズ
ク
ッ
キ
ー
ズ
は
、
約
30
年
前
、
同

じ
幼
稚
園
に
子
ど
も
を
通
わ
せ
て
い

た
お
母
さ
ん
た
ち
が
親
睦
を
深
め
る

た
め
に
発
足
し
た
ミ
ニ
バ
レ
ー
サ
ー

ク
ル
で
す
。

現
在
の
メ
ン
バ
ー
は
、
市
内
に
住

む
50
代
か
ら
80
代
ま
で
の
女
性
12
人
。

毎
週
木
曜
日
の
10
時
か
ら
12
時
ま
で

総
合
体
育
館
で
、
汗
を
流
し
て
い
ま

す
。「

大
会
に
出
場
し
た
り
せ
ず
に
楽

し
む
こ
と
を
第
一
に
活
動
し
て
い
ま

す
。
良
い
プ
レ
ー
は
み
ん
な
で
ほ
め

合
い
、
失
敗
し
た
と
き
に
は
み
ん
な

で
笑
っ
て
ね
ぎ
ら
い
ま
す
。
だ
か
ら
、

メ
ン
バ
ー
に
は
、
い
つ
も
笑
い
が
溢

れ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
代
表
の

佐さ

野の

暎え
い

子こ

さ
ん
。

佐
野
さ
ん
は
、
「
メ
ン
バ
ー
そ
れ

ぞ
れ
が
、
疲
れ
た
り
、
ひ
ざ
が
痛
く

な
っ
た
り
し
た
ら
、
す
ぐ
に
交
代
し

て
休
ん
で
い
ま
す
。
メ
ン
バ
ー
が
少

な
い
と
き
に
は
、
試
合
の
合
間
に
全

員
で
休
憩
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

無
理
を
せ
ず
に
活
動
す
る
こ
と
を
一

番
大
切
に
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
で

ク
ッ
キ
ー
ズ
の
魅
力
を
教
え
て
く
れ

ま
し
た
。

「
ミ
ニ
バ
レ
ー
は
ル
ー
ル
も
難
し

く
な
い
の
で
、
メ
ン
バ
ー
の
中
に
は
、

お
子
さ
ん
や
お
孫
さ
ん
を
連
れ
て
き

て
一
緒
に
楽
し
む
方
も
い
ま
す
。
ち

ょ
う
ど
い
い
運
動
で
、
健
康
に
も
良

い
し
、
日
ご
ろ
の
ス
ト
レ
ス
解
消
に

も
な
り
ま
す
よ
」
と
笑
顔
を
見
せ
て

く
れ
た
の
は
、
発
足
当
初
か
ら
参
加

し
て
い
る
佐さ

藤と
う

佳よ
し

子こ

さ
ん
。

若
い
方
も
大
歓
迎
の
同
サ
ー
ク
ル

に
興
味
の
あ
る
方
は
、
佐
野
さ
ん

（
☎
�
５
２
１
４
）
ま
で
。

▲�和気あいあいとした雰囲気で試合を行
うメンバー

ミニバレーで楽しく
仲良く健康に

知
っ
て
備
え
る 

防
災
メ
モ
第
73
回

　
市
街
地
の
雪
に
よ
る
事
故
の
多
く
は
、

屋
根
か
ら
の
雪
下
ろ
し
や
除
雪
の
最
中
に

発
生
し
て
い
ま
す
。
作
業
を
す
る
際
は
、

十
分
に
注
意
し
な
が
ら
行
い
ま
し
ょ
う
。

　
気
温
が
上
が
っ
た
日
は
、
屋
根
に
積
も

っ
た
雪
が
突
然
落
ち
て
く
る
こ
と
が
あ
り

　
屋
根
に
上
が
る
と
き
は
、
命
綱
を
つ
け

て
ヘ
ル
メ
ッ
ト
を
か
ぶ
り
、
滑
ら
な
い
靴

を
履
き
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
一
人
の
時
に
事
故
が
発
生
し
た

場
合
、
発
見
さ
れ
る
ま
で
時
間
が
か
か
り
、

救
助
が
遅
れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

家
族
や
隣
近
所
な
ど
に
声
を
か
け
て
一
緒

に
作
業
を
行
っ
た
り
、
見
守
り
を
お
願
い

し
ま
し
ょ
う
。

ま
す
。
降
り
積
も
っ
た
ば
か
り
の
柔
ら
か

い
雪
も
注
意
が
必
要
で
す
。

　
作
業
を
す
る
時
は
落
雪
の
危
険
が
な
い

か
確
認
す
る
な
ど
、
周
囲
の
状
況
を
よ
く

見
ま
し
ょ
う
。

　
雪
か
き
や
雪
下
ろ
し
は
重
労
働
で
す
。

自
分
の
体
力
を
過
信
せ
ず
、
体
調
と
相
談

し
な
が
ら
作
業
を
し
ま
し
ょ
う
。
疲
れ
た

と
き
は
こ
ま
め
に
休
み
、
無
理
に
続
け
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
使
い
慣
れ
て
い
て
も
油
断
は
禁
物
で
す
。

巻
き
込
み
事
故
を
防
ぐ
た
め
、
機
械
に
詰

ま
っ
た
雪
を
取
り
除
く
と
き
は
必
ず
エ
ン

ジ
ン
を
停
止
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
、
後
進
時
に
転
倒
し
て
除
雪
機
に

引
か
れ
る
事
故
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
レ

バ
ー
を
固
定
す
る
な
ど
の
改
造
は
絶
対
に

し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

雪
に
よ
る
事
故
を
防
ぐ

▼
問
い
合
わ
せ

　
総
務
グ
ル
ー
プ
（
☎
�
１
１
３
０
）

一
人
で
作
業
し
な
い

暖
か
い
日
は
要
注
意

無
理
な
作
業
を
し
な
い

除
雪
機
で
の
作
業
は
慎
重
に

志
し

村
むら

 奎
けい

祐
すけ

さん（幌別町）
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「
選
手
と
一
緒
に
駆
け
上
が
り
な
が

ら
、
ル
ー
ル
に
則
っ
て
試
合
を
ス
ム
ー

ズ
に
進
行
さ
せ
る
こ
と
が
サ
ッ
カ
ー
の

審
判
の
大
事
な
役
割
で
す
。
判
定
一
つ

で
試
合
の
流
れ
が
変
わ
る
た
め
、
責
任

も
大
き
い
で
す
が
、
一
試
合
一
試
合
と

て
も
や
り
が
い
が
あ
り
ま
す
」
と
審
判

の
魅
力
を
教
え
て
く
れ
た
志
村
さ
ん
。

小
学
１
年
生
か
ら
サ
ッ
カ
ー
と
出
会

い
、
「
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
覚
え
れ
ば
、

サ
ッ
カ
ー
も
上
達
す
る
し
、
も
っ
と
楽

し
く
な
る
」
と
い
う
父
の
勧
め
で
、
中

学
１
年
生
の
と
き
に
『
サ
ッ
カ
ー
４
級

審
判
員
』
の
資
格
を
取
得
。
高
校
で
も

サ
ッ
カ
ー
部
に
所
属
し
、
選
手
と
し
て

練
習
に
励
む
一
方
、
『
３
級
審
判
員
』

の
資
格
を
取
得
し
た
志
村
さ
ん
は
、
室

蘭
地
区
の
社
会
人
リ
ー
グ
や
シ
ニ
ア

リ
ー
グ
な
ど
の
大
会
で
審
判
を
す
る
機

会
が
増
え
た
と
言
い
ま
す
。

審
判
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
「
よ
り

レ
ベ
ル
の
高
い
試
合
の
審
判
を
し
て
み

た
い
」
と
思
う
よ
う
に
な
っ
た
志
村
さ

ん
。
さ
ら
に
上
の
審
判
員
の
資
格
を
取

得
す
る
た
め
、
数
多
く
の
大
会
で
審
判

の
経
験
を
積
み
重
ね
な
が
ら
、
本
格
的

に
勉
強
を
始
め
、
３
年
生
の
と
き
に
、

地
域
サ
ッ
カ
ー
協
会
が
主
催
す
る
試
合

で
主
審
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
『
２
級

「
春
か
ら
札
幌
の
大
学
に
進
学
し
ま

す
が
、
こ
れ
か
ら
も
サ
ッ
カ
ー
に
関
わ

っ
て
い
き
、
選
手
か
ら
信
頼
さ
れ
る
審

判
に
な
り
た
い
で
す
。
そ
し
て
、
い
つ

の
日
か
登
別
に
帰
っ
て
き
た
と
き
に
、

こ
れ
ま
で
お
世
話
に
な
っ
て
き
た
人
た

ち
へ
の
恩
返
し
が
で
き
れ
ば
」
と
志
村

さ
ん
は
審
判
と
し
て
選
手
た
ち
の
試
合

を
支
え
て
い
き
ま
す
。

審
判
員
』
の
資
格
を
取
得
し
ま
し
た
。

平
成
30
年
10
月
に
、
『
全
日
本
高
等

学
校
女
子
サ
ッ
カ
ー
選
手
権
北
海
道
地

域
大
会
』
で
２
級
審
判
員
と
し
て
主
審

を
務
め
た
志
村
さ
ん
。
「
一
生
懸
命
プ

レ
ー
し
て
い
る
選
手
の
た
め
に
、
堂
々

と
毅き

然ぜ
ん

と
し
た
態
度
で
、
公
平
な
審
判

を
す
る
こ
と
を
心
掛
け
ま
し
た
。
こ
れ

ま
で
の
経
験
を
生
か
す
こ
と
が
で
き
た

と
思
い
ま
す
」
。

『
自
分
の
た
め
』
か
ら

『
選
手
の
た
め
』
に

ま
た
い
つ
か
、
ふ
る
さ
と
で

平成1２年、登別市生まれ。18歳。
小学１年生からサッカーをはじめ、小・中学生のときはクラブ
チームに所属。北海道登別青嶺高等学校に進学後もサッカーに
一筋で、高校在学中に２級審判員の資格を取得。

▲�毅然とした態度でプレーを見守る志村
さん

　数々の審判の実績を積み、都道府県サッ
カー協会から推薦を受けた者だけが受験す
ることができる『サッカー２級審判員』は、
高校生で取得している人は全国的にも少な
いなか、平成30年７月に高校３年生で資格
を取得した志村さん。
　今号では、サッカーの審判の魅力や思い
について、志村さんに話を伺いました。

志
し

村
むら

 奎
けい

祐
すけ

さん（幌別町）

選手に信頼される審判
になりたい
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元
旦
縁
起
も
ち
つ
き

　
１
月
６
日
㈰
、
市
民
会
館
に
消
防
職
員
と
消
防
団
員
が
一

堂
に
会
し
、
『
平
成
31
年
登
別
市
消
防
出
初
式
』
（
市
主
催
）

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
式
典
に
先
立
っ
て
、
駐
車
場
で
は
、
消
防
職
員
や
消
防
団

員
122
人
に
よ
る
堂
々
た
る
『
消
防
職
団
員
分
列
行
進
』
が
行

わ
れ
た
ほ
か
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
は
、
西
胆
振
鳶と

び

土
木

工
事
業
連
合
組
合
や
西
胆
振
若
鳶
会
、
千
歳
鳶
土
工
事
業
組

合
、
千
歳
若
鳶
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る
伝
統
芸
能
の
『
纏ま

と
い

振

り
』
、
『
木き

遣や

り
歌
』
、
『
は
し
ご
乗
り
』
が
披
露
さ
れ
、

会
場
に
集
ま
っ
た
市
民
な
ど
は
、
た
く
さ
ん
の
拍
手
を
送
っ

て
い
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
多
く
の
消
防
団
員
や
市
民
な
ど
が
見
守
る
中
、

消
防
団
員
延
べ
34
人
に
対
し
て
長
年
に
わ
た
る
地
域
の
防
火
・

防
災
活
動
へ
の
登
別
市
長
表
彰
や
北
海
道
消
防
表
彰
、
北
海

道
消
防
協
会
定
例
表
彰
が
行
わ
れ
、
こ
れ
か
ら
も
安
全
・
安

心
な
ま
ち
と
な
る
よ
う
、
消
防
団
活
動
の
さ
ら
な
る
強
化
・

充
実
に
向
け
て
、
思
い
を
新
た
に
し
て
い
ま
し
た
。

平成31年登別市消防出初式

安全な地域づくりに向けて
身を引き締める

　
平
成
30
年
12
月
21
日
㈮
、
登
別
市
は
恵
庭
市
に
あ
る

北
海
道
文
教
大
学
と
、
相
互
の
人
的
、
知
的
資
源
の
交

流
な
ど
を
図
り
、
地
域
の
発
展
に
取
り
組
む
『
包
括
連

携
協
定
』
を
締
結
し
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
福
祉
を
は
じ
め
、
医
療
、
教
育
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
分
野
で
活
躍
す
る
人
材
の
育
成
に
取
り
組
ん

で
い
る
同
校
と
実
習
生
の
受
け
入
れ
な
ど
、
幅
広
い
連

携
を
図
り
な
が
ら
、
地
域
社
会
の
活
性
化
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
大
学
と
の
協
定
締
結
は
、
室
蘭
工
業
大
学
、

東
京
農
業
大
学
に
次
い
で
３
校
目
と
な
り
ま
す
。

北
海
道
文
教
大
学
と
の
包
括
連
携
協
定
締
結
式

地
域
社
会
の
発
展
に

向
け
た
連
携

▲�協定を取り交わす北海道文教大学学長の渡部俊弘さん（右）

▲�多くの観客の目を釘
付けにしたはしご乗
りや纏振り

◀�分団ごとに列をなし
た分列行進

12
� 21

1
� 6

　
新
年
を
迎
え
た
１
月
１
日
㈫
、
泉
源
公
園
（
登
別
温

泉
町
）
で
行
わ
れ
た
『
元
旦
縁
起
も
ち
つ
き
』
（
登
別

国
際
観
光
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
主
催
）
で
、
『
子
宝

も
ち
つ
き
舞
』
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
昭
和
57
年
に
誕
生
し
た
『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』
は
、

登
別
に
湧
く
名
湯
『
子
宝
湯
』
に
ち
な
ん
だ
、
子
宝
や

夫
婦
円
満
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る
郷
土
芸
能
で
す
。

　
４
人
の
つ
き
手
が
、
笛
や
太
鼓
の
音
色
に
合
わ
せ
て
、

き
ね
を
巧
み
に
操
り
な
が
ら
餅
を
つ
く
様
子
に
市
民
や

観
光
客
約
400
人
か
ら
多
く
の
歓
声
が
沸
き
上
が
っ
て
い

ま
し
た
。

　
餅
が
つ
き
上
が
っ
た
後
に
は
お
汁
粉
が
振
る
舞
わ
れ
、

会
場
に
は
多
く
の
笑
み
が
溢
れ
て
い
ま
し
た
。

新
年
の
幕
開
け
を
飾
る

▲�軽快に餅をつき、観客を魅了する『子宝もちつき舞』

1
� 1

この記事の関連動画を
次の方法でご覧いただ
けます。
・ＵＲＬ：
https：//www.you
tube.com/user/
Noboribetsu
Official/videos
・市フェイスブック
・二次元バーコード
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高
齢
者
暮
ら
し
の
危
険
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー

▲�卒業中学校ごとに分けて行ったクイズゲーム

▲�『二十歳の誓い』を述べる新成人

　
1
月
13
日
㈰
、
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル
で
『
平
成
31
年
登
別
市

成
人
祭
』
（
同
実
行
委
員
会
・
市
教
育
委
員
会
主
催
）
を
開
催

し
ま
し
た
。

　
平
成
最
後
の
成
人
祭
と
な
る
今
年
は
、
男
性
162
人
、
女
性
168

人
の
計
330
人
が
出
席
。
ス
ー
ツ
や
華
や
か
な
振
り
袖
な
ど
で
身

を
包
ん
だ
新
成
人
は
、
旧
友
と
の
再
会
を
喜
ぶ
と
と
も
に
、
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
や
夢
に
向
け
て
思
い
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　
式
典
で
は
、
集
ま
っ
た
新
成
人
に
新
た
な
門
出
を
祝
う
言
葉

や
積
極
的
に
社
会
参
加
を
し
て
ほ
し
い
と
い
う
激
励
の
言
葉
が

送
ら
れ
た
ほ
か
、
新
成
人
を
代
表
し
て
木き

村む
ら

駿と
し

希き

さ
ん
と
橋は

し

浦う
ら

美み

優ゆ

さ
ん
が
「
一
日
も
早
く
立
派
な
社
会
人
と
な
れ
る
よ
う
仲

間
と
力
を
合
わ
せ
努
力
し
て
い
き
ま
す
」
と
力
強
く
宣
言
。
両

親
や
お
世
話
に
な
っ
た
方
へ
の
感
謝
も
伝
え
ら
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
日
は
成
人
祭
に
併
せ
て
市
内
企
業
な
ど
に
よ
る

企
業
説
明
会
（
市
・
登
別
商
工
会
議
所
主
催
）
を
大
会
議
室
で

実
施
。
若
年
者
の
人
材
確
保
に
向
け
て
、
８
社
の
企
業
が
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
や
パ
ネ
ル
な
ど
を
展
示
し
、
新
成
人
た
ち
に
呼
び
掛

け
を
行
い
ま
し
た
。

平成31年登別市成人祭

輝く未来を切り拓く

　
１
月
12
日
㈯
、
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
で
『
環
境
講

演
会
』
（
市
・
登
別
市
環
境
保
全
市
民
会
議
主
催
）
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
環
境
教
育
に
力
を
入
れ
て
い
る
特
定
非
営
利
活
動
法

人
い
き
も
の
い
ん
く
代
表
の
加か

藤と
う

康や
す

大ひ
ろ

さ
ん
を
講
師
に

招
き
、
外
来
生
物
が
持
ち
込
ま
れ
た
経
緯
や
生
態
系
へ

の
悪
影
響
な
ど
に
つ
い
て
話
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
登
別
に
も
生
息
し
て
い
る
外
来
生
物
『
オ
オ
ハ
ン
ゴ

ン
ソ
ウ
』
（
キ
ク
科
）
を
例
に
挙
げ
、
「
外
来
生
物
か

ら
在
来
生
物
を
守
る
た
め
に
も
、
ま
ず
は
私
た
ち
が
正

し
い
知
識
を
も
つ
こ
と
が
大
事
」
と
加
藤
さ
ん
は
在
来

生
物
の
大
切
さ
を
参
加
者
に
訴
え
か
け
ま
し
た
。

在
来
生
物
を
守
っ
て

▲�希少な在来生物『ニホンザリガニ』の特徴について説明する加藤
さん（左）

1
� 12

1
� 13

　
１
月
16
日
㈬
、
市
民
会
館
で
『
高
齢
者
く
ら
し
の
危

険
防
止
対
策
セ
ミ
ナ
ー
』
（
市
主
催
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
同
セ
ミ
ナ
ー
は
、
平
成
30
年
６
月
に
あ
い
お
い
ニ
ッ

セ
イ
同
和
損
害
保
険
株
式
会
社
と
の
間
で
結
ん
だ
地
方

創
生
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
の
一
環
と
し
て
、
全
国

で
高
齢
者
の
危
機
管
理
に
つ
い
て
講
演
を
行
っ
て
い
る

同
社
の
堀ほ

り

江え

健た
け
し

さ
ん
を
講
師
に
招
き
、
家
庭
内
で
起
こ

る
事
故
の
防
止
策
な
ど
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

　
交
通
事
故
よ
り
も
家
庭
内
に
お
け
る
死
亡
事
故
の
方

が
多
い
現
状
や
実
際
に
起
き
た
事
例
を
聞
い
た
約
20
人

の
参
加
者
は
、
自
ら
の
生
活
を
思
い
返
し
な
が
ら
、
身

近
な
事
故
へ
の
対
策
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま
し
た
。

住
ま
い
を
よ
り
安
全
に

▲�『家の中で危険が潜む可能性が高い場所』に熱心に耳を傾け
る参加者

1
� 16

 
登
別
市
民
憲
章
制
定
50
周
年
記
念 

平
成
30
年
度
環
境
講
演
会
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く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の
お
知
ら
せ

く
ら
し
と

住
ま
い

３月の粗大ごみ収集

収集の申し込み　㈲登和清掃（☎�０2００）
※土・日曜日、祝日を除く９時～17時。
※電話のかけ間違いに十分注意してください。
その他の問い合わせ　環境対策グループ
（クリンクルセンター内・☎�２９５８）

済
事
業
本
部

　
（
☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４
）

　
国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

９
期
）
、
介
護
保
険
料
（
普
通
徴
収

第
８
期
）
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険

料
（
普
通
徴
収
第
８
期
）
の
納
期
限

期
検
査
の
受
検
と
清
掃
の
実
施
が
法

律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
定
期
検
査
と
清
掃
は
浄
化
槽
の
正

常
な
機
能
を
維
持
す
る
と
と
も
に
、

異
常
や
故
障
な
ど
の
早
期
発
見
に
つ

な
が
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
け
ま
し

ょ
う
。

問�

い
合
わ
せ
　
環
境
対
策
Ｇ
（
ク
リ

ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
内
・
☎
�
２
９

５
８
）

　
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ

ス
テ
ム
）
を
用
い
た
情
報
伝
達
訓
練

に
伴
い
、
サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す
。

実
際
の
災
害
と
お
間
違
い
の
な
い
よ

う
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

日�

時
　
２
月
20
日
㈬
11
時
ご
ろ
、
27

日
㈬
14
時
ご
ろ

場
所
　
市
内
全
域

※�

気
象
な
ど
の
影
響
に
よ
り
、
中
止

と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
３
０
）

　
市
は
、
市
役
所
、
鷲
別
支
所
、
登

別
支
所
の
３
カ
所
で
、
専
用
の
タ
ブ

　
国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
付
し
た

全
額
が
所
得
税
・
市
町
村
民
税
の
社

会
保
険
料
控
除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
確
定
申
告
な
ど
で
社
会
保
険
料
控

除
の
適
用
を
受
け
る
に
は
、
領
収
書

ま
た
は
日
本
年
金
機
構
が
発
行
す
る

『
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

控
除
証
明
書
』
の
添
付
が
必
要
で
す
。

○�

社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）

レ
ッ
ト
端
末
を
利
用
し
た
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
の
申
請
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。
２
月
よ
り
、
登
別
温
泉
支

所
に
お
い
て
も
、
申
請
支
援
を
行
い

ま
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
を
し
て
い
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
市
民
サ
ー
ビ
ス
グ

ル
ー
プ
（
☎
�
１
８
５
５
）
、
鷲

別
支
所
（
☎
�
６
１
１
１
）
、
登

別
支
所
（
☎
�
１
１
３
１
）
、
登

別
温
泉
支
所
（
☎
�
２
０
６
８
）

　
浄
化
槽
管
理
者
は
、
浄
化
槽
の
定

控
除
証
明
書
の
送
付
時
期

・�

平
成
30
年
１
月
１
日
か
ら
平
成
30

年
10
月
１
日
ま
で
に
国
民
年
金
保

険
料
を
納
付
し
た
方
…
平
成
30
年

11
月
上
旬
に
日
本
年
金
機
構
か
ら

発
送
済
み

・�

平
成
30
年
10
月
２
日
か
ら
平
成
30

年
12
月
31
日
ま
で
に
初
め
て
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
し
た
方
…
平

成
31
年
２
月
上
旬
に
日
本
年
金
機

構
か
ら
発
送

※�

11
月
に
送
付
さ
れ
た
場
合
は
、
翌

年
２
月
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん
。

○�

平
成
30
年
に
国
民
年
金
保
険
料
を

２
年
前
納
し
た
方
の
社
会
保
険
料

（
国
民
年
金
保
険
料
）
控
除
に
つ

い
て

　
２
年
前
納
に
よ
り
納
め
た
国
民
年

金
保
険
料
を
所
得
よ
り
控
除
す
る
場

合
、
次
の
方
法
の
い
ず
れ
か
を
選
択

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
全
額
を
納
め
た
年
に
控
除

・�

各
年
分
の
保
険
料
に
相
当
す
る
額

を
各
年
に
控
除

※
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
室
蘭
年
金
事
務
所

�

（
☎
�
７
１
０
４
）

変
更
前
　

・
協
業
組
合
ユ
ニ
オ
ン
建
設

変
更
後
　

・
㈱
ユ
ニ
オ
ン
建
設

問
い
合
わ
せ
　
水
道
Ｇ

�

（
☎
�
５
５
１
０
）

は
２
月
28
日
㈭
で
す
。

　
納
付
に
は
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問�

い
合
わ
せ
　
国
民
健
康
保
険
Ｇ

（
☎
�
１
７
７
１
）
、
高
齢
・
介

護
Ｇ
（
☎
�
５
７
２
０
）
、
年
金
・

長
寿
医
療
Ｇ
（
☎
�
２
１
３
７
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

防
災
行
政
無
線
の

サ
イ
レ
ン
を
吹
鳴
し
ま
す

登
別
温
泉
支
所
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
支
援
を
行
い
ま
す

国
民
年
金
保
険
料

控
除
証
明
書
に
つ
い
て

浄
化
槽
の
法
定
検
査
と

清
掃
は
必
ず
行
い
ま
し
ょ
う

指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

社
名
変
更
の
お
知
ら
せ

地　区 収集期間 申込期間

幌別町 ３月４日㈪～
３月９日㈯　

２月18日㈪～
３月１日㈮　

中央町 ３月11日㈪～
３月16日㈯　

２月25日㈪～
３月８日㈮　

千歳町 ３月18日㈪～
３月23日㈯　

３月４日㈪～
３月15日㈮　

※�粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚１６０円）』
を貼って出してください（１回につき５品まで）。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



講
座
や

展
示
会
な
ど

写真で語る昔の

　
新
築
や
改
築

を
し
た
方
、
表

示
板
を
紛
失
・

破
損
し
た
方
に
、

家
屋
な
ど
の
所

在
を
分
か
り
や

す
く
す
る
家
屋

表
示
板
を
無
償

で
配
布
し
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
都

市
政
策
Ｇ
（
☎
�
３
２
３
０
）

済
事
業
本
部

　
（
☎
03

－

６
９
０
７

－

１
２
３
４
）

　
中ち

ゅ
う

皮ひ

腫し
ゅ

や
肺
が
ん
な
ど
を
発
症
し
、

労
働
者
と
し
て
石
綿
ば
く
露
作
業
に

従
事
し
て
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
る

と
認
め
ら
れ
た
場
合
に
は
、
各
種
の

労
災
保
険
給
付
や
特
別
遺
族
給
付
金

が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
石
綿
に
よ
る
疾
病
は
、
石
綿
を
吸

っ
て
か
ら
非
常
に
長
い
年
月
を
経
て

発
症
す
る
こ
と
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　
中
皮
腫
な
ど
で
亡
く
な
っ
た
方
が
、

過
去
に
石
綿
ば
く
露
作
業
に
従
事
し

　
中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
は
、

中
小
企
業
の
た
め
の
国
の
退
職
金
制

度
で
す
。

　
掛
け
金
の
一
部
に
対
し
て
、
国
か

ら
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
、

掛
け
金
は
全
額
非
課
税
で
、
手
数
料

も
掛
か
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
や

事
業
主
の
家
族
従
業
員
の
方
も
加
入

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
従
業
員
の
福
祉
の
増
進
を
図
る
た

め
、
同
制
度
を
利
用
し
ま
せ
ん
か
。

※�

詳
し
く
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（ht�

tp://chutaik�
yo.taisyokuki�
n.go.jp/

）
を

ご
覧
く
だ
さ
い

問
い
合
わ
せ
　
中
小
企
業
退
職
金
共

て
い
た
場
合
に
は
、
支
給
対
象
と
な

る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
北
海
道
労
働
局
労
働

基
準
部
労
災
補
償
課

�

（
☎
011

－

709

－

２
３
１
１
）

家
屋
表
示
板
を
配
布
し
ま
す

石せ
き

綿め
ん

に
よ
る
疾し

っ

病ぺ
い

の

補
償
・
救
済

事
業
者
の
皆
さ
ん
へ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度
を

ご
存
じ
で
す
か

第19回『幌別鉱山水力発電所完成』

▲�昭和初期に新たに建設された水力発
電所と煙を上げながら走る蒸気機関
車（塚

つか

田
だ

登
のぼる

さん撮影）

　
鉱
山
町
に
水
力
発
電
所
が
完
成
し
た
の
は
、

明
治
41
年
２
月
１
日
。

　
こ
の
日
か
ら
、
発
電
さ
れ
た
電
気
は
、
精
錬

場
を
は
じ
め
と
す
る
鉱
山
の
各
施
設
の
ほ
か
、

従
業
員
の
合
宿
所
に
送
電
さ
れ
、
鉱
山
町
に
初

め
て
電
灯
が
と
も
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
ま
で
ラ
ン
プ
で
の
生
活
に
慣

れ
て
き
た
人
々
に
と
っ
て
電
灯
の
明

る
さ
は
、
大
き
な
驚
き
を
伴
い
、
幌

別
鉱
山
の
所
長
代
理
を
務
め
た
金か

な

井い

抱ほ
う

二じ

さ
ん
は
日
記
に
「
電
気
灯
の
明

る
さ
は
生
ま
れ
て
こ
の
方
は
じ
め
て
」

（
意
訳
）
と
記
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
後
、
幌
別
鉱
山
は
発
展
し
続

け
、
当
初
の
発
電
所
で
は
発
電
能
力

が
足
り
な
く
な
り
、
昭
和
初
期
に
新

た
な
水
力
発
電
所
が
建
設
さ
れ
ま
す
。

蒸
気
機
関
車
が
走
り
抜
け
る
線
路
近

く
に
建
設
さ
れ
た
新
た
な
水
力
発
電

所
は
、
昭
和
47
年
ま
で
、
幌
別
鉱
山

の
生
活
を
支
え
続
け
ま
し
た
。

－明治41年２月１日－

▶問い合わせ　市史編さんＧ（☎㊿６０３９）

日�

時
　
２
月
14
日
㈭
13
時
30
分
～
16

時
30
分

場
所
　
職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー

内�

容
　
自
分
に
合
っ
た
仕
事
の
検
索

方
法
、
個
人
面
談
な
ど

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�
し
込
み
　
２
月
８
日
㈮
ま
で
に
登

別
職
業
訓
練
協
会
（
☎
�
１
４
５

０
）

若
年
者
等
就
職
セ
ミ
ナ
ー
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立候補予定者説明会を開催します
第19回統一地方選挙

▶問い合わせ
　�選挙管理委員会事務
局（☎�９１４３）

◎立候補予定者説明会
選 挙 名 北海道議会議員選挙及び登別市議会議員選挙
日 時 ２月27日㈬13時30分～
場 所 市民会館２階中ホール
説 明 事 項 届出の注意事項、公費負担についてなど

出席者範囲 立候補予定者またはその代理の方、事務責任
者、出納責任者となる予定の方など３人以内

◎選挙の日程
選 挙 名 北海道議会議員選挙 登別市議会議員選挙
告 示 日 ３月29日㈮ ４月14日㈰

立 候 補 届
受 け 付 け
日時・場所

３月29日㈮
８時30分～10時・市役
所２階第２委員会室
10時～17時・選挙管理
委員会事務局

４月14日㈰
８時30分～10時・鉄南
ふれあいセンター３階
ホール
10時～17時・選挙管理
委員会事務局

選 挙 期 日 ４月７日㈰ ４月21日㈰

　４月に行われる北海道議
会議員選挙（登別市選挙区）
と登別市議会議員選挙に立
候補を予定している方を対
象に、立候補予定者説明会
を開催します。
　説明会では立候補の届け
出に必要な用紙などを交付
しますので、立候補を予定
している方や関係者は必ず
ご出席ください。

　
子
育
て
中
の
女
性
や
高
齢
者
の
就

職
を
応
援
す
る
た
め
、
市
と
株
式
会

社
セ
ブ
ン

－

イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ
パ
ン

日�

時
　
３
月
27
日
㈬
８
時
40
分
～
16

時
30
分

場
所
　
同
大
学

対�

象
　
登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市

内
、
西
胆
振
地
方
に
お
勤
め
の
方

内�

容
　
『
自
由
研
削
用
と
い
し
』
な

ど
の
取
付
方
法
や
試
運
転
の
方
法

な
ど
に
関
す
る
講
習
・
実
技

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

日
時
　
２
月
15
日
㈮
14
時
～
17
時

場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

対
象
　
55
歳
以
上
の
方

内�

容
　
高
齢
者
の
就
職
を
支
え
る
ア

ク
テ
ィ
ブ
シ
ニ
ア
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
紹
介
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
、

ア
ク
テ
ィ
ブ
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

室
蘭
（
☎
080

－

２
８
６
７

－

２
５

２
７
）

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
12
日
㈫
ま
で
に
商

工
労
政
Ｇ
（
☎
�
２
１
７
１
）

が
共
同
で
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
の
仕
事
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日�

時
　
２
月
15
日
㈮
10
時
～
11
時
30

分
場
所
　
鷲
別
公
民
館

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
子
育
て
中

の
女
性
ま
た
は
60
歳
以
上
の
方

日�

時
　
３
月
28
日
㈭
８
時
40
分
～
18

時
40
分

場
所
　
同
大
学

対�

象
　
登
別
市
・
室
蘭
市
・
伊
達
市

内
、
西
胆
振
地
方
に
お
勤
め
の
方

内�

容
　
低
圧
の
電
気
設
備
や
低
圧
用

の
安
全
作
業
用
具
な
ど
に
関
す
る

講
習
・
実
技

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

受�

講
料
　
２
千
円
（
教
材
費
な
ど
を

含
む
）

申�

込
期
間
　
２
月
25
日
㈪
～
３
月
15

日
㈮

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課

広
報
地
域
連
携
係

�

（
☎
�
５
０
１
６
）

受�

講
料
　
２
千
円
（
教
材
費
な
ど
を

含
む
）

申�

込
期
間
　
２
月
25
日
㈪
～
３
月
15

日
㈮

※�

申
込
方
法
な
ど
、
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
同
大
学
総
務
広
報
課
　

広
報
地
域
連
携
係

�

（
☎
�
５
０
１
６
）

子
育
て
マ
マ
・
シ
ニ
ア
向
け

お
仕
事
説
明
会

安
全
講
習
会
『
自
由
研
削
と
い

し
の
取
替
え
等
業
務
特
別
教
育
』

～
室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座
～

い
つ
ま
で
も
働
き
続
け
た
い
方
を

応
援
し
ま
す
『
ア
ク
テ
ィ
ブ
シ

ニ
ア
マ
ッ
チ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
』

安
全
講
習
会
『
低
圧
電
気
取
扱

業
務
特
別
教
育
』

～
室
蘭
工
業
大
学
公
開
講
座
～
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



募
集
や

試
験
な
ど

体�

育
館
開
放
施
設
　
鷲
別
小
学
校
、

若
草
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
青

葉
小
学
校
、
幌
別
西
小
学
校
、
幌

別
小
学
校
、
幌
別
東
小
学
校
、
登

別
小
学
校
、
登
別
中
学
校
、
カ
ン

ト
・
レ
ラ

開�

放
日
時
　
４
月
１
日
㈪
～
２
０
２

０
年
２
月
28
日
㈮
18
時
～
21
時

※�

土
・
日
曜
日
、
祝
日
、
年
末
年
始
、

学
校
行
事
な
ど
で
使
用
す
る
日
を

除
く
。

※�

鷲
別
小
学
校
、
富
岸
小
学
校
、
登

別
中
学
校
は
、
18
時
30
分
か
ら
21

時
ま
で
。

※�

カ
ン
ト
・
レ
ラ
は
、
11
月
29
日
㈮

ま
で
。

対
象
　
次
の
３
点
を
満
た
す
団
体

定
員
　
150
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
20
日
㈬
ま
で
に
商

工
労
政
グ
ル
ー
プ
に
電
話
ま
た
は

フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
☎
�
２

１
７
１
、
思
�
５
３
０
２
、
Ｅ
メ

ー
ル
：shoko@

city.noboribets�
u.lg.jp

）

・�

市
内
に
居
住
ま
た
は
勤
務
を
し
て

い
る
10
人
以
上
の
方
で
構
成
さ
れ

る
団
体
で
あ
る
こ
と

・�

団
体
の
構
成
員
の
中
か
ら
責
任
者

と
代
理
責
任
者
を
１
人
ず
つ
明
確

に
す
る
こ
と

・�

興
行
や
営
利
を
目
的
と
し
た
活
動

で
利
用
し
な
い
こ
と

利�

用
料
　
１
回
に
つ
き
500
円
（
青
少

年
団
体
は
250
円
）

※�

青
少
年
団
体
と
は
、
青
少
年
の
健

全
育
成
を
目
的
と
し
た
お
お
む
ね

３
分
の
２
以
上
が
15
歳
以
下
で
構

成
さ
れ
る
団
体
。

申�

し
込
み
　
２
月
８
日
㈮
ま
で
に
社

会
教
育
グ
ル
ー
プ
、
各
青
少
年
会

館
、
総
合
体
育
館
に
備
え
付
け
ま

た
は
市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲

載
し
て
い
る
申
請
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
社
会
教
育
Ｇ
へ
持

参
ま
た
は
郵
送
、
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ

メ
ー
ル
（
〒
059

－

０
０
１
４
富
士

町
７
丁
目
33
、
思
�
９
７
４
４
、

Ｅ
メ
ー
ル
：syakyou@

city.no�
boribetsu.lg.jp

）

※�

申
し
込
ん
だ
団
体
の
代
表
者
は
、

３
月
１
日
㈮
に
18
時
30
分
か
ら
市

民
会
館
中
ホ
ー
ル
で
行
う
『
利
用

調
整
会
議
』
に
出
席
し
て
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ

�

（
☎
�
１
１
２
９
）

市
内
の
小
・
中
学
校
な
ど
の

体
育
館
を
夜
間
開
放
し
ま
す

～市立図書館～
市民活動サポーターの説明会を開催します

　市は、４月１日㈪に、水道料金の値上
げ（平均改定率19.49㌫）を行います。
　そこで、2018年12月号から2019年３月
号まで、水道料金の改定について、Ｑ＆

アンド

Ａで分かりやすくお伝えしていきます。

　水道事業は、地方公営企業法に基づき、市が経営する独立し
た企業として、市民税などの税金ではなく、利用者の皆さんの
料金で経費を賄わなければなりません。
　そのため、今回、資金不足に対処するため、料金を引き上げ
ますが、市は、水道事業を安定的に運営していくため、引き続
き、支出の削減や未収金の解消など、経営健全化に努めていき
ます。

　市は、2017（平成29）年12月に今後12年間の水道事
業の収支がどのようになっていくかを「水道事業経営
戦略」としてまとめました。
　結果、2020（平成32）年度には資金不足が生じ、
2029（平成41）年度までの累積不足額が13億円になる
見込みとなったため、水道料金の改定が必要となりま
した。

資金不足は市の税金で何とかできないのかしら

水道料金の改定はなぜ必要なんだろう

　市立図書館を舞台に活動する『市民活動サポー
ター』の募集を行うに当たり、説明会を開催します。
　図書館での市民活動に興味のある方は、ぜひご参
加ください。

▶日時　２月16日㈯①10時～、②14時～、③17時～
※時間はそれぞれ１時間程度。
▶問い合わせ　市立図書館（☎�４３２４）

日�

時
　
２
月
21
日
㈭
13
時
～
16
時
50

分
場�

所
　
市
民
会
館

内�

容
　
『
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
地
域

経
済
』
を
テ
ー
マ
と
し
た
講
演
な

ど
※�

講
演
会
終
了
後
に
は
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
関
す
る
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。

北
海
道
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
経
済

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
＠
登
別

～
西
い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
事
業
～

▶問い合わせ　　　　
水道グループ
（☎�５５０１）

教 え て

●水●道●料●金金

　市公式ウェブサイトでは、
料金の改定が必要となった
経緯や改定後の水道料金早
見表などを掲
載しています
ので、併せて
ご覧ください。
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問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
消
防
本
部
総
務
Ｇ

�

（
☎
�
９
６
１
１
）

験
研
究
セ
ン

タ
ー
の
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

◎
自
衛
官
候
補
生
　

対
象
　
18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
方

試�

験
日
　
２
月
23
日
㈯
ま
た
は
24
日

㈰
の
い
ず
れ
か
一
日

申
込
期
限
　
２
月
15
日
㈮
ま
で

◎
予
備
自
衛
官
補
　

対
象
　

・
一
般
…
18
歳
以
上
34
歳
未
満
の
方

・�

技
能
…
国
家
免
許
資
格
な
ど
を
有

す
る
18
歳
以
上
の
方
（
資
格
に
よ

り
、
年
齢
の
上
限
が
あ
り
ま
す
）

試�

験
日
　
４
月
20
日
㈯
ま
た
は
21
日

㈰
の
い
ず
れ
か
一
日

申
込
期
限
　
４
月
12
日
㈮
ま
で

問�

い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
札
幌
地
方
協

力
本
部
室
蘭
地
域
事
務
所

�

（
☎
�
９
５
３
３
）

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
20
歳
以
上

の
方
で
、
男
女
共
同
参
画
に
関
心

の
あ
る
方

任�

期
　
４
月
１
日
～
２
０
２
１
年
３

月
31
日
（
２
年
間
）

活�

動
内
容
　
男
女
共
同
参
画
社
会
づ

く
り
の
た
め
の
提
案
や
事
業
計
画

対�

象
　
市
内
に
居
住
す
る
方
で
、
行

政
改
革
に
関
心
の
あ
る
方

任�

期
　
４
月
１
日
～
２
０
２
１
年
３

月
31
日
（
２
年
間
）

活�

動
内
容
　
行
財
政
改
革
の
計
画
・

推
進
な
ど
に
関
す
る
事
項
の
調
査

や
審
議

の
策
定
な
ど

※�

年
６
回
程
度
、
開
催
す
る
会
議
に

出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

募
集
人
数
　
７
人

選
考
方
法
　
書
類
選
考

申�

し
込
み
　
２
月
25
日
㈪
ま
で
に
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
や
各
支

所
に
備
え
付
け
ま
た
は
市
公
式
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
（http://www.cit�

y.noboribetsu.lg.jp/article/20�
18122500016/

）

に
掲
載
し
て
い

る
申
込
書
に
必

要
事
項
を
記
入

の
上
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
グ
ル
ー
プ
ま
で
持
参
ま

た
は
郵
送
、
Ｅ
メ
ー
ル
（
〒
059

－

８
７
０
１
中
央
町
６
丁
目
11
、
☎

�
２
１
３
９
、
Ｅ
メ
ー
ル
：sim

i�
n_danjyo@

city.noboribetsu.
lg.jp

）

月
日
　
３
月
10
日
㈰

場
所
　
札
幌
市

内
容
　
乙
種
（
第
４
類
）
、
丙
種

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・�

書
面
申
請
…
２
月
１
日
㈮
～
８
日

㈮
・�

電
子
申
請
…
１
月
29
日
㈫
～
２
月

５
日
㈫

て
い
る
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
の
上
、
人
事
・
行
政
管
理
グ

ル
ー
プ
ま
で
持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
（
〒
059

－

８
７
０
１
中

央
町
６
丁
目
11
、
☎
�
１
１
３
２
、

Ｅ
メ
ー
ル
：gyoukan@

city.no�
boribetsu.lg.jp

）

//w
w
w
.city.

noboribetsu.l�
g.jp/article/2�
01901170004�
3/

）
に
掲
載
し

募
集
人
数
　
４
人
以
内

選
考
方
法
　
書
類
選
考

※�

必
要
に
応
じ
て
、
面
接
を
実
施
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

申�

し
込
み
　
２
月
８
日
㈮
か
ら
３
月

８
日
㈮
ま
で
に
、
人
事
・
行
政
管

理
グ
ル
ー
プ
に
備
え
付
け
ま
た
は

市
公
式
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（http:�

月
日
　
３
月
10
日
㈰

場
所
　
札
幌
市

内
容
　
乙
種
（
第
４
・
６
・
７
類
）

受
験
願
書
受
付
期
間
　

・�

書
面
申
請
…
２
月
１
日
㈮
～
８
日

㈮
・�

電
子
申
請
…
１
月
29
日
㈫
～
２
月

５
日
㈫

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
試

※�

願
書
は
、
消
防
本
部
や
消
防
署
、

各
消
防
支
署
に
備
え
付
け
て
い
ま

す
。

※�

電
子
申
請
に
つ
い
て
は
、
消
防
試

自
衛
官
候
補
生
な
ど
の
募
集

登
別
市
男
女
共
同
参
画
社
会

づ
く
り
推
進
会
議
の
委
員
を

募
集
し
ま
す

登
別
市
行
政
改
革
推
進
委
員
会

委
員
を
募
集
し
ま
す

平
成
30
年
度
第
９
回

危
険
物
取
扱
者
試
験

平
成
30
年
度
第
５
回

消
防
設
備
士
試
験
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



3
15㈮まで

所得税・復興特別所得税の確定申告、
市・道民税の申告を忘れずに

◎登別市受付【確定申告、市・道民税申告】
場　所 日　時 受付時間

市役所３階
第１会議室

１月22日㈫～３月15日㈮
（土・日曜日、祝日を除く）

９時～11時30分
13時～16時30分

（２月17日㈰・24日㈰は15時30分まで）

市役所１階
６番窓口 ２月17日㈰・２月24日㈰

鷲別公民館 ２月18日㈪～20日㈬
婦人センター ２月25日㈪・26日㈫

登別温泉ふれあいセンター ３月１日㈮
※事業所得などの確定申告は受け付けしません。室蘭税務署で、申告をお願いします。

◎室蘭税務署受付【確定申告のみ】
場　所 日　時 受付時間

室蘭税務署
室蘭地方合同庁舎２階

２月18日㈪～３月15日㈮
（土・日曜日を除く）

９時～16時
※�なお、会場の混雑状況により受付を
早めに締め切ることがあります。

申告に必要なもの

平成30年中に収入がなかった方も、市・道民税の申告をお願いします

国税庁ウェブサイトの『確定申告書等作成コーナー』をご利用ください
ご自身で確定申告書を作成される方へ

個人番号確認書類　
・個人番号通知カード
・�住民票の写しまたは住民票記載事項証明書
（マイナンバーの記載があるもの）

身元確認書類　
・運転免許証　・公的医療保険の被保険者証
・パスポート　・障害者手帳
・在留カード　　など

＋

▶問い合わせ　税務グループ（☎�１１５５）、室蘭税務署（☎�４１５１）

　印鑑（シャチハタ不可）、マイナンバーカード（個人番号カード）または個人番号確認書類と身元確
認書類、前年の収入金額を証明する書類（原本）、各保険料控除証明書類、障害者手帳、預貯金通帳
（還付金が発生する場合）など
※マイナンバーカードをお持ちでない方は、個人番号確認書類と身元確認書類が一つずつ必要です。

　公的年金などの収入金額が400万円以下で、その他の所得が20万円以下の方は、確定申告が不要とな
りますが、源泉徴収された税額の還付を受ける場合は確定申告をする必要があります。
　また、確定申告が不要な方であっても、市・道民税の算
定にあたり、扶養控除や社会保険料控除、医療費控除など
を受ける場合は、市・道民税の申告が必要です。
　なお、市・道民税の申告については、電話で申告するこ
とができる方もいます。国民健康保険や後期高齢者医療制
度の保険税（料）の算定、市が行っている医療助成に影響
が出る場合がありますので、忘れずに申告してください。

　『確定申告書等作成コーナー』では、画面案内に従って金額などを入力することで税額などが自動計
算され、確定申告書を作成できます。
　また、作成した申告書を印刷し、郵送などにより提出することもできますのでご利用ください。

※�控除対象配偶者や扶養親族、事業専従者がいる場合は、それぞれのマイナンバーが確認できるものも
持参してください。

電話で市・道民税の申告ができる方
・平成30年中の収入が無かった方
・�収入が遺族年金や障害年金、福祉年金
などの非課税年金のみの方

・�収入が雇用保険からの給付金や傷病手
当金のみの方
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相談困った！ときにはまず
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談
札幌弁護士会室蘭支部

３月16日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
定員：６人（申し込み順）

３月８日㈮までに
市民サービスＧ
（☎�２１３９）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

２月23日㈯
９時30分～12時

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人（申し込み順）

２月22日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎�３３６０）

市民相談 月～金曜日
９時～17時30分

市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力など

市民サービスＧ
（☎�２１３９）

消費生活相談
月～金曜日
９時～17時30分
※�登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センター（市
民サービスグループ内）
または登別消費者協会
（労働福祉センター内）

契約や解約に関するトラブル、
インターネットのトラブルな
ど

消費生活センター
（☎�３４９１）
登別消費者協会
（☎�８３０７）

人権相談所 月～金曜日
８時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒５１１１）

生活にお困りの方
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分

生活支援相談
室（社会福祉
グループ内）

仕事や生活などの困りごと 生活支援相談室
（☎�１９１１）

児童虐待について
の相談窓口

月～金曜日
９時～17時30分
※�児童相談所全国共通ダ
イヤルは随時。

子ども相談室
（子育てグル
ープ内）また
は室蘭児童相
談所（室蘭市
寿町）

虐待が疑われる子ども・家庭
の情報

子ども相談室
（☎�６６７７）
室蘭児童相談所
（☎�４１５２）
児童相談所全国共通
ダイヤル（☎189）

障がいのある方の
就労相談窓口

２月21日㈭
14時～17時

障がい福祉グ
ループ 障がいのある方の就労や雇用

２月14日㈭までに
障がい福祉Ｇ
（☎�３７３２）

キャリアサポート
のぼりべつ

（市委託事業）

水・金曜日
８時30分～17時 職業訓練セン

ター（青葉町）就職活動などで抱える不安や
悩みなど

登別職業訓練協会
（☎�１４５０）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談
（市支援事業）

月～金曜日
10時～16時（予約制）

連合登別事務所
（中央町６丁目
20－５） 無期転換ルールや賃金などの

労働条件、職場内のいじめ
（パワーハラスメント）など

事前に連合登別
（☎�３３３７）

２月27日㈬、３月15
日㈮
10時～16時（予約制）

鉄南ふれあい
センター（幌
別町）

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎�３３３７）

一日行政相談 ２月15日㈮
10時～12時

登別郵便局
（ＪＲ幌別駅西口前）

国や特殊法人、北海道、市の
業務への苦情や意見、要望

企画調整Ｇ
（☎�６５８６）

26 ２０１9．２月号 � 困った！ときにはまず相談



いきいき

すく
すく子

育
て
健 

康

子
育
て

す
く
す
く

日
時
　
２
月
16
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
お
父
さ
ん

内�

容
　
お
ひ
な
様
作
り
、
自
由
遊
び
、

手
遊
び
な
ど

持�

ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

日
時
　
２
月
27
日
㈬
10
時
～
12
時

場
所
　
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

日
時
・
場
所
　

◎�

２
月
７
日
㈭
…
幌
別
東
保
育
所
、

鷲
別
保
育
所

◎
２
月
12
日
㈫
…
登
別
保
育
所

◎�

２
月
14
日
㈭
…
富
士
保
育
所
、
栄

町
保
育
所

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
９
時
45
分
か
ら

11
時
ま
で
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内
容
　
雪
遊
び

日�

時
　
２
月
16
日
㈯
10
時
30
分
～
12

時
集�

合
場
所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟

２
階
（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
て
大

き
な
か
ま
く
ら
作
り

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
人
100
円

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
防
寒
靴
、
帽
子
、

持�

ち
物
　
上
靴
（
子
ど
も
と
保
護

者
）
、
帽
子
、
手
袋
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
お
ひ
な
様
作
り
、
自
由
遊
び
、

手
遊
び
な
ど

持�
ち
物
　
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）

な
ど

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
登
別
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
２
７
７
２
）

着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は

水
）
、
コ
ッ
プ
、
ス
プ
ー
ン
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日�

時
　
２
月
14
日
㈭
14
時
～
15
時
30

分
場
所
　
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
生
後
３
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
第
一
子
と
そ
の
保
護
者

内
容
　
手
作
り
お
も
ち
ゃ
の
製
作

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

※�
当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�
い
合
わ
せ
　
中
央
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
（
☎
�
３
７
１
５
）

お
父
さ
ん
と
遊
ぼ
う

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

お
ひ
な
様
を
作
り
ま
せ
ん
か

～
登
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

保
育
所
に
遊
び
に

来
ま
せ
ん
か

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

と
ん
こ
フ
レ
ン
ズ
パ
ー
ク
の
日

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

０
歳
児
は
い
は
い
コ
ー
ス

『
マ
マ
１
年
生
の
応
援
団
』

～
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

問い合わせ　健康推進グループ（しんた21内・☎�０１００）

診査・対象 日時 内　　容 持ち物 場所

４～５カ月児健康診査
（平成30年10月生まれ）

３月13日㈬
時間は個別通知

診察、身体計測、栄養相
談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成30年５月生まれ）

３月20日㈬
時間は個別通知

身体計測、栄養相談、育
児相談、遊びの紹介

１歳６カ月児健康診査
（平成29年８月生まれ）

３月27日㈬
時間は個別通知

診察、歯科検診、身体計
測、栄養相談、歯科相談、
育児相談、フッ素塗布
（希望者800円）

母子健康手帳３歳児健康診査
（平成28年２月生まれ）

３月７日㈭
時間は個別通知

診察、歯科検診、尿検査、
身体計測、栄養相談、歯
科相談、育児相談

すくすく☆親子相談
（事前の申し込みが必要です）

３月28日㈭
９時40分～10時30分

発育・発達・育児・栄養
などの相談

乳幼児健康診査� 健康相談
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日
時
　
２
月
８
日
㈮
10
時
～
12
時

集
合
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
つ
る
つ
る
リ
ン
ク
や
そ
り
滑

り
が
で
き
る
場
所
で
雪
遊
び

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
防
寒
靴
、
手
袋
、

飲
み
物
（
お
茶
ま
た
は
水
）
、
昼

食
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
７
日
㈭
ま
で
に
特

日
時
　
２
月
15
日
㈮
10
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�
象
　
子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
支

援
を
し
て
い
る
方

内�
容
　
食
事
や
発
音
に
関
す
る
器
官

の
動
き
や
働
き
に
つ
い
て
の
講
座

講�

師
　
太
陽
の
園そ

の

・
発
達
医
療
セ
ン

タ
ー
言
語
聴
覚
士
　
辻つ

じ

本も
と

舞ま
い

さ
ん

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
２
月
19
日
㈫
11
時
～
12
時

場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

定
員
　
15
組
（
申
し
込
み
順
）

※�

託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
申
し
込

み
時
に
申
し
出
く
だ
さ
い
。

申�

し
込
み
　
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－
０
８
６
５
）

日�

時
　
２
月
21
日
㈭
10
時
30
分
～
12

時
場�

所
　
亀
田
記
念
公
園
管
理
棟
２
階

（
か
め
だ
わ
ん
パ
ー
ク
）

対�

象
　
初
め
て
の
出
産
を
迎
え
ら
れ

る
方

内�

容
　
妊
婦
同
士
の
交
流
や
先
輩
マ

マ
と
の
情
報
交
換

定
員
　
10
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
19
日
㈫
ま
で
に
特

定
非
営
利
活
動
法
人
登
別
自
然
活

動
支
援
組
織
モ
モ
ン
ガ
く
ら
ぶ

（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

内
容
　
雪
遊
び
や
そ
り
滑
り

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
防
寒
靴
、
着
替

え
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

日
時
　
３
月
４
日
㈪
10
時
～
15
時

※�

12
時
か
ら
13
時
ま
で
は
昼
食
を
と

日
時
　
２
月
26
日
㈫

◎
０
歳
児
・
１
歳
児
…
10
時
～

◎
２
歳
児
以
上
…
11
時
～

場
所
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど

も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
管
理
栄
養
士
と
の
食
育
に
関

す
る
話

持�

ち
物
　
着
替
え
、
飲
み
物
（
お
茶

ま
た
は
水
）
な
ど

申�

込
期
間
　
２
月
12
日
㈫
か
ら
19
日

㈫
ま
で
の
13
時
～
17
時

※
当
日
の
参
加
も
可
能
で
す
。

申�

し
込
み
　
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
（
☎
�
１
２
３
５
）

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

場
所
　
若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
室
内
で
の
自
由
遊
び
、
工
作
、

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問�

い
合
わ
せ
　
特
定
非
営
利
活
動
法

人
登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ

ン
ガ
く
ら
ぶ

　
（
☎
080

－

１
８
９
０

－

０
８
６
５
）

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

雪
遊
び

イ
ンin

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

お
楽
し
み
会

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

食
育
フ
リ
ー
ト
ー
ク
を

開
催
し
ま
す

～
鷲
別
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
～

日時 診療所・住所・電話番号

２月３日㈰
９時～11時

高砂公園歯科� （☎㊸２１１８）
室蘭市高砂町２丁目１－21
共立歯科クリニック
� （☎�２２２２）
登別市緑町２丁目32－６

２月10日㈰
９時～11時

ちりべつファミリー歯科医院
� （☎㊶４１４１）
室蘭市知利別町３丁目５－７
サン・フィッシュ・デンタル・クリニック
� （☎０１４２㉓１８３０）
伊達市舟岡町362－18

２月11日㈪
９時～11時

J.F
フ ク ダ

UKUDA�D
デ ン タ ル

ENTAL�C
ク リ ニ ッ ク

LINIC
� （☎㊶７７５５）
室蘭市中島町１丁目31－10

２月17日㈰
９時～11時

グリーン・デンタル・クリニック
� （☎㊶３１１８）
室蘭市八丁平１丁目49－23

２月24日㈰
９時～11時

ありじ歯科クリニック
� （☎�５０４１）
室蘭市宮の森町４丁目22－39

３月３日㈰
９時～11時

飯渕歯科医院� （☎㊺５８３４）
室蘭市中島町３丁目27－10
高橋歯科医院� （☎�２２５０）
登別市若草町３丁目14－10

１フ
ァ
ー
ス
トst

Ｂバ

ー

ス

Ｉ
Ｒ
Ｔ
Ｈ

～
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
～

２～３月の歯科救急医療

問い合わせ　室蘭歯科医師会（☎㊸３５２２）

28 ２０１9．２月号 � すくすく子育て　いきいき健康

『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



健

　康

い
き
い
き

日�

時
　
２
月
22
日
㈮
10
時
～
13
時
30
　

分
場
所
　
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

※�

バ
ス
の
乗
り
場
な
ど
に
つ
い
て
は
、

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

対�

象
　
小
学
校
入
学
前
の
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者

内�

容
　
そ
り
遊
び
、
昼
食
会
、
お
も

ち
ゃ
遊
び
な
ど

持
ち
物
　
昼
食
な
ど

申�

し
込
み
　
２
月
19
日
㈫
ま
で
に
同

サ
ロ
ン
事
務
局
・
稲い

な

葉ば

さ
ん

　
（
☎
090

－

２
８
１
３

－

８
７
１
１
）

日
時
　
２
月
22
日
㈮
10
時
～
11
時

場
所
　
し
ん
た
21

対�

象
　
生
後
７
カ
月
か
ら
８
カ
月
ま

で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

内�

容
　
離
乳
食
の
話
、
離
乳
食
の
試

食
（
保
護
者
の
み
）
、
遊
び
の
紹

介
な
ど

参
加
料
　
200
円

持�

ち
物
　
筆
記
用
具
、
母
子
健
康
手

帳

日�

時
　
３
月
２
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
し
ん
た
21

対�
象
　
妊
娠
さ
れ
て
い
る
方
と
そ
の

家
族

内�
容
　
沐も

く

浴よ
く

・
抱
っ
こ
・
オ
ム
ツ
交

換
の
体
験
実
習
、
妊
婦
体
験
、
交

流
な
ど

定
員
　
20
組
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
22
日
㈮
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

申�

し
込
み
　
２
月
20
日
㈬
ま
で
に
健

康
推
進
Ｇ

　
（
し
ん
た
21
内
・
☎
�
０
１
０
０
）

日�

時
　
３
月
14
日
㈭
11
時
～
12
時
30

分
場
所
　
市
民
会
館
視
聴
覚
室

対�

象
　
登
別
市
国
民
健
康
保
険
加
入

者
と
そ
の
家
族
・
友
人

日�

時
　
２
月
20
日
㈬
10
時
30
分
～
11

日�

時
　
２
月
９
日
㈯
13
時
～
15
時

（
12
時
30
分
開
場
）

場�

所
　
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
ホ
ー
ル

内�

容
　
三
愛
病
院
理
事
長
・
千ち

葉ば

泰や
す

二じ

さ
ん
に
よ
る
講
演
『
「
認
知
症

か
な
？
」
と
気
づ
く
合
図
に
つ
い

て
』
、
市
が
行
っ
て
い
る
認
知
症

支
援
の
紹
介
、
体
験
コ
ー
ナ
ー

『
臭
い
で
物
忘
れ
発
見
』
、
相
談

コ
ー
ナ
ー
な
ど

申
込
期
限
　
２
月
８
日
㈮

申�

し
込
み
　
登
別
市
認
知
症
初
期
集

中
支
援
チ
ー
ム
（
グ
リ
ー
ン
コ
ー

ト
三
愛
内
・
☎
�
５
０
７
０
）

内�

容
　
健
康
や
栄
養
に
関
す
る
話
と

ラ
ン
チ
会

※
参
加
は
無
料
で
す
。

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
28
日
㈭
ま
で
に
国

民
健
康
保
険
Ｇ
（
☎
�
１
７
７
１
）

日
時
　
２
月
21
日
㈭
14
時
～
15
時

場�

所
　
市
立
室
蘭
総
合
病
院
講
堂

（
室
蘭
市
山
手
町
３
丁
目
）

内�

容
　
糖
尿
病
専
門
医
師
・
宮み

や

崎ざ
き

義よ
し

則の
り

さ
ん
に
よ
る
『
糖
尿
病
に
つ
い

て
の
お
話
』
、
薬
剤
師
に
よ
る

『
糖
尿
病
薬
を
使
用
す
る
う
え
で

大
切
な
こ
と
の
お
話
』

※�

当
日
、
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ

さ
い
。

※�
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ
　
同
病
院
医
局
栄
養
科

�
（
☎
�
２
０
２
２
）

時
場�

所
　
Ｊ
Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
３
号
棟

２
階
集
団
栄
養
指
導
教
室

対�

象
　
登
別
市
・
白
老
町
に
在
住
の

方
内�

容
　
管
理
栄
養
士
に
よ
る
『
プ
リ

ン
体
の
入
っ
て
い
る
食
べ
物
に
つ

い
て
の
お
話
』

※�

詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

申
込
期
限
　
２
月
18
日
㈪
16
時

申�

し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　
同
病
院

栄
養
管
理
室
（
☎
�
３
２
３
５
）

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山
で

遊
び
ま
せ
ん
か

～
鷲
別
子
育
て
サ
ロ
ン
『
と
～
ま
す
』
～

も
ぐ
も
ぐ
食
育
ひ
ろ
ば
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

す
こ
や
か
マ
タ
ニ
テ
ィ
教
室
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

国
保
栄
養
教
室

『
野
菜
た
っ
ぷ
り
ラ
ン
チ
会
』

痛
風
に
関
す
る

健
康
教
室
を
開
催
し
ま
す

～
Ｊジ

ェ
イ
コ
ー

Ｃ
Ｈ
Ｏ
登
別
病
院
～

第
２
回

登
別
お
れ
ん
じ
ふ
ぉ
ー
ら
む

～
認
知
症
初
期
集
中
支
援
推
進
事
業
～

糖
尿
病
教
室
を

開
催
し
ま
す

～
市
立
室
蘭
総
合
病
院
～
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わ
く
わ
く

お
で
か
け
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
！

2
月
号

日
時
　
２
月
14
日
㈭
18
時

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
ど
な
た
で
も

内�

容
　
お
気
に
入
り
の
本
を
紹
介
し

合
う
書
評
合
戦

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
９
日
㈯
14
時
～
16
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
レ
コ
ー
ド
で
映
画
音
楽
や
ジ

ャ
ズ
を
楽
し
む

定
員
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円
（
飲
み
物
付
き
）

申�

し
込
み
　
２
月
７
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

場
所
　
し
ん
た
21
　

点
字
図
書
室

内
容
　
声
を
出
し
て
楽
し
い
朗
読

持
ち
物
　
筆
記
用
具
、
上
靴

申�

し
込
み
　
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
登

別
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

�

（
☎
�
２
０
８
０
）

日�

時
　
２
月
16
日
㈯
・
17
日
㈰
15
時

～
17
時

場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
夕
食
の
お
か
ず
１
品
と
酒
の

さ
か
な
作
り

定
員
　
各
日
６
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
１
千
500
円

持�

ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
持

ち
帰
り
容
器

申�

し
込
み
　
２
月
14
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
・
櫻さ

く
ら

井い

さ
ん

　
（
☎
090

－

６
２
６
３

－

１
７
３
３
）

日
時
　
２
月
13
日
㈬
10
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対
象
　
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

五い
が
ら
し

十
嵐
い
お
り
さ
ん
に
よ
る
読
み

聞
か
せ
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座

定
員
　
30
人
（
申
し
込
み
順
）

申�

し
込
み
　
２
月
６
日
㈬
ま
で
に
市

立
図
書
館
（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
23
日
㈯
13
時
30
分

場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
幼
児
以
上
（
幼
児
は
保
護
者

同
伴
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

日
時
　
２
月
23
日
㈯
15
時
～
17
時

場
所
　
市
立
図
書
館

内�

容
　
『
た
た
ら
吹
き
製
鉄
』
の
歴

史
、
室
蘭
と
登
別
に
お
け
る
製
鉄

の
歴
史

講�

師
　
室
蘭
登
別
た
た
ら
の
会
・
石い

し

崎ざ
き

勝か
つ

男お

さ
ん

定
員
　
50
人

日�
時
　
２
月
21
日
㈭
13
時
30
分
～
15

時
　
２
月
３
日
㈰
は
水
泳
大
会
の
た
め
、

10
時
か
ら
18
時
ま
で
休
館
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

�

（
☎
�
５
５
８
８
）

日
時
　
２
月
24
日
㈰
14
時
～
16
時

場
所
　
市
民
会
館
視
聴
覚
室

対�

象
　
幼
児
か
ら
小
学
生
ま
で
（
幼

児
は
保
護
者
同
伴
）

内�

容
　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
い
の
ち
を
守
る
技

術
の
体
験
）

定
員
　
30
人
程
度

問�

い
合
わ
せ
　
社
会
教
育
Ｇ
（
☎
�

１
１
２
９
）
、
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

北
海
道
連
盟
（
月
・
水
・
金
曜
日

の
み
・
☎
011

－

221

－

４
８
１
１
）

問
い
合
わ
せ
　
市
立
図
書
館

�

（
☎
�
４
３
２
４
）

ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
の
夕
べ

レ
コ
ー
ド
を
楽
し
む
会

男
の
料
理
教
室

わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

～
お
は
な
し
く
れ
よ
ん
～

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

～
お
は
な
し
ぽ
け
っ
と
～

郷
土
文
化
講
座
『
日
本
古
来

の
製
鉄
法
た
た
ら
を
学
ぶ
』

朗
読
講
習
会

～
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
～

市
民
プ
ー
ル
ら
く
あ

休
館
の
お
知
ら
せ

あ
つ
ま
れ
！
え
ほ
ん
の
世
界
へ

～
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
北
海
道
連
盟
～

市
内
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど

　２月は、12日㈫・22日㈮、
毎週月曜日が休館日です。

▶�問い合わせ　市立図書館
� （☎�４３２４）

市立図書館 休館情報

      1 2
 3 4 5 6 7 8 9
 10 11 12 13 14 15 16
 17 18 19 20 21 22 23
 24 25 26 27 28
 

２月の営業日カレンダー
休館日 イベント日

日 月 火 水 木 金 土

日�

時
　
２
月
９
日
㈯
13
時
30
分
～
15

時
場
所
　
市
立
図
書
館

対�

象
　
読
み
聞
か
せ
に
興
味
の
あ
る

方
内�

容
　
フ
リ
ー
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
・�

絵
本
の
読
み
聞
か
せ

実
践
講
座
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



日�

時
　
３
月
３
日
㈰
13
時
（
受
け
付

日�

時
　
２
月
23
日
㈯
10
時
～
11
時
30
　

分
場
所
　
と
も
か
な
（
桜
木
町
３
丁
目
）

内�

容
　
元
気
と
体
の
関
係
と
機
能
体

操
講�

師
　
特
定
非
営
利
活
動
法
人
リ
ン

パ
健
康
学
普
及
協
会
・
川か

わ

島し
ま

雅ま
さ

司し

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
500
円

申�

し
込
み
　
２
月
21
日
㈭
ま
で
に
と

も
か
な
（
☎
�
７
１
３
３
）

　
多
く
の
方
に
手
話
を
広
め
る
た
め
、

聴
覚
に
障
が
い
の
あ
る
方
と
な
い
方

が
交
流
す
る
イ
ベ
ン
ト
で
す
。
ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、
こ
の

機
会
に
手
話
に
触
れ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日�

時
　
２
月
24
日
㈰
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
市
民
会
館

内�

容
　
講
演
、
日
常
生
活
用
具
の
説

明
、
簡
単
な
手
話
講
座
、
手
話
ク

イ
ズ
、
手
話
コ
ー
ラ
ス
、
手
話
に

関
す
る
本
・
パ
ネ
ル
の
展
示
な
ど

日
時
　
２
月
23
日
㈯
10
時
～
12
時

場
所
　
郷
土
資
料
館

対
象
　
小
学
生
以
上

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
料
　
200
円

持�
ち
物
　
上
靴
、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
、
菓
子
持
ち
帰
り
用

容
器
、
ク
ッ
キ
ー
や
プ
リ
ン
の
型

（
お
持
ち
の
方
の
み
）

申�

し
込
み
　
２
月
１
日
㈮
か
ら
15
日

㈮
ま
で
に
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

展�

示
期
間
　
２
月
１
日
㈮
～
３
月
３

日
㈰

場
所
　
郷
土
資
料
館

内�

容
　
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
各
時

代
の
ひ
な
人
形
を
展
示

入�

館
料
　
190
円
（
中
学
生
以
下
は
60

円
）

問
い
合
わ
せ
　
郷
土
資
料
館

�

（
☎
�
１
３
３
９
）

問�

い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会
事
務

局
（
障
が
い
福
祉
Ｇ
内
・
☎
�
３

７
３
２
）

　
本
講
習
で
、
全
日
本
コ
ー
ヒ
ー
検

定
委
員
会
（
Ｊ
Ｃ
Ｑ
Ａ
）
よ
り
コ
ー

ヒ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
３
級
と
し

て
認
定
さ
れ
ま
す
。
講
習
後
、
コ
ー

ヒ
ー
と
ケ
ー
キ
を
楽
し
み
ま
す
。

※
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
。

日�

時
　
２
月
27
日
㈬
13
時
30
分
～
15

時
30
分

場
所
　
市
民
会
館

講�

師
　
美み

鈴す
ず

コ
ー
ヒ
ー
・
佐さ

藤と
う

昌ま
さ

輝て
る

さ
ん

定
員
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

受�

講
料
　
２
千
円
（
Ｊ
Ｃ
Ｑ
Ａ
認
定

料
１
千
500
円
を
含
む
）

持�

ち
物
　
コ
ー
ヒ
ー
カ
ッ
プ
、
筆
記

用
具

申�
し
込
み
　
２
月
１
日
㈮
か
ら
14
日

㈭
17
時
ま
で
に
登
別
市
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
財
団

�
（
☎
�
１
１
１
６
）

日�

時
　
２
月
11
日
㈪
10
時
～
15
時
30

分
場
所
　
室
蘭
市
市
民
会
館

内�

容
　
う
た
の
広
場
、
ス
テ
ー
ジ
合

唱
、
寄よ

席せ

、
作
品
展
な
ど

参�

加
料
　
一
般
１
千
円
、
学
生
500
円

（
中
学
生
以
下
は
無
料
）

問�

い
合
わ
せ
　
同
実
行
委
員
会
・
田た

中な
か

さ
ん
（
☎
�
４
６
４
３
）

け
は
12
時
30
分
～
）

場�

所
　
室
蘭
市
中
島
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン

タ
ー
（
室
蘭
市
中
島
本
町
１
丁
目

９

－

18
）

対�

象
　
小
学
４
年
生
以
上
（
小
・
中

学
生
は
保
護
者
同
伴
）

参�

加
料
　
500
円
（
高
校
生
以
下
は
無

料
）

持�

ち
物
　
防
寒
着
、
手
袋
、
上
靴

（
運
動
靴
）

問�

い
合
わ
せ
　
室
蘭
カ
ー
リ
ン
グ
協

会
・
野の

村む
ら

さ
ん

　
（
☎
090

－

９
０
８
３

－

５
８
２
３
）

カ
ー
リ
ン
グ
体
験
教
室

体
を
知
っ
て

健
康
を
考
え
る
講
座

第
３
回
ぬ
く
も
り
あ
る

手
話
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

郷
土
資
料
館
『
ら
く
が
ん
』

和
菓
子
作
り
体
験

郷
土
資
料
館
企
画
展

『
お
ひ
な
さ
ま
人
形
展
』

コ
ー
ヒ
ー
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

３
級
講
習
会

平
和
を
ね
が
う
文
化
の
つ
ど
い

『
ピ
ー
ス
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
』

団 員 募 集

登別バドミントンスポーツ少年団

Ｉ．Ｋ．Ｏ剛柔流美園空手クラブ

▶活動日　毎週土曜日13時30分～17時
▶場所　総合体育館、富岸青少年会館
▶対象　小学３～５年生
▶定員　10人程度
▶会費　月額1,000円（別途入団費など）
▶申込期限　２月28日㈭
▶申し込み　16時以降に小

こ

島
じま

さん�（☎090－5250－2007）

▶活動日・場所　
◎毎週火・木曜日18時～21時30分…美園児童館
◎毎週土曜日18時～21時…労働福祉センター
▶会費　月額3,000円（別途入会金2,000円）
▶問い合わせ　成

なり

田
た

さん（☎�８４７１）

市
外
の

イ
ベ
ン
ト
な
ど
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のぼりん文化講座

・申し込みは原則、開催日の３日前までです
・初めての方でも参加できます

初心者書道教室（成
な り

田
た

　成
せ い

峰
ほ う

講師）
日�時　２月20日㈬10時～12時
対象　18歳以上の方
内�容　楷書や行書を学びます
定�員　10人（申し込み順）
持�ち物　硯

すずり

、墨
ぼく

液
えき

、文
ぶん

鎮
ちん

、下
敷き、筆（大小）、半紙、
新聞紙

葉
は

画
が

教室（高
た か

野
の

　恵
け い

子
こ

講師）
日時　２月22日㈮10時～12時
対象　18歳以上の方
内�容　乾燥させた葉の形や色を生かして絵画を表
現します

定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）

生け花教室（講師　登別華道連盟）
日時　２月23日㈯10時～11時30分
対象　18歳以上の方
内容　桃の節句の花を生けます
定員　15人（申し込み順）
参加料　1,500円（花代）
持ち物　剣山、はさみ、花器またはどんぶり
申し込み　２月18日㈪までにのぼりん

陶芸教室（佐
さ

藤
と う

　彰
あきら

講師）
日�時　２月23日㈯９時30分～
12時30分

対象　18歳以上の方
内容　陶芸の基本を学びます
定員　20人（申し込み順）
参加料　1,000円（材料費）

申し込み・問い合わせ　☎�６８６６

市民活動センター『のぼりん』からのお知らせ
　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。

かっぽれ（櫻
さくら

川
が わ

　偲
し

有
ゆ う

講師）
日�時　２月25日㈪13時
30分～15時30分

対象　18歳以上の方
内�容　楽しく粋な曲に
合わせて踊る江戸芸
です

定�員　15人（申し込み
順）

持�ち物　動きやすい服
装、日本手ぬぐい

のぼりん展示コーナー
登別美術協会創立40周年記念　会員企画展
（登別美術協会主催）
　会員による絵画作品を展示します
展示期間　２月１日㈮13時～28日㈭15時
問い合わせ　桐

きり

さん（☎�５４９０）

イベント情報
市民活動交流フェスタ2019
（のぼりん主催）
日�時　２月17日㈰10時30
分～16時

場�所　市民会館中ホール
内�容　子ども体験ブース、
歌や踊りなどのステー
ジ、市民活動団体の作
品展示など

休館のお知らせ
　２月17日㈰は、市民活動フェスタ2019のた
め、休館します。
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『
申
し
込
み
』

　
　
　
　
　
　
　
中
の
『
Ｇ
』
は
『
グ
ル
ー
プ
』
の
略
で
す

『
問
い
合
わ
せ
』



はじめてのスノーハイク
　ネイチャースキーを使って、雪景色を楽しみな
がら全身運動しませんか。
日�時　２月６日㈬10時～
12時30分
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　700円
持�ち物　野外で活動でき
る服装、防寒具など
申し込み　２月５日㈫までにふぉれすと鉱山

雪山登山　～たまにはアウトドアライフ～
　スノーシューを履いて、鷲別岳の登山を楽しみ
ます。
日時　２月11日㈪10時～15時
対象　18歳以上の方
定員　10人（申し込み順）
参加料　1,000円
持�ち物　野外で活動できる服装、防寒具、リュッ
ク、昼食、飲み物など
申し込み　２月10日㈰までにふぉれすと鉱山

冬のハイキング
　冬の林道をゆっくりと歩きます。雪が積もった
らスノーシューを使って散策します。
日�時　２月16日㈯10時～12時
対�象　小学３年生以上
（小学生は保護者同伴）
定員　10人（申し込み順）
参加料　600円
持�ち物　野外で活動でき
る服装、防寒具、飲み
物など
申し込み　２月14日㈭までにふぉれすと鉱山

コーザン・ホワイトレース
　歩くスキーレースとマウンテンバイクレースを
行います。
日時　２月17日㈰10時～16時（受け付けは９時～）
対象　中学生以上
定�員　歩くスキーは30人、
マウンテンバイクは20人
（それぞれ申し込み順）

参�加料　歩 く ス キ ー は
1,200円、マウンテンバ
イクは500円（両方参加
する場合は1,500円）

持�ち物　野外で活動できる
服装、防寒具、飲み物、
昼食など

申し込み　２月14日㈭までにふぉれすと鉱山

里山づくりの日　～冬のフットパス探検の日～
　鉱山の歴史が感じられる散策路『フットパス』
を歩き、冬景色を楽しみます。
日時　２月23日㈯10時～12時
対象　どなたでも（小学生以下は保護者同伴）
参加料　200円
持ち物　野外で活動できる服装、防寒具など
申し込み　２月22日㈮までにふぉれすと鉱山

ひなまつりイベント
　ひな祭りをイメージできるような工作を楽しみ
ます。
日�時　３月３日㈰13時～
15時

対象　どなたでも
参加料　実費
持ち物　汚れてもいい服装、飲み物など
※当日、直接ふぉれすと鉱山にお越しください。

ふぉれすと鉱山に遊びに行こう
申し込み・問い合わせ　☎� ₂ ₅ ₆ ₉

　このほかにも、さまざまな催しがありますので、詳しくは問い合わせください。
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若いチカラが登別の未来を創る

申し込み・問い合わせ
登別消費者協会（☎�83０7）

火～金曜日（祝日を除く）10時～16時

こどものほん

今月の新着図書
市立図書館
☎�４３２４

※�市立図書館では、毎月購入している本の一覧を差
し上げています。ご利用ください。

ゆずります（無料に限ります）
●ひな飾り（七段飾り）●オルガン●ピアノ●電動草刈
機●ゴルフクラブフルセット●ゴルフシューズ（26㌢㍍）
●漬物石（12㌔㌘）●子ども用学習机（木製、椅子付き）
●本棚（スチール製）●姿見鏡（160㌢㍍×38㌢㍍）●
フロアライト（高さ160㌢㍍、３灯）●ＣＤコンポ

ゆずってください（無料に限ります）
●ラジオカセット●ＬＰレコードプレーヤー●三輪車●
アウトドア用椅子・ベンチ●ベビー用ハイローラック
（ゆりかご）●ベビー用歩行器●ベビー用風呂椅子●抱
っこひも●シュレッダー（Ａ４電動式）●洗濯機（５㌔
～７㌔用）●三味線（バチ付き）●新生児用チャイルド
シート●子ども（８歳）用自転車●大人用自転車●スト
ーブガード（大）●室内用サイクルマシン●油圧式ジャ
ッキ●クロスレンチ●電子ピアノ●固定電話機

牧子、還暦過ぎてチューボーに入る
内
うち

館
だて

　牧
まき

子
こ

�著
　著者が二週間意識不明で生死の境
をさまよった経験から気付かされた
「食」の重要さ。料理嫌いを公言し
ていた著者が、おうちごはんを作る
までに至った経緯をつづる。料理研
究家・鈴

すず

木
き

登
と

紀
き

子
こ

との対談も収録。
◇草

そ う

々
そ う

不
ふ

一
い つ

� 朝
あさ

井
い

まかて�著
◇熱帯� 森

もり

見
み

登
と

美
み

彦
ひこ

�著
◇バナナの丸かじり� 東

し ょ う じ

海林さだお�著

100年
ねん

たったら

　ずっと昔
むかし

、広
ひろ

い草
そう

原
げん

で一緒に過ご
していたライオンと飛

と

べなくなった
一
いち

羽
わ

の鳥
とり

。「100年
ねん

たったらまたあ
える」といって別

わか

れた２匹
ひき

がたどる、
はるかな時

とき

と巡
めぐ

る命
いのち

を描
えが

いた、せつ
なく壮

そう

大
だい

な物
もの

語
がたり

。

石
い し

井
い

　睦
む つ

美
み

�文・あべ　弘
ひ ろ

士
し

�絵

◇みずとはなんじゃ？� かこ�さとし�作・鈴
すず

木
き

�まもる�絵
◇風

かぜ

と行
い

く者
もの

 守
まも

り人
びと

外
がい

伝
でん

� 上
うえ

橋
はし

菜
な

穂
ほ

子
こ

�作
◇きみは宇

う

宙
ちゅう

飛
ひ

行
こう

士
し

！� ロウイー・ストーウェル�文

不用品 市ダイヤル

日�
時
　
２
月
17
日
㈰
10
時
～
14
時
30

分
、
２
月
24
日
㈰
10
時
～
14
時
30

分
、
３
月
２
日
㈯
11
時
～
14
時
30

分
問
い
合
わ
せ
　
入
学
広
報
室

�

（
☎
０
１
２
０

－

666

－

965
）

自
動
車
整
備
科
で
２
月
頃
に
実
施

し
て
い
る
２
年
生
全
員
に
よ
る
技
術

大
会
は
、
今
年
で
４
回
目
と
な
り
ま

す
。チ

ー
ム
部
門
と
個
人
部
門
で
、
こ

れ
ま
で
培
っ
て
き
た
技
術
な
ど
を
競

い
合
う
大
会
で
は
、
優
勝
チ
ー
ム
と

優
勝
者
の
写
真
が
実
習
棟
内
に
飾
ら

れ
る
こ
と
も
あ
り
、
学
生
全
員
が
優

勝
を
目
指
し
、
数
カ
月
前
か
ら
こ
れ

ま
で
の
実
習
の
総
復
習
を
行
っ
て
お

り
、
就
職
に
向
け
た
良
い
準
備
期
間

と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
大
会
で
は
実
技
だ
け
で
は

な
く
学
科
も
競
っ
て
お
り
、
３
月
に

控
え
る
国
家
二
級
自
動
車
整
備
士
の

学
科
試
験
に
向
け
た
試
験
対
策
に
も

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
自
動
車
整
備
科
で
は
、

卒
業
制
作
と
し
て
、
実
習
車
で
あ
る

『
ト
ヨ
タ
86
』
の
カ
ラ
ー
リ
ン
グ
の

変
更
を
予
定
し
て
お
り
、
３
月
９
日

㈯
と
10
日
㈰
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
苫
小

牧
で
開
催
す
る
『
卒
業
展
』
に
向
け

て
、
デ
ザ
イ
ン
を
含
め
た
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。

技
術
大
会
で
切
磋
琢
磨

～
自
動
車
整
備
科
～

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

＋
体
験
入
学

▲�新たなカラーリングを予定している自
動車整備科の実習車

▲�技術大会で、先生が見守る中、各々の
技術を競い合う学生たち（平成30年の
様子）

※�申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間
は６カ月です。継続希望の場合は、再度申し込みく
ださい。

▶登録できないもの
　�衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、
自動車、バイク、船、傷みの激しいものやあっせん
品としてふさわしくないもの
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登別市連合町内会事務局
市民協働グループ内

☎� １ ０ ７ ９ 　思� ７ ６ ７ ４
地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

温
か
い
支
援
に
感
謝

鍋
を
つ
つ
い
て
深
め
る
交
流

姉
妹
都
市
の
つ
な
が
り

地
震
に
よ
る
停
電
を
受
け
て

　
市
連
合
町
内
会
が
、
登
別
市
社
会

福
祉
協
議
会
と
連
携
し
て
行
っ
た

『
平
成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』

に
よ
る
被
災
者
支
援
の
た
め
の
募
金

活
動
に
94
町
内
会
よ
り
、
549
万
４
千

25
円
と
い
う
多
額
の
善
意
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。
寄
せ
ら
れ
た
義
援
金
は
、

登
別
市
共
同
募
金
委
員
会
を
通
じ
て
、

被
害
の
大
き
か
っ
た
地
域
の
皆
さ
ん

の
生
活
再
建
に
、
活
用
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　
新
生
北
町
内
会
は
、
65
歳
以
上
の

一
人
暮
ら
し
の
方
を
対
象
に
『
ふ
れ

あ
い
会
食
会
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
一
人
暮
ら
し
で
は
調
理

す
る
機
会
の
少
な
い
『
鍋
料
理
』
。

会
場
に
は
、
湯
気
と
と
も
に
お
い
し

い
匂
い
が
広
が
り
、
参
加
者
は
、
思

う
存
分
、
食
事
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
こ
の
会
食
会
は
、
町
内
会

役
員
や
民
生
委
員
児
童
委
員
と
の
相

談
の
場
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
市
連
合
町
内
会
は
、
平
成
30
年
10

月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
に
白
石
市
で
、

連
携
協
定
を
結
ん
で
い
る
白
石
市
自

治
会
連
合
会
と
海
老
名
市
自
治
会
連

絡
協
議
会
と
の
情
報
交
換
会
を
行
い
、

そ
の
場
で
、
両
団
体
か
ら
『
平
成
30

年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
に
対
す

る
見
舞
金
75
万
円
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
こ
の
見
舞
金
は
、
防
災
資
機
材

の
購
入
に
活
用
し
て
も
ら
う
た
め
、

市
に
寄
付
し
ま
し
た
。

　
新
生
町
三
丁
目
町
内
会
は
、
『
平

成
30
年
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
』
を

教
訓
に
、
全
145
世
帯
に
ラ
ン
タ
ン
を

無
償
で
配
布
し
ま
し
た
。

　
地
震
に
よ
る
停
電
の
と
き
に
は
、

ろ
う
そ
く
を
使
用
す
る
世
帯
も
あ
っ

た
同
町
内
会
。
火
災
に
よ
る
被
害
を

減
ら
す
た
め
、
懐
中
電
灯
の
機
能
を

併
せ
も
つ
ラ
ン
タ
ン
を
、
一
世
帯
ず

つ
使
用
方
法
を
説
明
し
な
が
ら
手
渡

し
ま
し
た
。

市
連
合
町
内
会

�

会
長
　
中な

か

川が
わ

　
信し

ん

市い
ち

　
　

新
生
北
町
内
会

�

会
長
　
合ご

う

田だ

　
和か

ず

彦ひ
こ

　
　

市
連
合
町
内
会

�

総
務
部
会
長
　
工く

藤ど
う

　
保や

す

秋あ
き

　
　

新
生
三
丁
目
町
内
会

�

会
長
　
中な

か

山や
ま

　
晃こ

う

一い
ち
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開
か

れた
議会を目指し
て

95号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2019.2.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

第12回議会フォーラム開催！

こ
れ
か
ら
の

�

公
共
施
設
の
あ
り
方

第
12
回 

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

�

終
え
て

総
務
・
教
育
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替

え
が
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
す
が
、
基
本
計
画

が
未
策
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
よ
り
広
く
「
公
共
施
設
の
あ
り
方

と
新
た
な
取
り
組
み
を
考
え
る
～
財
政
難
と

人
口
減
少
の
中
で
の
新
た
な
視
点
と
は
？
～
」

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　図
書
館
に
つ
い
て
は
、
有
能
な
司
書
が
他

市
町
へ
転
出
し
て
い
る
実
態
や
耐
震
性
を
心

配
す
る
意
見
を
、

ま
た
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の

広
域
化
は
賛
成
、

そ
の
他
の
公
共

施
設
で
は
、
市

役
所
本
庁
舎
・

青
少
年
会
館
・

陸
上
競
技
場
・

鷲
別
小
学
校
・

富
久
寿
園
な
ど

に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　各
意
見
の
背
景
に
は
財
政
難
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
種
事
業
な
ど
を
見
直
し
、
公
共
施

設
の
抜
本
的
な
あ
り
方
を
考
え
る
時
期
で
あ

る
と
捉
え
、
コ
ス
ト
意
識
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
を
持
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�
（
二
瓶
）

　本
市
議
会
で
は
委
員
会
ご
と
に
２
年

間
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
を
定
め
、
こ
れ

を
柱
に
委
員
会
活
動
、
行
政
視
察
、
各

団
体
と
の
意
見
交
換
お
よ
び
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
す
べ
て
を
連
動
さ
せ
、

政
策
提
言
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
委

員
会
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い

て
、
活
動
報
告
後
、
課
題
の
共
有
を
図

り
な
が
ら
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い

て
は
、
報
告
書
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

各
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
委

員
会
活
動
と
併
せ
て
政
策
提
言
に
結
び

つ
け
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

　今
後
も
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�
（
成
田
）

▲平成30年10月27日
　　　　　　　市内４会場で開催

　10
月
18
・
19
・
22
日
の
３
日
間
で
、
平
成

29
年
度
各
会
計
決
算
の
議
案
を
審
査
し
ま
し

た
。
各
委
員
か
ら
各
事
業
の
成
果
や
課
題
、

今
後
の
あ
り
方
な
ど
の
質
疑
に
加
え
、
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
・
前
進
と

市
政
ク
ラ
ブ
21
の
２
会
派
よ
り
総
括
質
疑
を

行
っ
た
後
に
採
決
を
行
い
、
各
会
計
を
認
定

し
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
登
別
市
議
会
基
本
条
例

を
順
守
し
た
委
員
会
活
動
と
運
営
を
行
う
た

め
、
「
予
算
議
案
及
び
決
算
認
定
議
案
に
係

る
審
査
指
針
」
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
松
山
）

質
　財
政
が
悪
化
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
目
標
と
そ
の
対
策
は
。

答
　大
企
業
が
な
い
こ
と
か
ら
税
源
が
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
な
ど
、
社
会

情
勢
の
変
化
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
行
政

運
営
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　財
政
の
健
全
化
を
測
る
指
標
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
実
質
公
債
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、

経
常
収
支
比
率
が
あ
り
、
道
内
自
治
体
間
を

比
較
す
る
と
、
本
市
は
、
全
道
35
市
の
平
均

予算・決算委員会（平成29年度決算審査）概要・総括質疑

委
員
長
概
要
報
告

市

民
・
前

進

各
種
事
業
に
反
映
す
る
視
点
で

�

決
算
を
審
査

厳
し
い
財
政
状
況
を
た
だ
す

1 議会だよりでぃすかす　95号 

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

�

構
築
に
向
け
て

全
市
観
光
を
見
据
え
た

�

施
策
を

市
民
目
線
の
結
果
が
見
え
る

�

広
報
・
広
聴
を

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
を
重
点
活
動
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　意
見
交
換
の
中
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
が

い
る
と
答
え
た
方
が
多
く
、
定
期
健
診
や
健

康
相
談
の
ほ
か
、
健
康
維
持
の
た
め
運
動
や

趣
味
を
通
し
て
の
友
達
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、

健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
「
終
末
期
に
つ
い
て
家
族
と
話
し

た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
と
の
問
い

に
、
話
し
合
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
答

え
た
方
は
少
数
で

し
た
が
、
そ
の
中

で
、
「
家
族
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ

う
施
設
に
入
り
た

い
」
「
必
要
以
上
の
延
命
治
療
は
望
ま
な
い
」

な
ど
と
話
さ
れ
て
お
り
、
話
し
合
っ
て
い
な

い
方
も
、
「
今
後
、
家
族
と
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　現
状
と
し
て
、
介
護
に
お
け
る
家
族
の
負

担
軽
減
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
体
制
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　本
委
員
会
で
は
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ

る
「
全
市
観
光
に
つ
い
て
」
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
市
内
に
点
在
す
る
潜
在
的
な

観
光
資
源
の
再
発
見
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
登
別

の
強
み
」
「
登
別
の
弱
み
」
「
こ
れ
か
ら
の

チ
ャ
ン
ス
」
「
脅
威
と
な
る
も
の
」
の
４
項

目
を
軸
に
、
観
光
の
要
素
と
な
る
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、

「
強
み
と
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
す
」
提

言
や
、
「
弱
み
を

チ
ャ
ン
ス
で
克
服

す
る
」
ア
イ
デ
ア

に
結
び
付
け
る
手

法
（
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
）
で
行
い
ま
し

た
。　各

会
場
で
出
さ
れ
た
共
通
の
意
見
と
し
て

は
、
鉱
山
地
区
、
オ
ロ
フ
レ
山
系
・
カ
ル
ル

ス
地
区
な
ど
の
山
岳
観
光
資
源
の
有
効
活
用

と
と
も
に
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
噴
火
や
、
登

別
温
泉
に
至
る
主
要
幹
線
道
路
が
１
本
し
か

な
い
こ
と
が
脅
威
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　本
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
も
含
め
、

「
全
市
観
光
」
の
実
現
に
向
け
た
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
若
木
）

　本
委
員
会
で
は
、
３
年
続
け
て
市
議
会
の

情
報
公
開
に
関
す
る
意
見
を
お
聞
き
し
、
い

た
だ
い
た
意
見
が
少
し
で
も
反
映
さ
れ
た
改

善
と
な
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か
す
」
で
は
、

「
発
行
回
数
が
少
な
く
、
目
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
い
」
「
市
民
の
関
心
事
を
記
事
に
」

「
内
容
が
表
面
的
で
深
み
が
足
り
な
い
」

「
委
員
会
の
報
告
が
少
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
な
い
市

民
へ
の
情
報
公
開
の
量
や
機
会
の
工
夫
、
市

民
目
線
や
関
心
事
の
掲
載
が
望
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
公
開
は
安
価
で
、

大
量
に
か
つ
詳
し
く
、
さ
ら
に
選
択
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
、
議
会
や
議
員
の
仕
事
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情

報
に
興
味
が
な
い
、
見
な
い
、
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

今
後
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
や
、
改
善
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　広
聴
活
動
は
、
町
内
会
と
の
ふ
れ
あ
い
や

対
話
、
意
見
反
映
の
結
果
が
見
え
な
い
な
ど

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
参
加
と
広

報
・
広
聴
を
総
合
的
に
捉
え
た
取
り
組
み
の

改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�

（
千
田
）

※SWOT分析…課題の内部（強み・弱み）と外部（機会・脅威）４つの環境要因を洗い出し、今後の改善策などを立案するために行う分析方法のこと。

※

を
下
回
っ
て
お
り
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　対
策
と
し
て
は
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の

縮
減
に
努
め
、
収
支
の
悪
化
を
招
か
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
や
情

報
収
集
の
強
化
な
ど
、
よ
り
一
層
の
工
夫
に

よ
り
、
最
小
の
予
算
で
最
大
の
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
工
藤
）

質
　平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
、
実
質
単
年
度
の
収
支
は
ど
の
よ
う

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
　財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
な
ど
を
考

慮
し
た
実
質
単
年
度
の
収
支
は
、
約
１
億
４

千
400
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

質
　財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
の
か
。

答
　過
去
の
行
政
評
価
や
予
算
編
成
で
課
題

が
残
る
事
業
な
ど
を
対
象
に
、
事
業
の
見
直

し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成

果
を
着
実
に
反
映
さ
せ
、
で
き
る
限
り
財
政

不
足
の
圧
縮
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　総
括
と
し
て
、
市
税
の
収
納
率
が
全
道
35

市
中
、
本
市
は
29
位
と
低
く
改
善
が
急
務
で

あ
る
こ
と
、
今
後
の
大
型
事
業
を
控
え
る
中
、

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
提
言
し
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

�

（
若
木
）

予算・決算委員会（平成29年度決算審査）総括質疑

市
政
ク
ラ
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厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て

�

市
の
考
え
は
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開
か

れた
議会を目指し

て

95号
発行・登別市議会／編集・議会だより編集委員会／発行日・ 2019.2.1

市議会ホームページで、議会の活動や各種
情報をご覧いただけます登別市議会 で または検索

第12回議会フォーラム開催！

こ
れ
か
ら
の

�

公
共
施
設
の
あ
り
方

第
12
回 

議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
を

�

終
え
て

総
務
・
教
育
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替

え
が
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
す
が
、
基
本
計
画

が
未
策
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
フ
ォ
ー

ラ
ム
で
は
よ
り
広
く
「
公
共
施
設
の
あ
り
方

と
新
た
な
取
り
組
み
を
考
え
る
～
財
政
難
と

人
口
減
少
の
中
で
の
新
た
な
視
点
と
は
？
～
」

を
テ
ー
マ
と
し
ま
し
た
。

　図
書
館
に
つ
い
て
は
、
有
能
な
司
書
が
他

市
町
へ
転
出
し
て
い
る
実
態
や
耐
震
性
を
心

配
す
る
意
見
を
、

ま
た
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
の

広
域
化
は
賛
成
、

そ
の
他
の
公
共

施
設
で
は
、
市

役
所
本
庁
舎
・

青
少
年
会
館
・

陸
上
競
技
場
・

鷲
別
小
学
校
・

富
久
寿
園
な
ど

に
関
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　各
意
見
の
背
景
に
は
財
政
難
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
各
種
事
業
な
ど
を
見
直
し
、
公
共
施

設
の
抜
本
的
な
あ
り
方
を
考
え
る
時
期
で
あ

る
と
捉
え
、
コ
ス
ト
意
識
や
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
考
え
を
持
っ
て
チ
ェ
ッ
ク

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。�

（
二
瓶
）

　本
市
議
会
で
は
委
員
会
ご
と
に
２
年

間
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
を
定
め
、
こ
れ

を
柱
に
委
員
会
活
動
、
行
政
視
察
、
各

団
体
と
の
意
見
交
換
お
よ
び
議
会

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
す
べ
て
を
連
動
さ
せ
、

政
策
提
言
を
実
現
さ
せ
て
い
ま
す
。

　今
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
各
委

員
会
の
重
点
活
動
テ
ー
マ
な
ど
に
つ
い

て
、
活
動
報
告
後
、
課
題
の
共
有
を
図

り
な
が
ら
意
見
交
換
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
い
た
だ
い
た
意
見
に
つ
い

て
は
、
報
告
書
に
ま
と
め
る
と
と
も
に
、

各
委
員
会
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
委

員
会
活
動
と
併
せ
て
政
策
提
言
に
結
び

つ
け
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
ま
す
。

　今
後
も
、
市
民
と
の
協
働
に
よ
る
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
皆
さ
ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。�

（
成
田
）

▲平成30年10月27日
　　　　　　　市内４会場で開催

　10
月
18
・
19
・
22
日
の
３
日
間
で
、
平
成

29
年
度
各
会
計
決
算
の
議
案
を
審
査
し
ま
し

た
。
各
委
員
か
ら
各
事
業
の
成
果
や
課
題
、

今
後
の
あ
り
方
な
ど
の
質
疑
に
加
え
、
提
案

も
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
市
民
・
前
進
と

市
政
ク
ラ
ブ
21
の
２
会
派
よ
り
総
括
質
疑
を

行
っ
た
後
に
採
決
を
行
い
、
各
会
計
を
認
定

し
ま
し
た
。

　本
委
員
会
で
は
、
登
別
市
議
会
基
本
条
例

を
順
守
し
た
委
員
会
活
動
と
運
営
を
行
う
た

め
、
「
予
算
議
案
及
び
決
算
認
定
議
案
に
係

る
審
査
指
針
」
に
基
づ
き
、
各
種
事
業
に
反

映
さ
せ
る
こ
と
を
念
頭
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
角

度
か
ら
審
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

�

（
松
山
）

質
　財
政
が
悪
化
し
て
い
る
要
因
は
何
か
。

ま
た
、
財
政
健
全
化
目
標
と
そ
の
対
策
は
。

答
　大
企
業
が
な
い
こ
と
か
ら
税
源
が
脆ぜ

い
じ
ゃ
く弱

で
あ
る
。
ま
た
、
近
年
は
人
口
減
少
や
高
齢

化
に
よ
る
社
会
保
障
費
の
増
大
な
ど
、
社
会

情
勢
の
変
化
が
要
因
と
な
っ
て
お
り
、
行
政

運
営
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
。

　財
政
の
健
全
化
を
測
る
指
標
に
つ
い
て
は
、

本
市
の
実
質
公
債
比
率
、
将
来
負
担
比
率
、

経
常
収
支
比
率
が
あ
り
、
道
内
自
治
体
間
を

比
較
す
る
と
、
本
市
は
、
全
道
35
市
の
平
均

予算・決算委員会（平成29年度決算審査）概要・総括質疑

委
員
長
概
要
報
告

市

民
・
前

進

各
種
事
業
に
反
映
す
る
視
点
で

�

決
算
を
審
査

厳
し
い
財
政
状
況
を
た
だ
す
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地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

�

構
築
に
向
け
て

全
市
観
光
を
見
据
え
た

�

施
策
を

市
民
目
線
の
結
果
が
見
え
る

�

広
報
・
広
聴
を

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
だ
よ
り
編
集
委
員
会

　本
委
員
会
は
、
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ

ム
の
構
築
」
を
重
点
活
動
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

さ
ま
ざ
ま
な
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　意
見
交
換
の
中
で
は
、
か
か
り
つ
け
医
が

い
る
と
答
え
た
方
が
多
く
、
定
期
健
診
や
健

康
相
談
の
ほ
か
、
健
康
維
持
の
た
め
運
動
や

趣
味
を
通
し
て
の
友
達
づ
く
り
を
す
る
な
ど
、

健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
を
感
じ
ま
し
た
。

　ま
た
、
「
終
末
期
に
つ
い
て
家
族
と
話
し

た
こ
と
が
あ
り
ま

す
か
」
と
の
問
い

に
、
話
し
合
っ
た

こ
と
が
あ
る
と
答

え
た
方
は
少
数
で

し
た
が
、
そ
の
中

で
、
「
家
族
に
迷

惑
を
か
け
な
い
よ

う
施
設
に
入
り
た

い
」
「
必
要
以
上
の
延
命
治
療
は
望
ま
な
い
」

な
ど
と
話
さ
れ
て
お
り
、
話
し
合
っ
て
い
な

い
方
も
、
「
今
後
、
家
族
と
話
し
合
っ
て
い

き
た
い
」
と
、
関
心
を
寄
せ
て
い
ま
し
た
。

　現
状
と
し
て
、
介
護
に
お
け
る
家
族
の
負

担
軽
減
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
、

訪
問
介
護
や
訪
問
看
護
体
制
の
充
実
が
求
め

ら
れ
る
も
の
の
、
ま
だ
不
十
分
な
こ
と
か
ら
、

大
き
な
課
題
で
あ
る
と
再
認
識
し
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　本
委
員
会
で
は
、
重
点
活
動
テ
ー
マ
で
あ

る
「
全
市
観
光
に
つ
い
て
」
の
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
市
内
に
点
在
す
る
潜
在
的
な

観
光
資
源
の
再
発
見
を
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

　今
回
の
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
「
登
別

の
強
み
」
「
登
別
の
弱
み
」
「
こ
れ
か
ら
の

チ
ャ
ン
ス
」
「
脅
威
と
な
る
も
の
」
の
４
項

目
を
軸
に
、
観
光
の
要
素
と
な
る
多
く
の
意

見
を
い
た
だ
き
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
、

「
強
み
と
チ
ャ
ン

ス
を
生
か
す
」
提

言
や
、
「
弱
み
を

チ
ャ
ン
ス
で
克
服

す
る
」
ア
イ
デ
ア

に
結
び
付
け
る
手

法
（
Ｓ
Ｗ
Ｏ
Ｔ
分

析
）
で
行
い
ま
し

た
。　各

会
場
で
出
さ
れ
た
共
通
の
意
見
と
し
て

は
、
鉱
山
地
区
、
オ
ロ
フ
レ
山
系
・
カ
ル
ル

ス
地
区
な
ど
の
山
岳
観
光
資
源
の
有
効
活
用

と
と
も
に
、
ク
ッ
タ
ラ
火
山
の
噴
火
や
、
登

別
温
泉
に
至
る
主
要
幹
線
道
路
が
１
本
し
か

な
い
こ
と
が
脅
威
と
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　本
委
員
会
は
、
こ
れ
ら
の
対
策
も
含
め
、

「
全
市
観
光
」
の
実
現
に
向
け
た
政
策
提
言

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

�

（
若
木
）

　本
委
員
会
で
は
、
３
年
続
け
て
市
議
会
の

情
報
公
開
に
関
す
る
意
見
を
お
聞
き
し
、
い

た
だ
い
た
意
見
が
少
し
で
も
反
映
さ
れ
た
改

善
と
な
る
よ
う
努
め
て
き
ま
し
た
。

　議
会
だ
よ
り
「
で
ぃ
す
か
す
」
で
は
、

「
発
行
回
数
が
少
な
く
、
目
に
触
れ
る
機
会

が
少
な
い
」
「
市
民
の
関
心
事
を
記
事
に
」

「
内
容
が
表
面
的
で
深
み
が
足
り
な
い
」

「
委
員
会
の
報
告
が
少
な
い
」
な
ど
の
意
見

が
あ
り
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
見
ら
れ
な
い
市

民
へ
の
情
報
公
開
の
量
や
機
会
の
工
夫
、
市

民
目
線
や
関
心
事
の
掲
載
が
望
ま
れ
る
こ
と

か
ら
、
さ
ら
に
改
善
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

　ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報
公
開
は
安
価
で
、

大
量
に
か
つ
詳
し
く
、
さ
ら
に
選
択
し
て
見

る
こ
と
が
で
き
、
議
会
や
議
員
の
仕
事
を
確

認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
情

報
に
興
味
が
な
い
、
見
な
い
、
見
る
こ
と
が

で
き
な
い
と
い
う
の
は
残
念
な
こ
と
で
す
。

今
後
も
関
心
を
持
っ
て
い
た
だ
け
る
取
り
組

み
や
、
改
善
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

　広
聴
活
動
は
、
町
内
会
と
の
ふ
れ
あ
い
や

対
話
、
意
見
反
映
の
結
果
が
見
え
な
い
な
ど

の
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
市
民
参
加
と
広

報
・
広
聴
を
総
合
的
に
捉
え
た
取
り
組
み
の

改
善
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

�
（
千
田
）

※SWOT分析…課題の内部（強み・弱み）と外部（機会・脅威）４つの環境要因を洗い出し、今後の改善策などを立案するために行う分析方法のこと。

※

を
下
回
っ
て
お
り
大
変
厳
し
い
財
政
状
況
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　対
策
と
し
て
は
、
歳
入
の
確
保
と
歳
出
の

縮
減
に
努
め
、
収
支
の
悪
化
を
招
か
な
い
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
職
員
の
意
識
改
革
や
情

報
収
集
の
強
化
な
ど
、
よ
り
一
層
の
工
夫
に

よ
り
、
最
小
の
予
算
で
最
大
の
効
果
を
発
揮

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

�

（
工
藤
）

質
　平
成
29
年
度
一
般
会
計
の
決
算
状
況
に

つ
い
て
、
実
質
単
年
度
の
収
支
は
ど
の
よ
う

な
状
況
と
な
っ
て
い
る
か
。

答
　財
政
調
整
基
金
の
繰
り
入
れ
な
ど
を
考

慮
し
た
実
質
単
年
度
の
収
支
は
、
約
１
億
４

千
400
万
円
の
赤
字
と
な
っ
て
い
る
。

質
　財
政
状
況
は
依
然
厳
し
い
状
況
に
あ
る

が
、
平
成
31
年
度
の
予
算
編
成
に
向
け
、
ど

の
よ
う
な
姿
勢
で
臨
ん
で
い
く
の
か
。

答
　過
去
の
行
政
評
価
や
予
算
編
成
で
課
題

が
残
る
事
業
な
ど
を
対
象
に
、
事
業
の
見
直

し
に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
お
り
、
そ
の
成

果
を
着
実
に
反
映
さ
せ
、
で
き
る
限
り
財
政

不
足
の
圧
縮
を
図
り
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　総
括
と
し
て
、
市
税
の
収
納
率
が
全
道
35

市
中
、
本
市
は
29
位
と
低
く
改
善
が
急
務
で

あ
る
こ
と
、
今
後
の
大
型
事
業
を
控
え
る
中
、

従
来
の
枠
組
み
を
超
え
た
事
務
事
業
の
見
直

し
な
ど
を
提
言
し
質
問
を
終
え
ま
し
た
。

�

（
若
木
）

予算・決算委員会（平成29年度決算審査）総括質疑

市
政
ク
ラ
ブ
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厳
し
い
財
政
状
況
に
つ
い
て

�

市
の
考
え
は
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予算・決算委員会（平成29年度決算審査）各委員の質疑

質
　国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
、
今
後

特
に
重
点
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

答
　本
市
に
お
い
て
は
、
特
定
保
健
指
導
の

対
象
者
に
加
え
、
健
康
診
断
で
複
数
項
目
が

要
指
導
域
以
上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
対
し
て

も
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　さ
ら
に
、
医
療
費
適
正
化
の
観
点
か
ら
も
、

す
で
に
通
院
・
治
療
中
の
方
に
つ
い
て
も
、

人
工
透
析
に
至
ら
な
い
よ
う
、
市
内
の
医
療

機
関
と
協
力
し
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

�

（
井
野
）

　市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
要
す
る
最

長
の
時
期
を
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
完
了

と
す
る
考
え
に
変
更
は
な
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
来
年
度
に
は
基
本
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
、
支
援
業
務
委
託
費
を
予
算
に
盛

り
込
む
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
著
し

い
現
状
に
対
し
て
、
建
て
替
え
の
必
要
性
を

指
摘
し
、
財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
、
単
独

で
の
建
て
替
え
以
外
に
も
、
室
蘭
市
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
更
新
整
備
が
で
き
な
い
か
、

今
後
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

�

（
辻
）

　平
成
29
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る
市
民
自

治
推
進
委
員
会
経
費
で
は
、
健
康
を
テ
ー
マ

に
、
６
部
会
に
分
か
れ
て
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
育
み
部
会
で
は
利
用
人
数
の
少
な

い
都
市
公
園
で
、
一
時
的
に
ボ
ー
ル
遊
び
を

解
禁
し
、
子
ど
も
の
運
動
と
公
園
の
利
用
促

進
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

30
年
度
に
は
期
間
限
定
で
、
都
市
公
園
で
の

ボ
ー
ル
遊
び
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
子
ど
も
が
自
由
に
公
園
で
遊
べ

る
環
境
の
整
備
と
、
充
実
化
を
図
っ
て
い
く

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

�

（
宮
武
）

質
　不
法
投
棄
が
多
い
と
思
わ
れ
る
場
所
の
、

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　不
法
投
棄
の
多
い
場
所
に
は
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。
日
頃
か
ら
清
掃
指
導
員
に
よ

る
こ
ま
め
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
が
、

撲
滅
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　土
地
所
有
者
の
中
に
は
、
監
視
カ
メ
ラ
を

独
自
に
設
置
す
る
所
も
あ
る
。
本
市
と
し
て

も
、
不
法
投
棄
多
発
地
帯
の
減
少
を
目
指
し
、

環
境
省
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
が
行
っ
て

い
る
不
法
投
棄
監
視
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
制

度
の
活
用
な
ど
対
策
を
検
討
す
る
。

�

（
村
井
）

質
　下
水
道
事
業
会
計
の
事
業
費
用
に
お
け

る
処
理
場
費
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
必

要
な
修
繕
費
を
抑
え
て
、
結
果
と
し
て
将
来

的
に
多
額
の
費
用
が
発
生
す
る
よ
う
な
要
因

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答
　処
理
場
費
の
う
ち
、
修
繕
費
に
つ
い
て

は
定
期
的
な
施
設
の
保
守
・
点
検
を
行
っ
て

お
り
、
修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
、
次
年
度
予
算
に
お
い
て
計
画
的
に
計

上
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　将
来
的
に
大
き
な
事
故
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

も
含
め
機
能
維
持
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

質
　高
齢
者
に
よ
っ
て
は
、
遠
く
の
避
難
所

よ
り
近
く
の
集
会
所
な
ど
に
避
難
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
場
合
寝
具
や
食
料

な
ど
の
備
蓄
品
を
支
給
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

答
　備
蓄
品
は
市
内
15
ヵ
所
の
避
難
所
に
配

備
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
近
く

の
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
た
め
小
さ
な
避
難
所
を
開
く
場
合
に

は
、
そ
の
避
難
所
の
一
番
近
く
で
備
蓄
品
を

備
え
て
い
る
避
難
所
か
ら
搬
入
す
る
こ
と
と

な
る
。

�

（
小
栗
）

質
　ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
高
速
堆
肥
化

処
理
施
設
、
運
営
費
用
約
２
千
万
円
、
整
備

費
３
年
平
均
で
約
300
万
円
。
こ
れ
に
対
し
、

堆
肥
の
売
り
払
い
収
入
の
平
均
48
万
円
は
費

用
に
見
合
う
収
入
と
は
考
え
づ
ら
い
の
で
は
。

答
　本
施
設
は
稼
動
当
初
か
ら
事
業
の
採
算

性
で
は
な
く
、
循
環
型
社
会
の
推
進
を
目
指

す
シ
ン
ボ
ル
的
な
事
業
と
し
て
継
続
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　た
だ
し
、
費
用
対
効
果
や
採
算
性
の
観
点

か
ら
み
る
と
、
事
業
継
続
に
は
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
運
営
の
検
討
を
し
て
い
く
。

�

（
千
田
）

健
康
的
な
生
活
を
続
け
る
た
め
に

市
役
所
本
庁
舎
基
本
計
画
策
定
へ

公
園
の
有
効
活
用
を

不
法
投
棄
の
防
止
対
策
は

下
水
道
施
設
の
修
繕
は
計
画
的
な
の
か

小
さ
な
避
難
所
の
備
蓄
品
支
給
方
法
は

ク
リ
ン
ク
ル
高
速
堆
肥
化
採
算
性
に
疑
問
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質
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
過
去
３
年

に
比
べ
受
注
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
と
、
室
蘭
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
受
注
件
数
と
補
助
金
額
と
の
比
較

に
つ
い
て
は
。

答
　減
少
の
主
な
要
因
は
草
刈
業
務
に
お
い

て
刈
っ
た
草
の
処
理
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

新
た
な
依
頼
を
断
っ
て
い
る
の
で
受
注
件
数

が
減
少
し
て
い
る
。
室
蘭
市
と
の
比
較
に
つ

い
て
は
会
員
数
や
受
注
件
数
な
ど
に
差
が
あ

る
の
で
一
概
に
補
助
金
の
比
較
は
難
し
い
が
、

良
い
事
例
を
検
証
し
て
み
た
い
。

�

（
二
瓶
）

質
　橋
の
補
修
設
計
や
補
修
に
つ
い
て
予
算

を
平
準
化
し
て
い
る
も
の
の
、
補
修
の
優
先

順
位
が
計
画
ど
お
り
に
実
行
し
て
い
け
る
の

か
。

答
　全
橋
梁
の
一
巡
目
の
点
検
が
終
了
し
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
損
傷
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
が
、
交
付
金
の
配
分
率
が
低

く
修
繕
が
計
画
よ
り
若
干
遅
れ
て
い
る
。

　今
後
も
市
内
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
橋
梁

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
修
繕
や
点
検
に
加

え
、
日
ご
ろ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
、
橋

梁
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

�

（
工
藤
）

　ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
別

事
業
へ
の
転
換
、
ま
た
は
事
業
廃
止
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
か
ら
、
現
状
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
配
布
率
は
、

平
成
27
年
度
約
20
％
か
ら
平
成
29
年
度
で
約

40
％
に
上
昇
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　こ
の
事
業
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
に
図

書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
配

布
率
が
低
く
て
も
、
再
訪
問
率
な
ど
考
慮
し
、

慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

�

（
戸
井
）

質
　登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
の
活
動
は
。

答
　温
泉
排
水
を
活
用
し
た
融
雪
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
現
在
、
北
海
道
や
関
係
団

体
と
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
る
。

質
　石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

が
行
っ
た
調
査
の
結
果
は
。

答
　平
成
28
年
度
か
ら
２
年
間
、
本
市
を
含

む
近
隣
地
域
に
お
い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
物
理
探
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、

調
査
範
囲
の
中
で
カ
ル
ル
ス
温
泉
周
辺
が
地

熱
発
電
の
有
望
地
と
し
て
、
一
番
高
い
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

�

（
若
木
）

質
　要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
金
の
新

入
学
準
備
金
の
支
給
月
と
児
童
生
徒
数
は
。

答
　３
月
に
支
給
し
、
小
学
１
年
生
は
34
人
、

中
学
１
年
生
は
、
61
人
で
あ
る
。

　平
成
30
年
度
に
お
け
る
入
学
準
備
金
の
支

給
が
３
月
に
な
り
、
保
護
者
も
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
入
学
前
の
準
備
の
た
め
に

は
、
支
給
時
期
が
遅
す
ぎ
ま
す
。
期
待
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
春
を
待
つ
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
新
入
学
準
備
金
の
支
給
は
、
３
月

支
給
を
さ
ら
に
早
め
て
１
月
支
給
に
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

質
　ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
配
布
率
が

上
が
っ
て
き
た
理
由
は
。

答
　配
本
所
や
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
移
動
図
書

館
で
も
見
本
図
書
を
用
意
し
受
け
付
け
を
始

め
た
た
め
で
あ
る
。

質
　平
成
29
年
度
以
降
の
改
善
点
は
。

答
　周
知
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
３
歳
児
健
診

時
に
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
直
接

郵
便
で
送
付
す
る
。
ま
た
、
図
書
館
の
楽
し

さ
な
ど
を
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
お
は
な
し
会
」
を

毎
月
開
催
し
て
い
る
。

�

（
佐
々
木
）

質
　市
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
、
特
に
大

口
滞
納
の
収
納
率
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　大
口
滞
納
は
約
50
件
あ
り
、
業
種
別
で

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
が
多
い
。
平
成
29
年

度
は
公
売
に
よ
り
32
万
５
千
865
円
を
徴
収
し

た
。
今
後
も
給
与
、
預
金
、
年
金
、
生
命
保

険
ほ
か
各
種
財
産
調
査
を
徹
底
す
る
。

　滞
納
者
の
生
活
実
態
が
不
明
な
場
合
、
滞

納
者
の
自
宅
を
強
制
的
に
捜
索
す
る
な
ど
の

手
段
も
用
い
、
差
し
押
さ
え
可
能
な
財
産
を

速
や
か
に
差
し
押
さ
え
て
い
く
。

�

（
米
田
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
維
持
補
修
の
計
画
は

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事
業
見
直
し
は

地
熱
利
用
の
可
能
性
は

子
ど
も
た
ち
の
瞳
が
輝
く
新
学
期
の
た
め
に

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
改
善
点
は

市
税
収
入
未
済
額
の
縮
減
の
取
り
組
み
は
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質
　国
民
健
康
保
険
事
業
に
お
い
て
、
今
後

特
に
重
点
的
な
取
り
組
み
は
何
か
。

答
　本
市
に
お
い
て
は
、
特
定
保
健
指
導
の

対
象
者
に
加
え
、
健
康
診
断
で
複
数
項
目
が

要
指
導
域
以
上
の
ハ
イ
リ
ス
ク
者
に
対
し
て

も
、
生
活
習
慣
病
の
重
症
化
予
防
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

　さ
ら
に
、
医
療
費
適
正
化
の
観
点
か
ら
も
、

す
で
に
通
院
・
治
療
中
の
方
に
つ
い
て
も
、

人
工
透
析
に
至
ら
な
い
よ
う
、
市
内
の
医
療

機
関
と
協
力
し
、
糖
尿
病
性
腎
症
重
症
化
予

防
の
取
り
組
み
に
力
を
入
れ
て
い
く
。

�

（
井
野
）

　市
役
所
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に
要
す
る
最

長
の
時
期
を
、
２
０
２
３
年
度
ま
で
に
完
了

と
す
る
考
え
に
変
更
は
な
い
こ
と
を
確
認
し

ま
し
た
。
来
年
度
に
は
基
本
計
画
を
策
定
す

る
た
め
の
、
支
援
業
務
委
託
費
を
予
算
に
盛

り
込
む
考
え
を
明
ら
か
に
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
給
食
セ
ン
タ
ー
の
老
朽
化
が
著
し

い
現
状
に
対
し
て
、
建
て
替
え
の
必
要
性
を

指
摘
し
、
財
政
負
担
が
大
き
い
た
め
、
単
独

で
の
建
て
替
え
以
外
に
も
、
室
蘭
市
と
の
広

域
連
携
に
よ
る
更
新
整
備
が
で
き
な
い
か
、

今
後
検
討
す
る
と
の
答
弁
を
得
ま
し
た
。

�

（
辻
）

　平
成
29
年
度
の
新
規
事
業
で
あ
る
市
民
自

治
推
進
委
員
会
経
費
で
は
、
健
康
を
テ
ー
マ

に
、
６
部
会
に
分
か
れ
て
事
業
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
育
み
部
会
で
は
利
用
人
数
の
少
な

い
都
市
公
園
で
、
一
時
的
に
ボ
ー
ル
遊
び
を

解
禁
し
、
子
ど
も
の
運
動
と
公
園
の
利
用
促

進
を
図
る
取
り
組
み
を
行
っ
て
お
り
、
平
成

30
年
度
に
は
期
間
限
定
で
、
都
市
公
園
で
の

ボ
ー
ル
遊
び
を
可
能
に
し
て
い
ま
す
。

　今
後
も
、
子
ど
も
が
自
由
に
公
園
で
遊
べ

る
環
境
の
整
備
と
、
充
実
化
を
図
っ
て
い
く

よ
う
要
望
し
ま
し
た
。

�

（
宮
武
）

質
　不
法
投
棄
が
多
い
と
思
わ
れ
る
場
所
の
、

対
策
は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
　不
法
投
棄
の
多
い
場
所
に
は
看
板
を
設

置
し
て
い
る
。
日
頃
か
ら
清
掃
指
導
員
に
よ

る
こ
ま
め
な
パ
ト
ロ
ー
ル
を
行
っ
て
い
る
が
、

撲
滅
に
は
至
っ
て
い
な
い
状
況
で
あ
る
。

　土
地
所
有
者
の
中
に
は
、
監
視
カ
メ
ラ
を

独
自
に
設
置
す
る
所
も
あ
る
。
本
市
と
し
て

も
、
不
法
投
棄
多
発
地
帯
の
減
少
を
目
指
し
、

環
境
省
北
海
道
地
方
環
境
事
務
所
が
行
っ
て

い
る
不
法
投
棄
監
視
通
報
シ
ス
テ
ム
貸
与
制

度
の
活
用
な
ど
対
策
を
検
討
す
る
。

�

（
村
井
）

質
　下
水
道
事
業
会
計
の
事
業
費
用
に
お
け

る
処
理
場
費
が
減
額
と
な
っ
て
い
る
が
、
必

要
な
修
繕
費
を
抑
え
て
、
結
果
と
し
て
将
来

的
に
多
額
の
費
用
が
発
生
す
る
よ
う
な
要
因

が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

答
　処
理
場
費
の
う
ち
、
修
繕
費
に
つ
い
て

は
定
期
的
な
施
設
の
保
守
・
点
検
を
行
っ
て

お
り
、
修
繕
が
必
要
に
な
っ
た
施
設
に
つ
い

て
は
、
次
年
度
予
算
に
お
い
て
計
画
的
に
計

上
し
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

　将
来
的
に
大
き
な
事
故
な
ど
を
防
ぐ
こ
と

も
含
め
機
能
維
持
の
確
保
に
努
め
て
い
る
。

�

（
天
神
林
）

質
　高
齢
者
に
よ
っ
て
は
、
遠
く
の
避
難
所

よ
り
近
く
の
集
会
所
な
ど
に
避
難
す
る
こ
と

が
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
の
場
合
寝
具
や
食
料

な
ど
の
備
蓄
品
を
支
給
す
る
こ
と
は
可
能
な

の
か
。

答
　備
蓄
品
は
市
内
15
ヵ
所
の
避
難
所
に
配

備
し
て
い
る
。
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
近
く

の
避
難
所
に
避
難
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　こ
の
た
め
小
さ
な
避
難
所
を
開
く
場
合
に

は
、
そ
の
避
難
所
の
一
番
近
く
で
備
蓄
品
を

備
え
て
い
る
避
難
所
か
ら
搬
入
す
る
こ
と
と

な
る
。

�

（
小
栗
）

質
　ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
高
速
堆
肥
化

処
理
施
設
、
運
営
費
用
約
２
千
万
円
、
整
備

費
３
年
平
均
で
約
300
万
円
。
こ
れ
に
対
し
、

堆
肥
の
売
り
払
い
収
入
の
平
均
48
万
円
は
費

用
に
見
合
う
収
入
と
は
考
え
づ
ら
い
の
で
は
。

答
　本
施
設
は
稼
動
当
初
か
ら
事
業
の
採
算

性
で
は
な
く
、
循
環
型
社
会
の
推
進
を
目
指

す
シ
ン
ボ
ル
的
な
事
業
と
し
て
継
続
し
て
き

た
も
の
で
あ
り
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　た
だ
し
、
費
用
対
効
果
や
採
算
性
の
観
点

か
ら
み
る
と
、
事
業
継
続
に
は
課
題
が
あ
る

と
認
識
し
て
お
り
運
営
の
検
討
を
し
て
い
く
。

�

（
千
田
）

健
康
的
な
生
活
を
続
け
る
た
め
に

市
役
所
本
庁
舎
基
本
計
画
策
定
へ

公
園
の
有
効
活
用
を

不
法
投
棄
の
防
止
対
策
は

下
水
道
施
設
の
修
繕
は
計
画
的
な
の
か

小
さ
な
避
難
所
の
備
蓄
品
支
給
方
法
は

ク
リ
ン
ク
ル
高
速
堆
肥
化
採
算
性
に
疑
問
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質
　シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
は
過
去
３
年

に
比
べ
受
注
件
数
が
減
少
し
て
い
る
。
そ
の

要
因
と
、
室
蘭
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

に
対
す
る
受
注
件
数
と
補
助
金
額
と
の
比
較

に
つ
い
て
は
。

答
　減
少
の
主
な
要
因
は
草
刈
業
務
に
お
い

て
刈
っ
た
草
の
処
理
も
行
っ
て
い
る
た
め
、

新
た
な
依
頼
を
断
っ
て
い
る
の
で
受
注
件
数

が
減
少
し
て
い
る
。
室
蘭
市
と
の
比
較
に
つ

い
て
は
会
員
数
や
受
注
件
数
な
ど
に
差
が
あ

る
の
で
一
概
に
補
助
金
の
比
較
は
難
し
い
が
、

良
い
事
例
を
検
証
し
て
み
た
い
。

�

（
二
瓶
）

質
　橋
の
補
修
設
計
や
補
修
に
つ
い
て
予
算

を
平
準
化
し
て
い
る
も
の
の
、
補
修
の
優
先

順
位
が
計
画
ど
お
り
に
実
行
し
て
い
け
る
の

か
。

答
　全
橋
梁
の
一
巡
目
の
点
検
が
終
了
し
重

大
な
事
故
に
つ
な
が
る
よ
う
な
損
傷
は
発
見

さ
れ
て
い
な
い
が
、
交
付
金
の
配
分
率
が
低

く
修
繕
が
計
画
よ
り
若
干
遅
れ
て
い
る
。

　今
後
も
市
内
の
橋
梁
に
つ
い
て
は
、
橋
梁

長
寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
修
繕
や
点
検
に
加

え
、
日
ご
ろ
の
パ
ト
ロ
ー
ル
を
通
じ
て
、
橋

梁
の
安
全
確
保
に
努
め
る
。

�

（
工
藤
）

　ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
に
つ
い
て
は
、

平
成
30
年
度
の
利
用
者
ニ
ー
ズ
に
よ
っ
て
別

事
業
へ
の
転
換
、
ま
た
は
事
業
廃
止
を
検
討

す
る
と
の
こ
と
か
ら
、
現
状
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。

　ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
配
布
率
は
、

平
成
27
年
度
約
20
％
か
ら
平
成
29
年
度
で
約

40
％
に
上
昇
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。

　こ
の
事
業
の
目
的
は
、
子
ど
も
た
ち
に
図

書
館
に
親
し
ん
で
も
ら
う
こ
と
で
あ
り
、
配

布
率
が
低
く
て
も
、
再
訪
問
率
な
ど
考
慮
し
、

慎
重
に
検
討
し
て
ほ
し
い
と
要
望
し
ま
し
た
。

�

（
戸
井
）

質
　登
別
市
地
熱
利
用
検
討
会
の
活
動
は
。

答
　温
泉
排
水
を
活
用
し
た
融
雪
シ
ス
テ
ム

の
導
入
に
つ
い
て
現
在
、
北
海
道
や
関
係
団

体
と
協
議
・
調
整
を
進
め
て
い
る
。

質
　石
油
天
然
ガ
ス
・
金
属
鉱
物
資
源
機
構

が
行
っ
た
調
査
の
結
果
は
。

答
　平
成
28
年
度
か
ら
２
年
間
、
本
市
を
含

む
近
隣
地
域
に
お
い
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に

よ
る
物
理
探
査
が
行
わ
れ
た
。
調
査
の
結
果
、

調
査
範
囲
の
中
で
カ
ル
ル
ス
温
泉
周
辺
が
地

熱
発
電
の
有
望
地
と
し
て
、
一
番
高
い
可
能

性
が
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
た
。

�

（
若
木
）

質
　要
保
護
・
準
要
保
護
就
学
援
助
金
の
新

入
学
準
備
金
の
支
給
月
と
児
童
生
徒
数
は
。

答
　３
月
に
支
給
し
、
小
学
１
年
生
は
34
人
、

中
学
１
年
生
は
、
61
人
で
あ
る
。

　平
成
30
年
度
に
お
け
る
入
学
準
備
金
の
支

給
が
３
月
に
な
り
、
保
護
者
も
喜
ん
で
お
り

ま
す
。
し
か
し
、
入
学
前
の
準
備
の
た
め
に

は
、
支
給
時
期
が
遅
す
ぎ
ま
す
。
期
待
に
胸

を
ふ
く
ら
ま
せ
、
春
を
待
つ
子
ど
も
た
ち
の

た
め
に
、
新
入
学
準
備
金
の
支
給
は
、
３
月

支
給
を
さ
ら
に
早
め
て
１
月
支
給
に
す
る
よ

う
に
求
め
ま
し
た
。

�

（
渡
辺
）

質
　ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
配
布
率
が

上
が
っ
て
き
た
理
由
は
。

答
　配
本
所
や
ア
ー
ニ
ス
分
館
、
移
動
図
書

館
で
も
見
本
図
書
を
用
意
し
受
け
付
け
を
始

め
た
た
め
で
あ
る
。

質
　平
成
29
年
度
以
降
の
改
善
点
は
。

答
　周
知
方
法
は
、
こ
れ
ま
で
３
歳
児
健
診

時
に
行
っ
て
き
た
が
、
今
年
度
か
ら
は
直
接

郵
便
で
送
付
す
る
。
ま
た
、
図
書
館
の
楽
し

さ
な
ど
を
見
つ
け
て
も
ら
う
た
め
に
、
「
ラ

イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
お
は
な
し
会
」
を

毎
月
開
催
し
て
い
る
。

�
（
佐
々
木
）

質
　市
税
の
収
納
状
況
に
つ
い
て
、
特
に
大

口
滞
納
の
収
納
率
を
高
め
て
い
く
取
り
組
み

を
ど
う
進
め
て
い
く
の
か
。

答
　大
口
滞
納
は
約
50
件
あ
り
、
業
種
別
で

サ
ー
ビ
ス
業
、
小
売
業
が
多
い
。
平
成
29
年

度
は
公
売
に
よ
り
32
万
５
千
865
円
を
徴
収
し

た
。
今
後
も
給
与
、
預
金
、
年
金
、
生
命
保

険
ほ
か
各
種
財
産
調
査
を
徹
底
す
る
。

　滞
納
者
の
生
活
実
態
が
不
明
な
場
合
、
滞

納
者
の
自
宅
を
強
制
的
に
捜
索
す
る
な
ど
の

手
段
も
用
い
、
差
し
押
さ
え
可
能
な
財
産
を

速
や
か
に
差
し
押
さ
え
て
い
く
。

�

（
米
田
）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は

老
朽
化
し
て
い
る
橋
梁
維
持
補
修
の
計
画
は

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
事
業
見
直
し
は

地
熱
利
用
の
可
能
性
は

子
ど
も
た
ち
の
瞳
が
輝
く
新
学
期
の
た
め
に

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
ス
タ
ー
ト
の
改
善
点
は

市
税
収
入
未
済
額
の
縮
減
の
取
り
組
み
は
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公
共
施
設
の
あ
り
方
と

�

新
た
な
取
り
組
み

専
門
大
学
卒
業
生
の
人
材
確
保

い
ぶ
り
中
央
漁
協
と
の

�

意
見
交
換
会
開
催

議
会
傍
聴
者
に
対
す
る

�

広
聴
活
動
に
つ
い
て

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
市
か
ら

３
月
に
出
さ
れ
た
「
本
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」

と
８
月
に
出
さ
れ
た
「
幌
別
地
区
と
鷲
別
地

区
の
消
防
体
制
に
つ
い
て
」
の
考
え
方
に
よ

り
、
委
員
会
活
動
も
軌
道
修
正
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
庁
舎
は
有
利
な
起
債
制

度
「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
を

活
用
し
た
平
成
32
年
度
ま
で
の
完
成
は
困
難

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
幌
別
と
鷲
別
地
区

を
統
合
し
た
新
消
防
本
署
を
整
備
し
た
後
に

本
庁
舎
を
建
て
替
え
る
考
え
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
は
、
推
移
を
見
守
る
段
階
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
広
く
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
と
新
た
な
取
り
組
み
を

考
え
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　今
後
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
・
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
で

い
た
だ
い
た
意
見
を
し
っ

か
り
と
精
査
し
、
市
長
に

政
策
提
言
書
と
し
て
提
出

す
る
予
定
で
す
。

�

（
二
瓶
）

　昨
年
12
月
７
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
に

お
い
て
、
「
登
別
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
審
査
し
ま
し
た
。

　こ
の
条
例
は
、
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
っ

て
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
内
容
で
、
新
た

に
始
ま
る
専
門
職
大
学
制
度
に
よ
り
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し

た
卒
業
生
で
も
、

学
童
保
育
業
務
従

事
者
と
し
て
の
資

格
を
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
対
象
を
広
げ
る
も
の
で
す
。

　委
員
か
ら
は
、
本
市
で
学
童
保
育
の
職
員

数
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
運
営

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
事
例
が
あ
る
の
か

と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
現
状
で
は
、
基

準
を
み
た
す
職
員
を
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
不
足
な
く
配
置
で
き
て
い
ま
す
が
、
職
員

の
退
職
な
ど
に
伴
い
募
集
し
て
も
、
す
ぐ
に

応
募
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
職
員
確
保
に
は

人
材
不
足
に
よ
り
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
分

か
り
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　昨
年
12
月
17
日
に
、
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協

同
組
合
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　地
球
温
暖
化
で
海
水
温
が
上
昇
す
る
こ
と

に
よ
る
漁
獲
魚
種
の
変
化
に
つ
い
て
、
従
来

水
揚
げ
の
要
で
あ
っ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
秋

サ
ケ
、
イ
カ
、
毛
ガ
ニ
な
ど
近
年
の
漁
獲
量

の
推
移
、
本
市
の
強
み
と
も
い
え
る
「
登
別

漁
港
」
や
「
鷲
別
漁
港
」
内
で
の
養
殖
の
可

能
性
を
含
め
た
有
効
活
用
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
、
漁
組
か
ら
は
現
状
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
の
後
、
サ
メ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
に
よ
る
漁
具

被
害
な
ど
の
直
面
し
て
い
る
課
題
や
稚ち

ウ
ニ

の
種し

ゅ

苗び
ょ
う

放ほ
う

流り
ゅ
う

状
況
な
ど
、

貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
、
漁
組
の
皆
さ
ん

と
委
員
と
の
活
発
な
質
疑

応
答
を
重
ね
、
内
容
の
濃
い
意
見
交
換
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
の
内
容
も

参
考
に
、
本
委
員
会
と
し
て
の
重
点
活
動

テ
ー
マ
で
あ
る
「
全
市
観
光
を
見
据
え
た
観

光
施
策
に
つ
い
て
」
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

�

（
若
木
）

　市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
議

員
名
簿
を
掲
載
し
、

議
員
個
人
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

も
公
開
す
る
こ
と
で
、
市
民
か
ら
各
議
員
に

直
接
連
絡
が
可
能
な
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
た
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
に
な
い
方
や
、
議
場
に
傍
聴
に
来
ら

れ
た
方
か
ら
も
、
広
く
意
見
を
い
た
だ
く
仕

組
み
づ
く
り
に
む
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
傍
聴
い
た
だ
い
た
方
に
、

意
見
や
感
想
を
い
た
だ
く
記
入
用
紙
を
用
意

し
ま
し
た
。
意
見
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
意

見
箱
に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
た
だ

い
た
意
見
は
、
議
員
あ
て
な
の
か
委
員
会
あ

て
な
の
か
議
会
で
判
断
し
た
後
に
、
議
員
個

人
や
委
員
会
か
ら
ご
返
答
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
意
見
を
広
報
紙
「
で
ぃ
す
か

す
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
31
年
第

1
回
定
例
会
か
ら
実
施
し
ま
す
。

�

（
工
藤
）

委 員 会 だ よ り

▲観光・経済委員会　いぶり中央漁業協同組合
　との意見交換会の様子

5 議会だよりでぃすかす　95号 

そのほかの質問：市民活動団体の推進について

そのほかの質問：交通弱者の移動・交通手段の確保に関する進捗について

一 般 質 問
議員11名が市政を問う

平成30年第４回定例会

辻

　
弘

之

村

井

寿

行

千

田

文

孝

天
神
林
　美
　彦

登
別
・
温
泉
地
区
の

�

施
設
整
備
方
針

防
災
計
画
に
つ
い
て

�

た
だ
す

地
域
防
災
計
画
の

�

対
応
ポ
イ
ン
ト
は

市
政
運
営
３
期
目
の

�

独
自
性
と
は

　登
別
温
泉
地

区
で
は
、
消
防

支
署
の
集
約
移

転
に
よ
る
廃
止
、

支
所
の
廃
止
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
な
ど
が

続
く
予
定
で
す
が
、
残
さ
れ
る
児
童

室
や
公
民
館
な
ど
の
具
体
的
移
転
先

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
透
明
な
ま

ま
で
す
。
登
別
地
区
で
も
同
じ
く
、

消
防
支
署
移
転
後
の
消
防
団
詰
所
や

公
民
館
の
取
り
扱
い
が
明
確
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
定
の
地
域
に

公
共
施
設
削
減
が
強
い
ら
れ
な
い
よ

う
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
指
摘
し

ま
し
た
。
結
果
、
温
泉
地
区
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
中
に
新
し
い
施
設
も

し
く
は
既
存
施
設
へ
の
移
転
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
登
別
地
区
に
つ

い
て
は
、
消
防
団
詰
所
を
新
し
く
建

て
替
え
る
方
針
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付

を
促
す
た
め
に
、
市
民
税
額
控
除
対

象
団
体
を
条
例
で
指
定
す
る
条
例
個

別
指
定
制
度
を
再
提
案
し
ま
し
た
。

結
果
、
制
度
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

質
　災
害
を
未

然
に
防
ぎ
、
で

き
る
だ
け
被
害

を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
は
、
事

前
の
計
画
や
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
整
備
が
必
要
と
な
る
。
各
種
防
災

計
画
の
考
え
方
と
進
捗
状
況
は
。

答
　「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は
、
災
害
時
に
円
滑
な
避
難
所
運
営

を
図
る
上
で
必
要
な
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　「
受
援
計
画
」
は
、
現
在
、
他
市

の
事
例
や
今
回
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
を
検
証
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　「
業
務
継
続
計
画
」
は
、
現
在
、

優
先
的
に
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る

が
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
踏
ま

え
、
素
案
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
北
海
道
が
主
導
で
進
め
て
い
る

胆
振
幌
別
川
と
来
馬
川
の
洪
水
を
対

象
と
し
た
避
難
勧
告
発
令
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
連
携
し
な
が
ら

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　登
別
市
地
域

防
災
計
画
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト

の
詳
細
を
確
認

し
ま
し
た
。

質
　社
会
福
祉
施
設
事
業
者
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
状
況
の
把
握
は
。

答
　書
類
審
査
で
設
備
や
連
絡
体
制
、

訓
練
な
ど
整
備
・
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

質
　避
難
所
な
ど
の
現
場
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　整
備
し
て
い
な
い
。

提
案

　マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
訓

練
な
ど
を
行
い
、
非
常
時
に
住
民
の

心
に
寄
り
添
っ
た
行
動
が
で
き
る
人

づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
　若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
不

可
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　配
管
内
の
滞
留
は
１
日
持
た
な

い
と
思
わ
れ
る
。
市
民
に
流
さ
な
い

よ
う
広
報
活
動
を
行
い
周
知
す
る
。

質
　若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
復
旧
す

る
ま
で
の
間
、
排
泄
物
の
対
応
は
。

答
　仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
し
尿

収
集
を
広
域
的
に
応
援
要
請
す
る
。

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
は
な
く
、
検
討

す
る
。

質
　市
長
は
、

平
成
28
年
９
月

に
、
市
政
運
営

３
期
目
に
お
け

る
所
信
の
一
端

と
し
て
「
地
方
活
性
化
に
力
点
を
お

い
た
独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
へ
、

自
ら
考
え
・
行
動
し
・
個
性
豊
か
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
と
述
べ
て
い
る
。
任
期
後
半
に
あ

た
り
、
改
め
て
、
抱
負
も
含
め
、
そ

の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
　国
が
示
す
地
方
創
生
の
実
現
に

は
、
地
域
自
ら
課
題
と
向
き
合
い
、

解
決
し
よ
う
と
す
る
独
自
性
の
あ
る

動
き
が
不
可
欠
で
あ
り
、
積
極
的
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　本
市
は
、
か
ね
て
よ
り
市
民
と
行

政
が
適
切
に
役
割
分
担
す
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
、

今
回
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際

の
地
域
住
民
自
ら
の
判
断
行
動
な
ど

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

の
表
れ
と
自
負
し
て
い
る
。

　残
り
の
任
期
も
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
の
も
と
、
独
自
性
の
あ

る
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
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一 般 質 問



公
共
施
設
の
あ
り
方
と

�

新
た
な
取
り
組
み

専
門
大
学
卒
業
生
の
人
材
確
保

い
ぶ
り
中
央
漁
協
と
の

�

意
見
交
換
会
開
催

議
会
傍
聴
者
に
対
す
る

�

広
聴
活
動
に
つ
い
て

総
務
・
教
育
委
員
会

生
活
・
福
祉
委
員
会

観
光
・
経
済
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

　今
年
度
の
活
動
を
振
り
返
る
と
、
市
か
ら

３
月
に
出
さ
れ
た
「
本
庁
舎
建
設
基
本
構
想
」

と
８
月
に
出
さ
れ
た
「
幌
別
地
区
と
鷲
別
地

区
の
消
防
体
制
に
つ
い
て
」
の
考
え
方
に
よ

り
、
委
員
会
活
動
も
軌
道
修
正
せ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
で
し
た
。
本
庁
舎
は
有
利
な
起
債
制

度
「
市
町
村
役
場
機
能
緊
急
保
全
事
業
」
を

活
用
し
た
平
成
32
年
度
ま
で
の
完
成
は
困
難

で
あ
る
と
い
う
こ
と
と
、
幌
別
と
鷲
別
地
区

を
統
合
し
た
新
消
防
本
署
を
整
備
し
た
後
に

本
庁
舎
を
建
て
替
え
る
考
え
が
示
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
現
時
点
で
本
庁
舎
の
建
て
替
え
に

つ
い
て
は
、
推
移
を
見
守
る
段
階
に
あ
る
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
よ
り
広
く
、

公
共
施
設
の
あ
り
方
と
新
た
な
取
り
組
み
を

考
え
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
て
活
動
し
て
き

ま
し
た
。

　今
後
、
議
会
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
、
議
会
サ

ポ
ー
タ
ー
・
関
係
団
体
と
の
意
見
交
換
会
で

い
た
だ
い
た
意
見
を
し
っ

か
り
と
精
査
し
、
市
長
に

政
策
提
言
書
と
し
て
提
出

す
る
予
定
で
す
。

�

（
二
瓶
）

　昨
年
12
月
７
日
に
開
催
し
た
本
委
員
会
に

お
い
て
、
「
登
別
市
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
審
査
し
ま
し
た
。

　こ
の
条
例
は
、
国
の
基
準
の
改
正
に
伴
っ

て
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
内
容
で
、
新
た

に
始
ま
る
専
門
職
大
学
制
度
に
よ
り
、
一
定

の
要
件
を
満
た
し

た
卒
業
生
で
も
、

学
童
保
育
業
務
従

事
者
と
し
て
の
資

格
を
有
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
対
象
を
広
げ
る
も
の
で
す
。

　委
員
か
ら
は
、
本
市
で
学
童
保
育
の
職
員

数
を
確
保
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
り
、
運
営

に
支
障
を
き
た
す
よ
う
な
事
例
が
あ
る
の
か

と
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。
現
状
で
は
、
基

準
を
み
た
す
職
員
を
各
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ

に
不
足
な
く
配
置
で
き
て
い
ま
す
が
、
職
員

の
退
職
な
ど
に
伴
い
募
集
し
て
も
、
す
ぐ
に

応
募
が
な
い
こ
と
も
あ
り
、
職
員
確
保
に
は

人
材
不
足
に
よ
り
苦
慮
し
て
い
る
状
況
が
分

か
り
ま
し
た
。

�

（
村
井
）

　昨
年
12
月
17
日
に
、
い
ぶ
り
中
央
漁
業
協

同
組
合
と
の
意
見
交
換
会
を
行
い
ま
し
た
。

　地
球
温
暖
化
で
海
水
温
が
上
昇
す
る
こ
と

に
よ
る
漁
獲
魚
種
の
変
化
に
つ
い
て
、
従
来

水
揚
げ
の
要
で
あ
っ
た
ス
ケ
ト
ウ
ダ
ラ
、
秋

サ
ケ
、
イ
カ
、
毛
ガ
ニ
な
ど
近
年
の
漁
獲
量

の
推
移
、
本
市
の
強
み
と
も
い
え
る
「
登
別

漁
港
」
や
「
鷲
別
漁
港
」
内
で
の
養
殖
の
可

能
性
を
含
め
た
有
効
活
用
な
ど
に
つ
い
て
伺

い
、
漁
組
か
ら
は
現
状
の
詳
細
に
つ
い
て
説

明
の
後
、
サ
メ
や
オ
ッ
ト
セ
イ
に
よ
る
漁
具

被
害
な
ど
の
直
面
し
て
い
る
課
題
や
稚ち

ウ
ニ

の
種し

ゅ

苗び
ょ
う

放ほ
う

流り
ゅ
う

状
況
な
ど
、

貴
重
な
意
見
を
聞
く
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　今
回
、
漁
組
の
皆
さ
ん

と
委
員
と
の
活
発
な
質
疑

応
答
を
重
ね
、
内
容
の
濃
い
意
見
交
換
会
と

な
り
ま
し
た
。
こ
の
意
見
交
換
会
の
内
容
も

参
考
に
、
本
委
員
会
と
し
て
の
重
点
活
動

テ
ー
マ
で
あ
る
「
全
市
観
光
を
見
据
え
た
観

光
施
策
に
つ
い
て
」
の
政
策
提
言
に
つ
な
げ

て
い
き
ま
す
。

�

（
若
木
）

　市
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
は
、
議

員
名
簿
を
掲
載
し
、

議
員
個
人
の
メ
ー

ル
ア
ド
レ
ス
な
ど

も
公
開
す
る
こ
と
で
、
市
民
か
ら
各
議
員
に

直
接
連
絡
が
可
能
な
広
聴
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
た
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
環
境
に
な
い
方
や
、
議
場
に
傍
聴
に
来
ら

れ
た
方
か
ら
も
、
広
く
意
見
を
い
た
だ
く
仕

組
み
づ
く
り
に
む
け
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
ず
は
、
傍
聴
い
た
だ
い
た
方
に
、

意
見
や
感
想
を
い
た
だ
く
記
入
用
紙
を
用
意

し
ま
し
た
。
意
見
の
ほ
か
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
連
絡
先
を
記
入
し
て
い
た
だ
き
、
意

見
箱
に
投
函
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
た
だ

い
た
意
見
は
、
議
員
あ
て
な
の
か
委
員
会
あ

て
な
の
か
議
会
で
判
断
し
た
後
に
、
議
員
個

人
や
委
員
会
か
ら
ご
返
答
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
、
意
見
を
広
報
紙
「
で
ぃ
す
か

す
」
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
い
た
だ
く
場
合
も

あ
り
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
は
平
成
31
年
第

1
回
定
例
会
か
ら
実
施
し
ま
す
。

�

（
工
藤
）

委 員 会 だ よ り

▲観光・経済委員会　いぶり中央漁業協同組合
　との意見交換会の様子

5 議会だよりでぃすかす　95号 

そのほかの質問：市民活動団体の推進について

そのほかの質問：交通弱者の移動・交通手段の確保に関する進捗について

一 般 質 問
議員11名が市政を問う

平成30年第４回定例会

辻

　
弘

之

村

井

寿

行

千

田

文

孝

天
神
林

　美
　彦

登
別
・
温
泉
地
区
の

�

施
設
整
備
方
針

防
災
計
画
に
つ
い
て

�

た
だ
す

地
域
防
災
計
画
の

�

対
応
ポ
イ
ン
ト
は

市
政
運
営
３
期
目
の

�

独
自
性
と
は

　登
別
温
泉
地

区
で
は
、
消
防

支
署
の
集
約
移

転
に
よ
る
廃
止
、

支
所
の
廃
止
、

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の
廃
止
な
ど
が

続
く
予
定
で
す
が
、
残
さ
れ
る
児
童

室
や
公
民
館
な
ど
の
具
体
的
移
転
先

に
つ
い
て
は
、
い
ま
だ
不
透
明
な
ま

ま
で
す
。
登
別
地
区
で
も
同
じ
く
、

消
防
支
署
移
転
後
の
消
防
団
詰
所
や

公
民
館
の
取
り
扱
い
が
明
確
に
は

な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
特
定
の
地
域
に

公
共
施
設
削
減
が
強
い
ら
れ
な
い
よ

う
、
十
分
な
配
慮
が
必
要
と
指
摘
し

ま
し
た
。
結
果
、
温
泉
地
区
に
つ
い

て
は
、
来
年
度
中
に
新
し
い
施
設
も

し
く
は
既
存
施
設
へ
の
移
転
に
つ
い

て
、
具
体
的
な
方
針
が
示
さ
れ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
登
別
地
区
に
つ

い
て
は
、
消
防
団
詰
所
を
新
し
く
建

て
替
え
る
方
針
が
再
確
認
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
へ
の
寄
付

を
促
す
た
め
に
、
市
民
税
額
控
除
対

象
団
体
を
条
例
で
指
定
す
る
条
例
個

別
指
定
制
度
を
再
提
案
し
ま
し
た
。

結
果
、
制
度
化
が
進
め
ら
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

質
　災
害
を
未

然
に
防
ぎ
、
で

き
る
だ
け
被
害

を
軽
減
さ
せ
る

た
め
に
は
、
事

前
の
計
画
や
対
策
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど

の
整
備
が
必
要
と
な
る
。
各
種
防
災

計
画
の
考
え
方
と
進
捗
状
況
は
。

答
　「
避
難
所
運
営
マ
ニ
ュ
ア
ル
」

は
、
災
害
時
に
円
滑
な
避
難
所
運
営

を
図
る
上
で
必
要
な
も
の
と
認
識
し

て
お
り
、
今
年
度
中
の
策
定
を
目
指

し
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

　「
受
援
計
画
」
は
、
現
在
、
他
市

の
事
例
や
今
回
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
を
検
証
し
て
い
る
。

　
　
　
　

　「
業
務
継
続
計
画
」
は
、
現
在
、

優
先
的
に
計
画
策
定
を
進
め
て
い
る

が
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
を
踏
ま

え
、
素
案
の
見
直
し
を
行
っ
て
い
る
。

　「
タ
イ
ム
ラ
イ
ン
」
に
つ
い
て
は
、

現
在
北
海
道
が
主
導
で
進
め
て
い
る

胆
振
幌
別
川
と
来
馬
川
の
洪
水
を
対

象
と
し
た
避
難
勧
告
発
令
の
タ
イ
ム

ラ
イ
ン
に
つ
い
て
、
連
携
し
な
が
ら

策
定
を
進
め
て
い
き
た
い
。

　登
別
市
地
域

防
災
計
画
の
重

要
な
ポ
イ
ン
ト

の
詳
細
を
確
認

し
ま
し
た
。

質
　社
会
福
祉
施
設
事
業
者
の
防
災

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
訓
練
状
況
の
把
握
は
。

答
　書
類
審
査
で
設
備
や
連
絡
体
制
、

訓
練
な
ど
整
備
・
実
施
さ
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
い
る
。

質
　避
難
所
な
ど
の
現
場
対
応
マ

ニ
ュ
ア
ル
は
整
備
さ
れ
て
い
る
の
か
。

答
　整
備
し
て
い
な
い
。

提
案

　マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整
備
し
て
訓

練
な
ど
を
行
い
、
非
常
時
に
住
民
の

心
に
寄
り
添
っ
た
行
動
が
で
き
る
人

づ
く
り
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

質
　若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
稼
働
不

可
と
な
っ
た
場
合
の
対
応
は
。

答
　配
管
内
の
滞
留
は
１
日
持
た
な

い
と
思
わ
れ
る
。
市
民
に
流
さ
な
い

よ
う
広
報
活
動
を
行
い
周
知
す
る
。

質
　若
山
浄
化
セ
ン
タ
ー
が
復
旧
す

る
ま
で
の
間
、
排
泄
物
の
対
応
は
。

答
　仮
設
ト
イ
レ
を
設
置
し
、
し
尿

収
集
を
広
域
的
に
応
援
要
請
す
る
。

簡
易
ト
イ
レ
の
備
蓄
は
な
く
、
検
討

す
る
。

質
　市
長
は
、

平
成
28
年
９
月

に
、
市
政
運
営

３
期
目
に
お
け

る
所
信
の
一
端

と
し
て
「
地
方
活
性
化
に
力
点
を
お

い
た
独
自
性
の
あ
る
取
り
組
み
へ
、

自
ら
考
え
・
行
動
し
・
個
性
豊
か
で

魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」
に
取
り
組

む
と
述
べ
て
い
る
。
任
期
後
半
に
あ

た
り
、
改
め
て
、
抱
負
も
含
め
、
そ

の
考
え
方
を
聞
き
た
い
。

答
　国
が
示
す
地
方
創
生
の
実
現
に

は
、
地
域
自
ら
課
題
と
向
き
合
い
、

解
決
し
よ
う
と
す
る
独
自
性
の
あ
る

動
き
が
不
可
欠
で
あ
り
、
積
極
的
に

支
援
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　本
市
は
、
か
ね
て
よ
り
市
民
と
行

政
が
適
切
に
役
割
分
担
す
る
「
協
働

の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
お
り
、

今
回
の
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
の
際

の
地
域
住
民
自
ら
の
判
断
行
動
な
ど

は
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
の
成
果

の
表
れ
と
自
負
し
て
い
る
。

　残
り
の
任
期
も
、
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
理
念
の
も
と
、
独
自
性
の
あ

る
持
続
可
能
な
取
り
組
み
を
推
進
す

る
。
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一 般 質 問



小

栗

義

朗

木

村

俊

子

佐
々
木

　久
美
子

二

瓶

秀

幸

若

木

康

夫

乳
幼
児
健
診
の
拡
大
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

�

現
状
は

総
合
事
業
の

�

現
状
と
課
題
は

財
政
難
で
の

�

公
共
施
設
整
備
は

本
市
の
除
雪
体
制
と

�

共
助
な
ど
の
連
携

質
　乳
幼
児
健

診
は
現
在
、
３

歳
児
健
診
後
は

小
学
校
入
学
前

ま
で
行
わ
れ
て

い
な
い
。
子
ど
も
の
発
達
障
が
い
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
５
歳

の
時
点
で
健
診
ま
た
は
発
達
相
談
を

行
う
べ
き
で
は
。

　ま
た
、
小
児
が
ん
の
一
つ
に
網
膜

芽
細
胞
腫
と
い
う
目
の
が
ん
が
あ
る
。

早
期
発
見
で
脳
へ
の
転
移
や
失
明
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
乳
幼
児

健
診
に
追
加
で
き
な
い
か
。

答
　発
達
障
が
い
の
疑
い
に
関
し
て

は
、
就
学
を
間
近
に
し
た
年
長
児
に

お
い
て
、
療
育
機
関
に
駆
け
込
む
事

例
が
あ
る
た
め
、
３
歳
児
健
康
診
査

以
降
に
年
中
児
を
対
象
と
し
た
相
談

体
制
を
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
。

　網
膜
芽
細
胞
腫
の
早
期
発
見
に
つ

い
て
は
、
検
査
項
目
と
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
全
戸
訪
問
し
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
で
、
乳
児
の
目
が

白
く
見
え
た
り
、
光
っ
て
い
る
と
感

じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
眼
科
を
受

診
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
　高
齢
者
と

い
わ
れ
る
65
歳

以
上
の
人
数
と

状
況
は
。

答
　介
護
保
険

の
被
保
険
者
は
、
１
万
７
千
165
人
。

要
介
護
認
定
者
は
、
要
支
援
１
千
325

人
、
要
介
護
１
千
711
人
で
、
要
支
援

の
認
定
者
に
占
め
る
割
合
は
43
・
６

％
と
全
道
平
均
を
上
回
る
。
健
康
な

方
を
含
め
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
１

万
４
千
129
人
で
あ
る
。

質
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職

に
よ
る
シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
講
座
の

受
講
者
は
、
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
ロ
ン

な
ど
に
還
元
さ
れ
、
そ
こ
に
参
加
す

る
こ
と
が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

な
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に

対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
健
康

づ
く
り
に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　先
進
自
治
体
に
お
け
る
取
り
組

み
を
調
査
し
、
関
係
者
に
よ
る
意
見

交
換
を
行
い
、
実
施
の
可
否
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

質
　要
支
援
１・

２
の
人
数
は
。

答
　要
支
援
１

が
786
人
、
要
支

援
２
が
539
人
で

あ
る
。

質
　介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

答
　制
度
改
正
で
、
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
含
む
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

上
限
額
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
範
囲
内

で
の
事
業
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

質
　要
支
援
１
・
２
の
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
は
。

答
　現
時
点
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
有
資
格
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

質
　総
合
事
業
の
上
限
額
を
理
由
に
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
、
本
市
の
取
り
組
み
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源
を
活
用
し
、

要
支
援
の
方
も
含
め
た
高
齢
者
が
、

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く
。

質
　公
共
施
設

等
総
合
管
理
計

画
に
よ
る
と
、

旧
耐
震
基
準
の

公
共
建
築
物
は

全
体
の
60
・
３
％
を
占
め
る
。
ま
た
、

公
共
建
築
物
の
市
民
１
人
当
た
り
の

延
床
面
積
は
５
・
５
㎡
で
、
類
似
自

治
体
の
１
・
５
倍
で
あ
る
。
今
後
更

新
ま
た
は
延
命
化
を
す
る
際
、
人
口

減
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
将
来
的
な

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
役

割
・
効
果
が
乏
し
い
施
設
は
除
却
・

複
合
化
・
集
約
化
し
て
延
床
面
積
を

縮
減
す
る
こ
と
が
必
達
目
標
で
は
。

答
　全
て
を
同
じ
規
模
で
建
て
替
え

た
場
合
、
今
後
40
年
間
で
約
２
千
13

億
円
か
か
る
と
推
計
し
て
お
り
、
延

床
面
積
は
40
％
縮
減
を
目
標
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
を
図
る
た
め
公
共
建
築
物
の

個
別
施
設
計
画
を
平
成
32
年
度
末
ま

で
に
策
定
を
進
め
て
い
る
。
本
庁
舎

の
建
て
替
え
は
最
優
先
事
業
で
あ
る

こ
と
に
変
更
は
な
い
が
、
整
備
手
法

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
活
用
や
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
も
有
効
と
考
え

て
い
る
。

　近
年
の
市
内

に
お
け
る
降
雪

量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、

年
に
よ
っ
て
降

雪
が
多
い
年
も
あ
り
、
除
雪
作
業
に

よ
る
市
内
交
通
網
の
維
持
は
市
民
生

活
に
直
結
す
る
重
要
な
関
心
事
と
な

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
除
雪
体

制
の
概
要
、
除
雪
開
始
の
目
安
と
な

る
降
雪
量
、
市
保
有
の
除
雪
機
械
の

台
数
と
除
雪
委
託
事
業
の
状
況
、
運

転
手
の
確
保
や
、
国
・
道
と
の
連
携

体
制
と
、
除
雪
作
業
時
の
雪
出
し
や

路
上
駐
車
な
ど
の
除
雪
作
業
の
妨
げ

の
対
策
と
し
て
、
室
蘭
警
察
署
と
の

連
携
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
限
ら
れ
た
台
数
で
除
雪
を

行
う
関
係
上
、
地
域
に
お
け
る
除
雪

作
業
の
時
間
差
、
作
業
の
遅
延
が
発

生
し
ま
す
が
、
今
後
、
独
自
に
除
排

雪
を
行
う
町
内
会
の
希
望
が
あ
っ
た

場
合
の
公
助
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

本
市
に
お
け
る
自
助
、
共
助
、
公
助

の
「
三
助
」
に
よ
る
地
域
内
除
排
雪

の
考
え
方
を
提
言
し
ま
し
た
。

そのほかの質問：予防接種の取り組みについて、高齢者の外出支援について

そのほかの質問：子どもの貧困対策について

※PFI…公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して行う手法

※
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一 般 質 問

国会・政府に３件の意見書を提出

議 員 研 修 を 行 い ま し た

無戸籍問題の解消を求める意見書
認知症施策の推進を求める意見書
義援金差し押さえ禁止法の恒久化を求める意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係
機関に提出するものです。第４回定例会では、次の意見書を可決し
ました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

傍聴の際の意見・感想を受け付けます

　平成31年第１回定例会は、２月21日（木）から開会する予定
です。本会議や委員会は、自由に傍聴することができます。第
４回定例会では、延べ24名の方が傍聴されました。紙面ではお
伝えできない議会や議員の生の姿を見聞きできますので、ぜひ
お越しください。

　平成31年第１回定例会から、意見箱を傍聴受付と本庁舎
１階に設置します。意見や感想などをお寄せください。

　議会に足を運ぶことができない方も、インターネットで本会議
や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧いただけます。パソコ
ンで市議会ホームページにアクセスし、「議会中継」のリンクから
ご覧ください。� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

インターネットでも議会中継をご覧いただけます

　平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
か
ら
、
車

い
す
の
方
用
の
傍
聴
席
を
設
け
ま
し
た
。

　現
在
の
傍
聴
席
前
方
、
議
場
側
の
ス

ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
傍
聴
規
制
を
緩
和
し
、
写
真

撮
影
や
帽
子
の
着
用
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
傍
聴
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
工
藤
）

　北
海
道
職
員
を
講
師
に
迎
え
て

「
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
の
見

方
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
市
の
財
政
状
況
や

公
会
計
の
意
義
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
、
財
務
書
類
な
ど
の
公
会
計

情
報
を
理
解
し
た
上
で
地
方
公
会

計
を
活
用
す
る
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

　ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
研
究
者
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
白
老
町
議
会

と
合
同
で
、
「
登
別
の
地
名
由
来
」

を
テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
語
地
名
か
ら
の

ア
イ
ヌ
文
化
理
解
と
民
族
共
生
象

徴
空
間
完
成
に
向
け
た
白
老
町
と

の
よ
り
太
い
連
携
の
必
要
性
を
感

じ
る
、
有
益
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。�

（
松
山
）

車
い
す
の
方
の

�

傍
聴
席
が
で
き
ま
し
た

有
益
だ
っ
た

�

２
つ
の
議
員
研
修
会

平成30年第４回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成２９年度登別市国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定
について

井野、小栗
木村、工藤
杉尾、千田
辻、天神林
戸井、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

佐々木、渡辺 可決

宮

武

祥

子

松

山

哲

男

登
別
市

�

ス
ポ
ー
ツ
表
彰
で
応
援

社
会
変
化
に
適
応
し
た

�

行
財
政
を

　２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
パ
ラ

を
契
機
に
、
本

市
で
は
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
に

よ
る
講
演
・
交
流
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
・
目
標
の
幅
を
拡
大
さ
せ
、

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
、
市
の
応
援
体
制
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
で
功
績
を
残
し
た
方
へ
の

表
彰
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　現
状
で
は
、
体
育
協
会
の
表
彰
規

程
に
沿
っ
て
、
協
会
加
盟
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
団
体
・
個
人
に
対
し
表

彰
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
の
表
彰

は
、
登
別
市
功
労
賞
お
よ
び
登
別
市

表
彰
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
方
を
対
象
に
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
功
績
を
残
し
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
の

実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文

化
の
日
に
行
う
市
表
彰
に
、
現
在
の

規
程
に
加
え
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
部

門
の
検
討
を
提
言
し
ま
し
た
。

　少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
な

ど
、
社
会
背
景

が
変
化
し
大
き

な
転
換
期
を
迎

え
た
こ
れ
か
ら
の
行
財
政
と
、
教
育

行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　従
前
の
考
え
や
手
法
に
よ
る
財
政

分
析
や
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

問
題
・
課
題
を
指
摘
し
、
福
生
市
の

公
会
計
制
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

な
が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財

政
経
営
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
、
空
き

家
の
福
祉
転
用
例
な
ど
を
示
し
、
政

策
・
施
策
策
定
に
お
け
る
部
署
間
の

よ
り
強
い
連
携
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

を
提
起
し
ま
し
た
。

　教
育
行
政
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
な
ど
へ
の
子

ど
も
の
依
存
状
況
の
把
握
と
予
防
な

ど
に
つ
い
て
、
登
別
ら
し
い
子
ど
も

の
姿
を
明
示
し
、
依
存
症
防
止
の
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
少

人
数
の
一
年
生
学
級
が
あ
る
小
学
校

の
適
正
配
置
の
取
り
組
み
と
総
合
教

育
会
議
の
適
正
配
置
に
対
す
る
市
長

の
見
解
を
質
問
し
ま
し
た
。

そのほかの質問：ホストタウンの取り組みについて～2020年東京オリンピック・パラリンピック～

▲平成30年10月31日開催　登別市・白
　老町議会議員研修会の様子
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一 般 質 問



小

栗

義

朗

木

村

俊

子

佐
々
木
　久
美
子

二

瓶

秀

幸

若

木

康

夫

乳
幼
児
健
診
の
拡
大
を

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

�

現
状
は

総
合
事
業
の

�

現
状
と
課
題
は

財
政
難
で
の

�

公
共
施
設
整
備
は

本
市
の
除
雪
体
制
と

�

共
助
な
ど
の
連
携

質
　乳
幼
児
健

診
は
現
在
、
３

歳
児
健
診
後
は

小
学
校
入
学
前

ま
で
行
わ
れ
て

い
な
い
。
子
ど
も
の
発
達
障
が
い
を

早
期
に
発
見
す
る
た
め
に
は
、
５
歳

の
時
点
で
健
診
ま
た
は
発
達
相
談
を

行
う
べ
き
で
は
。

　ま
た
、
小
児
が
ん
の
一
つ
に
網
膜

芽
細
胞
腫
と
い
う
目
の
が
ん
が
あ
る
。

早
期
発
見
で
脳
へ
の
転
移
や
失
明
を

防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で
、
乳
幼
児

健
診
に
追
加
で
き
な
い
か
。

答
　発
達
障
が
い
の
疑
い
に
関
し
て

は
、
就
学
を
間
近
に
し
た
年
長
児
に

お
い
て
、
療
育
機
関
に
駆
け
込
む
事

例
が
あ
る
た
め
、
３
歳
児
健
康
診
査

以
降
に
年
中
児
を
対
象
と
し
た
相
談

体
制
を
来
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

て
検
討
し
て
い
る
。

　網
膜
芽
細
胞
腫
の
早
期
発
見
に
つ

い
て
は
、
検
査
項
目
と
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
全
戸
訪
問
し
て
い
る
赤

ち
ゃ
ん
訪
問
な
ど
で
、
乳
児
の
目
が

白
く
見
え
た
り
、
光
っ
て
い
る
と
感

じ
た
と
き
は
、
速
や
か
に
眼
科
を
受

診
す
る
よ
う
周
知
し
て
い
き
た
い
。

質
　高
齢
者
と

い
わ
れ
る
65
歳

以
上
の
人
数
と

状
況
は
。

答
　介
護
保
険

の
被
保
険
者
は
、
１
万
７
千
165
人
。

要
介
護
認
定
者
は
、
要
支
援
１
千
325

人
、
要
介
護
１
千
711
人
で
、
要
支
援

の
認
定
者
に
占
め
る
割
合
は
43
・
６

％
と
全
道
平
均
を
上
回
る
。
健
康
な

方
を
含
め
、
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り

介
護
認
定
を
受
け
て
い
な
い
方
は
１

万
４
千
129
人
で
あ
る
。

質
　リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
専
門
職

に
よ
る
シ
ニ
ア
元
気
ア
ッ
プ
講
座
の

受
講
者
は
、
サ
ロ
ン
サ
ポ
ー
タ
ー
な

ど
を
対
象
と
さ
れ
て
い
る
。
サ
ロ
ン

な
ど
に
還
元
さ
れ
、
そ
こ
に
参
加
す

る
こ
と
が
、
高
齢
者
の
生
き
が
い
と

な
り
、
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が

る
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な
活
動
に

対
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
を

付
与
す
る
仕
組
み
を
つ
く
り
、
健
康

づ
く
り
に
生
か
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
　先
進
自
治
体
に
お
け
る
取
り
組

み
を
調
査
し
、
関
係
者
に
よ
る
意
見

交
換
を
行
い
、
実
施
の
可
否
に
つ
い

て
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

質
　要
支
援
１・

２
の
人
数
は
。

答
　要
支
援
１

が
786
人
、
要
支

援
２
が
539
人
で

あ
る
。

質
　介
護
予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
事
業
の
現
状
と
課
題
は
。

答
　制
度
改
正
で
、
介
護
予
防
・
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
を
含
む
介
護

予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
の

上
限
額
が
定
め
ら
れ
、
そ
の
範
囲
内

で
の
事
業
の
実
施
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。

質
　要
支
援
１
・
２
の
訪
問
型
サ
ー

ビ
ス
の
現
状
は
。

答
　現
時
点
で
は
こ
れ
ま
で
と
同
様

に
有
資
格
者
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
を
提

供
し
て
い
る
。

質
　総
合
事
業
の
上
限
額
を
理
由
に
、

利
用
者
へ
の
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な

い
よ
う
、
本
市
の
取
り
組
み
が
重
要

に
な
っ
て
く
る
が
、
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
。

答
　あ
ら
ゆ
る
社
会
資
源
を
活
用
し
、

要
支
援
の
方
も
含
め
た
高
齢
者
が
、

地
域
で
自
立
し
た
生
活
を
す
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
事
業
を
進
め
て
い
く
。

質
　公
共
施
設

等
総
合
管
理
計

画
に
よ
る
と
、

旧
耐
震
基
準
の

公
共
建
築
物
は

全
体
の
60
・
３
％
を
占
め
る
。
ま
た
、

公
共
建
築
物
の
市
民
１
人
当
た
り
の

延
床
面
積
は
５
・
５
㎡
で
、
類
似
自

治
体
の
１
・
５
倍
で
あ
る
。
今
後
更

新
ま
た
は
延
命
化
を
す
る
際
、
人
口

減
な
ど
を
考
慮
す
る
と
、
将
来
的
な

財
政
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
役

割
・
効
果
が
乏
し
い
施
設
は
除
却
・

複
合
化
・
集
約
化
し
て
延
床
面
積
を

縮
減
す
る
こ
と
が
必
達
目
標
で
は
。

答
　全
て
を
同
じ
規
模
で
建
て
替
え

た
場
合
、
今
後
40
年
間
で
約
２
千
13

億
円
か
か
る
と
推
計
し
て
お
り
、
延

床
面
積
は
40
％
縮
減
を
目
標
と
し
て

い
る
。
ま
た
、
財
政
負
担
の
軽
減
・

平
準
化
を
図
る
た
め
公
共
建
築
物
の

個
別
施
設
計
画
を
平
成
32
年
度
末
ま

で
に
策
定
を
進
め
て
い
る
。
本
庁
舎

の
建
て
替
え
は
最
優
先
事
業
で
あ
る

こ
と
に
変
更
は
な
い
が
、
整
備
手
法

は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
な
ど
の
活
用
や
公
募
型

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
も
有
効
と
考
え

て
い
る
。

　近
年
の
市
内

に
お
け
る
降
雪

量
は
減
少
傾
向

に
あ
り
ま
す
が
、

年
に
よ
っ
て
降

雪
が
多
い
年
も
あ
り
、
除
雪
作
業
に

よ
る
市
内
交
通
網
の
維
持
は
市
民
生

活
に
直
結
す
る
重
要
な
関
心
事
と
な

り
ま
す
。

　そ
こ
で
、
本
市
に
お
け
る
除
雪
体

制
の
概
要
、
除
雪
開
始
の
目
安
と
な

る
降
雪
量
、
市
保
有
の
除
雪
機
械
の

台
数
と
除
雪
委
託
事
業
の
状
況
、
運

転
手
の
確
保
や
、
国
・
道
と
の
連
携

体
制
と
、
除
雪
作
業
時
の
雪
出
し
や

路
上
駐
車
な
ど
の
除
雪
作
業
の
妨
げ

の
対
策
と
し
て
、
室
蘭
警
察
署
と
の

連
携
な
ど
を
質
問
し
ま
し
た
。

　ま
た
、
限
ら
れ
た
台
数
で
除
雪
を

行
う
関
係
上
、
地
域
に
お
け
る
除
雪

作
業
の
時
間
差
、
作
業
の
遅
延
が
発

生
し
ま
す
が
、
今
後
、
独
自
に
除
排

雪
を
行
う
町
内
会
の
希
望
が
あ
っ
た

場
合
の
公
助
の
考
え
方
に
つ
い
て
、

他
自
治
体
の
先
進
事
例
を
参
考
に
、

本
市
に
お
け
る
自
助
、
共
助
、
公
助

の
「
三
助
」
に
よ
る
地
域
内
除
排
雪

の
考
え
方
を
提
言
し
ま
し
た
。

そのほかの質問：予防接種の取り組みについて、高齢者の外出支援について

そのほかの質問：子どもの貧困対策について

※PFI…公共施設などの建設、維持管理、運営などを民間の資金、経営能力および技術的能力を活用して行う手法

※
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一 般 質 問

国会・政府に３件の意見書を提出

議 員 研 修 を 行 い ま し た

無戸籍問題の解消を求める意見書
認知症施策の推進を求める意見書
義援金差し押さえ禁止法の恒久化を求める意見書

　意見書は、市政の発展に必要な事柄の実現を要請するために関係
機関に提出するものです。第４回定例会では、次の意見書を可決し
ました。詳しい内容は、市議会ホームページでご覧いただけます。

議会を傍聴しませんか

傍聴の際の意見・感想を受け付けます

　平成31年第１回定例会は、２月21日（木）から開会する予定
です。本会議や委員会は、自由に傍聴することができます。第
４回定例会では、延べ24名の方が傍聴されました。紙面ではお
伝えできない議会や議員の生の姿を見聞きできますので、ぜひ
お越しください。

　平成31年第１回定例会から、意見箱を傍聴受付と本庁舎
１階に設置します。意見や感想などをお寄せください。

　議会に足を運ぶことができない方も、インターネットで本会議
や委員会の生中継、過去の録画中継をご覧いただけます。パソコ
ンで市議会ホームページにアクセスし、「議会中継」のリンクから
ご覧ください。� ▶問い合わせ　議会事務局（☎�９２２０）

インターネットでも議会中継をご覧いただけます

　平
成
30
年
第
４
回
定
例
会
か
ら
、
車

い
す
の
方
用
の
傍
聴
席
を
設
け
ま
し
た
。

　現
在
の
傍
聴
席
前
方
、
議
場
側
の
ス

ペ
ー
ス
と
な
り
ま
す
。
ご
理
解
・
ご
協

力
を
お
願
い
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　ま
た
、
傍
聴
規
制
を
緩
和
し
、
写
真

撮
影
や
帽
子
の
着
用
も
可
能
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
ル
ー
ル
を
守
っ
て
傍
聴
さ

れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

�

（
工
藤
）

　北
海
道
職
員
を
講
師
に
迎
え
て

「
地
方
自
治
体
の
財
政
状
況
の
見

方
」
を
テ
ー
マ
に
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
本
市
の
財
政
状
況
や

公
会
計
の
意
義
に
つ
い
て
講
義
を

受
け
、
財
務
書
類
な
ど
の
公
会
計

情
報
を
理
解
し
た
上
で
地
方
公
会

計
を
活
用
す
る
重
要
性
を
学
び
ま

し
た
。

　ま
た
、
ア
イ
ヌ
語
研
究
者
に
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
白
老
町
議
会

と
合
同
で
、
「
登
別
の
地
名
由
来
」

を
テ
ー
マ
に
、
研
修
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
ア
イ
ヌ
語
地
名
か
ら
の

ア
イ
ヌ
文
化
理
解
と
民
族
共
生
象

徴
空
間
完
成
に
向
け
た
白
老
町
と

の
よ
り
太
い
連
携
の
必
要
性
を
感

じ
る
、
有
益
な
研
修
と
な
り
ま
し

た
。�

（
松
山
）

車
い
す
の
方
の

�

傍
聴
席
が
で
き
ま
し
た

有
益
だ
っ
た

�

２
つ
の
議
員
研
修
会

平成30年第４回定例会における
議案の賛否状況（挙手採決議案のみ掲載）

議　案 賛成議員 反対議員 結果

平成２９年度登別市国
民健康保険特別会計
歳入歳出決算の認定
について

井野、小栗
木村、工藤
杉尾、千田
辻、天神林
戸井、二瓶
松山、宮武
村井、米田
若木　　　

佐々木、渡辺 可決

宮

武

祥

子

松

山

哲

男

登
別
市

�
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
で
応
援

社
会
変
化
に
適
応
し
た

�

行
財
政
を

　２
０
２
０
年

東
京
オ
リ
パ
ラ

を
契
機
に
、
本

市
で
は
ト
ッ
プ

ア
ス
リ
ー
ト
に

よ
る
講
演
・
交
流
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
は
、
子
ど
も
た

ち
の
夢
・
目
標
の
幅
を
拡
大
さ
せ
、

今
後
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ

を
通
じ
た
地
域
活
性
化
に
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
、
市
の
応
援
体
制
と
し
て
、

ス
ポ
ー
ツ
で
功
績
を
残
し
た
方
へ
の

表
彰
に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。

　現
状
で
は
、
体
育
協
会
の
表
彰
規

程
に
沿
っ
て
、
協
会
加
盟
の
有
無
に

関
わ
ら
ず
、
団
体
・
個
人
に
対
し
表

彰
し
て
い
ま
す
。
市
と
し
て
の
表
彰

は
、
登
別
市
功
労
賞
お
よ
び
登
別
市

表
彰
に
お
い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

に
尽
力
さ
れ
た
方
を
対
象
に
表
彰
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　そ
こ
で
、
功
績
を
残
し
た
ス
ポ
ー

ツ
選
手
に
対
し
、
ス
ポ
ー
ツ
表
彰
の

実
施
を
提
案
し
ま
し
た
。
ま
た
、
文

化
の
日
に
行
う
市
表
彰
に
、
現
在
の

規
程
に
加
え
、
新
た
に
ス
ポ
ー
ツ
部

門
の
検
討
を
提
言
し
ま
し
た
。

　少
子
高
齢
化

や
人
口
減
少
な

ど
、
社
会
背
景

が
変
化
し
大
き

な
転
換
期
を
迎

え
た
こ
れ
か
ら
の
行
財
政
と
、
教
育

行
政
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
質
問
し

ま
し
た
。

　従
前
の
考
え
や
手
法
に
よ
る
財
政

分
析
や
行
政
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る

問
題
・
課
題
を
指
摘
し
、
福
生
市
の

公
会
計
制
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し

な
が
ら
、
効
率
的
・
効
果
的
な
行
財

政
経
営
の
シ
ス
テ
ム
構
築
や
、
空
き

家
の
福
祉
転
用
例
な
ど
を
示
し
、
政

策
・
施
策
策
定
に
お
け
る
部
署
間
の

よ
り
強
い
連
携
シ
ス
テ
ム
の
必
要
性

を
提
起
し
ま
し
た
。

　教
育
行
政
で
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
・
ゲ
ー
ム
や
ス
マ
ホ
な
ど
へ
の
子

ど
も
の
依
存
状
況
の
把
握
と
予
防
な

ど
に
つ
い
て
、
登
別
ら
し
い
子
ど
も

の
姿
を
明
示
し
、
依
存
症
防
止
の
取

り
組
み
を
求
め
ま
し
た
。
ま
た
、
少

人
数
の
一
年
生
学
級
が
あ
る
小
学
校

の
適
正
配
置
の
取
り
組
み
と
総
合
教

育
会
議
の
適
正
配
置
に
対
す
る
市
長

の
見
解
を
質
問
し
ま
し
た
。

そのほかの質問：ホストタウンの取り組みについて～2020年東京オリンピック・パラリンピック～

▲平成30年10月31日開催　登別市・白
　老町議会議員研修会の様子

8  議会だよりでぃすかす　95号 

一 般 質 問
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人のうごき（平成30年12月末日現在）／人口48,395（－40）世帯24,858（－36）（　）は前月比

内容

カルルス
温泉

冬まつり
日　時

場　所

３月３日㈰
９時～13時15分
カルルス温泉
サンライバ
スキー場

　特設すべり台、ゾーブボール、伊
達はるイチバン福こども競争、チャ
ンバラＫ

か っ せ ん

ＡＳＳＥＮ、働く車展示会、
もちまき・お菓子まきなど、楽しい
イベントが盛りだくさんです。
▶�日時　２月16日㈯13時～16時、17
日㈰９時～15時

※�16日㈯は、特設すべり台・ゾーブ
ボールのみ。

▶場所　総合公園だて歴史の杜
もり

▶�問い合わせ　同実行委員会（伊達
青年会議所内・☎０１４２㉓４０
５３）

白老牛肉まつり　冬の陣
～札幌開催～ 第十戦伊達雪まつり－冬の陣－第40回むろらん冬まつり

　バナナボートや氷の滑り台、市民
雪像展示のほか、温かいココアやお
しるこ、エゾ鹿肉焼きの無料配布、
冬野菜の販売などを行います。
　冬ならではのさまざまなイベント
やスポーツを楽しみましょう。
▶日時　２月17日㈰10時～
▶場所　だんパラスキー場
▶�内容（開催時間）　開運もちまき
（10時）、大じゃんけん大会（13
時）、雪原の宝さがし（14時）
▶問い合わせ　だんパラスキー場
� （☎㊸５６００）

　白老牛を堪能する冬のイベントが
札幌市で開かれます。前売り券（１
人6,000円・通常価格は6,800円）は
チケットぴあ（セブン・イレブンＰ
コード641－166）、ジャスマックプ
ラザホテルで取り扱っています。
▶�日時　３月６日㈬・７日㈭18時～
21時（予約制）
▶�場所　ジャスマックプラザホテル
（札幌市中央区南７条西３）
▶�問い合わせ　同ホテル（☎011－
551－3333）または白老町農林水
産課（☎０１４４�６４９１）

・雪中みかん拾い
・�登別市長杯・アルファスポーツ賞少年ス
キー大会（要事前申込、午後から表彰式）
・親子ボブスレー
　（当日受付、定員100組、２人１組）
・ストライクワン（景品がなくなり次第終了）
・ホールインワン（景品がなくなり次第終了）
・�サケのクリームシチュー、ディア（鹿肉）
シチュー振る舞い（なくなり次第終了）
・オロフレ雪原宝さがし
・雪上もちまき
※�天候などにより、内容を変更する場合があ
ります。

　雪に親しむアトラクションや温かくておいしい振る舞
いなど、楽しい催しが盛りだくさんです。
　ぜひ、ご家族皆さんでお越しください。

問い合わせ　同実行委員会（登別国際観光コンベンション協会内・☎�３３１１）


